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俺は彼女の犬になる！

淺沼広太
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プロローグ

１．憧れのあの人はあくまで生徒会長？

２．俺と契約してご主人様になりますか？

３．妹がいたらいいなとか、思っているうちはまだまだですか？

４．目立つ変態より目立たない方がよっぽど危険ですか？

５．それぞれが欲望の赴くままに助け合いますか？

エピローグ



    

  
    
      
プロローグ



　入学式はつつがなく進行し、生徒会長による、新入生への祝辞が始まった。

　舞台袖そでから姿を現した少女の姿に、新入生一同、男女問わず息を呑のむ。

　陽光を受けて浮かび上がるように輝く、黒曜石のようなつやつやとした黒髪。ストレートのロングヘアだ。毛先までキューティクルに包まれた見事な直毛である。

　モデルのように引き締まった脚のラインに、制服の上からでもわかる腰のくびれ。胸元は若干控えめな、いわゆる美乳系だ。

　肌の色素は薄く、瞳ひとみは大きい。愛らしさの中に、凜りんとした気け高だかさのようなものがにじみ出ていた。その瞳に生徒会長という役職に対する責任感が浮かぶ。

　そんな少女を新入生の列から見上げて、少年――富ふ士じ岡おか藤とう紫し郎ろうは思った。

　まるでエルフのお姫様だ……と。

　エルフといえば金髪で色白で耳が長いイメージなので、黒髪の生徒会長とは若干ズレが生じているのだが、藤紫郎には彼女が自分と同じ現生人類ホモサピエンスとは思えなかった。

　彼女の美しさは人間以上。まさに上位存在だ。

（――花のつぼみから生まれたみたいだ。それだとエルフじゃなくて妖よう精せいっぽいか）

　藤紫郎は生徒会長の姿にすっかり見とれていた。

　マイクの前に立った生徒会長の桜色の唇が開く。彼女の声は藤とう紫し郎ろうがイメージした以上に、透き通った美しい響きをしていた。

「新入生のみなさん。ご入学おめでとうございます。生徒会長を務めさせていただいている、二年生の姫ひめ宮みや瑠る璃りです。入学されたばかりでこれからの高校生活への不安や、わからないことなどあるかと思いますが、困った時は生徒会や先輩方を是ぜ非ひ、頼ってください。美み浜はま第三高校は市内でも部活動が盛んな学校です。運動部だけではなく文化系の部活動もたくさんあります。勇気を出して部活動にチャレンジしてみてください。個人的な質問も歓迎します。一緒に楽しい高校生活を作り上げていきましょう」

　最後に一礼し舞台袖そでに消えるまで、藤紫郎は生徒会長に見入っていた。魅入られてしまった。少年の頭の中の記憶領域が、彼女の凛り々りしい姿で一杯になる。

（――本当に信じられない……あんなに美しい人が実在するだなんて）

　美人だな。可愛かわいいな。綺き麗れいだな。

　女の子を見てそんな風に思うことは何度となくあった藤紫郎だが、瑠璃はその中でも別格だった。

　エルフも妖よう精せいも飛び越えて、もはや天使の領域だ。他に形容する言葉を藤紫郎は自分の辞書から見つけられない。

　瞬間、藤紫郎は頭の中で閃せん光こうが爆はぜたような感覚に襲われる。

（――これって一ひと目め惚ぼれって奴やつじゃないか？）



    

  
    
      



    

  
    
      　すでに壇上から消えてしまった瑠る璃り。彼女との距離は近いようで、果てしなく遠い。

　藤とう紫し郎ろうは瑠璃を知っていても、瑠璃からみれば藤紫郎はただの一年生なのだ。

（――でも、が、我慢できないッ！）

　入学式が終わるまで、藤紫郎は列の中で悶もん々もんとし続けた。

　この「我慢できない気持ち」の半分は自身からわき出たものだったのだが、残りの半分に別の力が働いていたことを、少年はまだ知るよしもなかった。



    

  
    
      


１．憧れのあの人はあくまで生徒会長？



　藤紫郎は今、生徒会室に向かっていた。先ほど入学式を終えたばかりである。

　少年の心臓は高鳴りっぱなしだ。彼女に――生徒会長の姫ひめ宮みや瑠璃に会いたい。もう一度彼女の顔を見たい。言葉を交わしてみたい。

　藤紫郎がこんなにも抑えきれない衝動にかられたことは今までなかった。

（――俺おれ、どうしちまったんだろう）

　藤紫郎は足を速めた。

　生徒会室に瑠璃がいるとは限らない。もう帰ってしまったあとかもしれない。

（――いや、きっといる！　まだ学校に残ってる！　あれ？　俺……生徒会長が学校に残ってたら、それでどうしようっていうんだ？）

　自分の行動がおかしいと藤紫郎は頭で判断できている。だが、身体からだが勝手に動いた。

（――だ、ダメだ！　おかしいだろ常識的に考えて！　いきなり押しかけて、俺は何をしようっていうんだ!?　こ、ここここ告白したいなんて考えるな！）

　足がぴたりと止まった。たどりついたのは、生徒会室という表札のついた扉の前だ。

　藤紫郎はドアノブに手をかけた。ノックも忘れて扉を開く。

（――ノックもしないでいきなり突入なんて俺なにやってんだー！）

　自分にツッコミを入れた藤とう紫し郎ろうだが、時すでに遅し。少年は室内に踏み込んだ。

　生徒会室の中は静かだった。

　教室一つ分はある広い部屋で、ミーティング用の液晶モニターやデッキ類があり、壁の一面は背の高い資料棚で埋うまっていた。コの字形に長机が並べられ、部屋の一角にはネットにつながったパソコンと、給湯用のポットにカップやグラスの類たぐいが並んだ戸棚がある。

　瑠る璃りは椅い子すを脚立代わりにして、資料棚の最上段からファイルを取ろうとしていた。背伸びをすると、短めなスカートからライムグリーンのパンツがちらりとこぼれる。ファイルを手に彼女は自分の席に戻った。背後には大きな窓があり、まるで額縁のようだ。額縁の中で桜の花が揺れる。

　少女と桜。まるで絵画のような光景に、藤紫郎は息を呑のんだ。

　ふとファイルから視線を上げた瑠璃は、ようやく藤紫郎の存在に気がついた。。

「あら、新入生ね？」

　藤紫郎の胸には造花のコサージュがついている。瑠璃は座っていたパイプ椅子から再び立ち上がった。ノックもせずに入ってきた藤紫郎を、少しいぶかしがっている。

「は、はい！　一年六組、富ふ士じ岡おか藤紫郎です！」

「なにか質問かしら？　あ！　それとも迷子とか？」

　瑠璃の視線はどことなく警戒心を帯びていた。とはいえ、それを表に出さないようにという気遣いが藤紫郎には感じられた。新入生に親切にしてあげるのは生徒会長としての義務。そういった空気を瑠璃は漂わせている。

　瑠璃に対して藤紫郎は……あまりにも単刀直入になってしまった。

「彼氏はいますか!?　い、いないのなら彼氏に立候補してもいいですか？」

　なんでそんな言葉が口をついて出たのか藤紫郎にはわからない。

（――言っちゃった！　タイミングとしては……さ、最悪だ！）

　今この瞬間が藤紫郎にとって初めての実戦だった。口が滑ったどころではないと焦る反面、藤紫郎は心のどこかですっきりしていた。

　結果さえ考慮しなければ、一ひと目め惚ぼれといえど好きな人に好きだと言えた達成感がある。

（――相手の気持ちも考えない自己満足な押しつけだけど……なんだろう。この幸せな気持ちは）

　藤紫郎の顔はみるまに真っ赤になっていた。

　ほぼ初対面の生徒会長とふたりきりの密室に、濃密な空間ができあがる。

　瑠璃はじっと藤紫郎を見つめた。少女の頬ほおにも赤みが差す。

（――まさかの脈有りッ!?）

　思わず藤紫郎は心の中でガッツポーズをした。ビギナーズラックという単語が頭の中で喝かつ采さいとともに響き渡る。

　だが、次の瞬間――瑠璃はたった一言で藤紫郎の膝ひざを床につかせた。

　瑠璃の桜色の唇がそっと開く。

「ごめんなさい。貴方あなたのこと、よく知らないし。それにそういうの、軽薄だと思うわ。貴方が生徒会に入って、一緒に仕事をする中でお互いの人となりを知って……交際っていうのは、段階を踏んで進んでいくものだと思うの」

　正論だった。きゃああ！　とか、いやああ！　などの悲鳴や、貴方あなたはバカですか死にますか？　的な反応ではなく、優しく諭すような瑠る璃りに、藤とう紫し郎ろうは申し訳ない気持ちでいっぱいになった。

「す、すいませんでした！　ごめんなさい！　本当にごめんなさい！　失礼します！」

　ここに一つの恋が終わった。少年の初恋は出会いから一時間以内に終了した。

　藤紫郎は頭を下げると生徒会室から飛び出した。恥ずかしさに顔から火が出そうだ。

（――わかってたんだ！　俺おれなんかが立候補すること自体おこがましいって！）

　やってしまった。勝算の無い賭かけだった。自分が瑠璃の立場なら、やっぱり断っているはずだ、常識的に考えて。それも頭でわかっていたはずなのに、なんでこんな早まったことをしてしまったんだ……と、藤紫郎は胸の内で叫ぶ。

　ここで諦あきらめきれずにストーカーになっては、人として暗黒面に落ちるも同然だった。

　廊下を走って……走って……逃げるように藤紫郎は昇降口から外に出た。

　心臓がバクバクと早鐘を打っている。昇降口から正門までの小道の両りよう脇わきに、桜の木が並んでいた。ピンクの花びらが風に巻き込まれて、藤紫郎の視界を埋うめ尽くすほどの花はな吹雪ふぶきが舞い上がる。

　散りながらも美しい桜を見ていると、無様に玉ぎよく砕さいした自分が藤紫郎にはいっそう惨めに思えてならない。

（――俺とあの人とじゃ違いすぎるんだ。すっぱりと諦めよう。もともと縁なんてなかったんだ。相手はあんなに美人な生徒会長で、俺はごくごく平凡な一年生なわけだし。なんで告白したんだろう。自分でも訳がわからんよ）

　高校生活の初日に、これまでの人生の中で一番思い切ったことをした。そして失敗した。苦すぎる思い出を作ってしまったことに後悔した藤紫郎は、この記憶に関してだけ消去ボタンを押して、無かったことにしたかった。

（――いや、そうしたらもう一度同じことをしそうだよな）

　それくらいに、藤紫郎には彼女が――姫ひめ宮みや瑠璃が魅力的に思えたのだ。

　藤紫郎自身、不思議で不思議で仕方ないくらいに。



　告白から数日が経過したある日の放課後、藤紫郎は図書室にやってきた。

　読みたい本があるわけでもなく、瑠璃が生徒会の仕事の合間を縫って図書室で読書でもしていればいいなぁ……窓まど際ぎわで本のページをめくりながら思索に耽ふける瑠璃の姿が見てみたいなぁ……という、少年なりの幸せ探しにやってきたのである。

（――とは思ったけど、なんの努力もせずにばったり偶然出会えるわけないか）

　残念ながら図書室は閑散としていて利用者の姿もまばらだった。そしてその中には瑠璃の姿もない。

　そんな中、藤とう紫し郎ろうはとても小柄で、下へ手たをすれば小学校高学年くらいに見えてしまう少女が背伸びをしているのを見つけた。棚の上の本に手を伸ばしている。

（――こういう場合、女の子に親切にするのは男として当然の行動だ）

　別に下心はないぞ……と心の中で呟つぶやきつつ、藤紫郎は少女の背後に近づくと、彼女が取ろうとしていた本を棚から抜き出した。小柄な少女はハッとして振り返る。じっと藤紫郎を見上げていた。

「あ、あのあのあの……」

　少女は本に視線を向けている。藤紫郎は自然と少女より、その本を見てしまっていた。

　タイトルには「お兄ちゃん大好き！　禁きん忌きなる兄オタ」と書いてある。兄妹きようだいに関する物語のようだ。

「どうぞ」

　藤紫郎はそっと本を彼女に差し出した。瞬間、小柄な少女の笑顔が弾はじける。

「あっ……ありがとう！」

　本を胸に抱いて少女はぺこりとお辞儀をした。そのまま貸し出しカウンターでＩＣカードを使って貸し出し手続きを終えると、彼女はあっという間に図書室から出ていった。

　小柄な少女が慌てて逃げてしまったような気もするのだが、藤紫郎は思う。

（――良いいことをしたんだよな俺おれ。ほら、感謝だってされたんだし）

　自分を励ますように言い聞かせながら本棚を見ると、先ほど抜いた本の隙すき間まがいつの間にか埋うまっていた。

　藤紫郎は首を傾かしげる。ついさっきまでこんな本はあっただろうか？　と。

　真っ黒な背表紙のハードカバーで、タイトルなどは何も書かれていなかった。一瞬しか本棚を確認していないので、もしかしたら藤紫郎が見落としていただけなのかもしれないのだが、その黒い本の背表紙は妙な威圧感と存在感を醸し出している。

（――タイトルもないなんて、変な本だな）

　なんとなく、藤紫郎は手にとってしまっていた。本の裏表紙をみる。

　貸し出し手続きに使うＩＣチップタグがなかった。それどころか、表紙にも裏表紙にも印字がない。中身を確認しようと藤紫郎は本を開いた。

　そして、一ページ目の文字を思わず口にしてしまう。

「悪魔……召喚マニュアル？」

　うさんくさい。と、一いつ蹴しゆうしようとした藤紫郎だが、その本の次のページをめくると、こう書かれていた。

「この本を見つけることができた貴方あなたは幸運です。どんな願いも叶かなえます。対価は貴方の欲望です……って」

　棒読みで藤紫郎が呟くと、通りかかった背の高い女子生徒の視線が突き刺さった。恥ずかしくなって藤紫郎は早足で歩く。

　そのまま歩く。歩く。足取りはいつの間にか駆け足になっていた。

　願いが叶かなう。そんなバカな、あり得ない！　と、頭で否定する藤とう紫し郎ろうだが、反比例するように気持ちが高揚していた。

　本を手にしたまま図書室を出る。そんな藤紫郎の背中を見ていた背の高い女子生徒がぽつりと呟つぶやいた。

「……変な人。エア読書なんて」

　女子生徒の手には「男子小学生の生態」という本が携えられていた。

　不思議そうに女子生徒は首を傾かしげる。彼女には藤紫郎の手にしている黒い本など、まったく見えていなかった。



　藤紫郎は母親と二人暮らしである。家は新興住宅街の一戸建てで、父親は単身赴任中だった。自宅に帰って母親との夕食を済ませ、お風ふ呂ろに入ると、藤紫郎は自室に籠こもった。

　時刻は深夜零時を回っていた。図書室から勝手に持ち帰ってしまった黒い本は、現在ベッドの上に投げ出されっぱなしだ。

　悪魔召喚マニュアル。

　ネットで検索して調べてみたのだが、怪しいページは見つかるものの、この本のことはわからずじまいだった。

　改めて本を開くと、学校で確認した時と最初の一文が変わっていた。図書室で見つけた時にこのページを飛ばしてしまったのか？　と、藤紫郎は首を傾げる。

「次の呪じゆ文もんを唱えよ？　我が欲望に応じて出いでよ。我が願いを聞き入れたまえ」

　棒読みした。特に何も起こらない。

　何かとんでもないことが起こるんじゃないかと、一瞬でも期待してしまった藤紫郎は落胆の息を吐ついた。

　瞬間、黒い揺らめきとともに、藤紫郎の手の中で本は塵ちり一つ残さず焼失する。さらに部屋の蛍光灯が、ブレーカーを落としたように消えてしまった。

「う、うわあ！」

　悲鳴を上げる藤紫郎の足下に魔法陣が浮かび上がる。

「な、なんだよこれ！」

　悪魔召喚の儀式にしては、あまりにもあっけない。棒読みの呪文でできてしまうなんて、ずいぶんと親切設計だ……と、口にしかけたところで藤紫郎は首を激しく左右させた。

「いや、そもそも悪魔なんているわけないだろ普通！」

　薄暗い部屋の中で竜巻のように風が渦巻いた。カーテンがバサバサとなびく。

　足下の魔法陣の中心から、人の影がぬらりと浮かび上がった。

「ちょっと待ってたんま！　死にたくない！　俺おれまだ死にたくないから！　死ぬには若すぎるでしょ!?　高校に入学したばっかなんです！」

　何かを召喚する時に、漫画やアニメである展開としては……召喚者が実力以上の悪魔を召喚して、制御できずに殺されてしまうケースだ。

　まず間違い無く、どんな下級の悪魔だろうと藤とう紫し郎ろうは勝てる気がしない。

「ごめんなさいごめんなさい！　お帰りください！　どうかどうか平ひらにご容よう赦しやを！」

　藤紫郎は手のひらをあわせて、浮かび上がる影を拝み倒した。

　悪魔を召喚したパターンその２が、藤紫郎の脳裏をかすめた。殺されなくとも、肉体を支配されるとか、魂を奪われるとか、洗脳されてしまうとか、悪魔の糧かてにされる展開だ。

「俺おれの肉体なんてスペック的に雑ざ魚こですから！　あと、魂とかも汚れきってるっていうか、ほんとうんこみたいなものなんで！　だから食べたら腹をこわしますよ！　本当にオススメできません！　だからマジで帰ってください！」

　藤紫郎は土下座した。黒い影は魔法陣の中に完全に浮かび上がり、実体化する。

　それは長い黒髪の美少女だった。恐ろしい悪魔というよりも、悪魔的な魅力に満ちあふれた女の子だ。

　悪魔を召喚したパターンその３が藤紫郎の頭の中で渦巻いた。

「エロエロしいラブラブな同どう棲せい生活なんて妄想してませんから許してくださ……」

　途中で藤紫郎は言葉を呑のみ込んだ。

　薄暗い部屋の中、足下で光る魔法陣に照らされて現れたのは……生徒会長、姫ひめ宮みや瑠る璃りだったのだ。

　黒い薄手のネグリジェ姿で現れた彼女の背中には、コウモリのような羽が生えている。黒い革の鞭むちを思わせる尻尾しつぽが瑠璃の背後で揺れていた。

　悪魔は胸元を腕で抱くように腕組みした。マシュマロのような二つのふくらみを寄せて、出来上がった白い谷間に少年は息を呑む。

　土下座気味な藤紫郎に、悪魔は視線を落としてゆっくりと桜色の唇を開く。

「我は悪魔……淫いん魔まサキュバスよ」

　上から見下ろすような視線でサキュバスは藤紫郎をじっと見つめた。

「さあ、願いを言いなさい」

「あの、瑠璃先輩……ですよね？」

「違うわ。私は貴方あなたのリビドーによって召喚された淫魔よ。召喚した貴方が私を疑うなんて、失礼だと思わない？　そういう人間がどんな末路をたどったか、体験させてあげようかしら？」

　悪魔は冷たく微笑ほほえんだ。同時に藤紫郎は悲鳴をあげる。

「いえ結構です間に合ってます！　どうか命だけは助けてください！」

　召喚された淫魔は「フンッ」と鼻で笑った。

「まさか『命が惜しい』だなんて、それが願いとは言わないでしょうね？　人間って本当に情けない生き物ね。立ちなさい。それとも腰が抜けてしまったのかしら？」

　藤紫郎は困惑しながらも、言われるままに立ち上がった。尻尾を揺らす悪魔の柔らかそうな太ももに視線が釘くぎ付づけになる。

「やっぱ瑠る璃り先輩……じゃないのでござりやがりますか？」

「あまりの恐怖に日本語がおかしくなっているようね」

　藤とう紫し郎ろうはじっと淫いん魔まの顔を見つめた。瓜うり二ふたつというか、瑠璃本人にしか見えない。美しいのだが、その瞳ひとみに宿る光は研ぎ澄まされた刃やいばのように妖あやしく、冷たい。瑠璃がこんな目で相手を見下すところが、藤紫郎には想像できなかった。

「ところで、あの、淫魔様は瑠璃先輩の事を知ってるのですか？」

「それは悪魔のような人間なのかしら？」

「瑠璃先輩は悪魔なんかじゃない！　俺おれの天使だ！」

　藤紫郎はつい、口走ってしまった。

「貴方あなた、悪魔に天使なんて言うのはおかしいわよ」

「淫魔様のことじゃなくて、俺の天使は人間の瑠璃先輩だから。超そっくりだけど」

「似ているのは当然ね」

「も、ももももしかして、俺が瑠璃先輩のことばっかり考えてたから、悪魔の姿が瑠璃先輩そっくりになったってことなのか？」

　藤紫郎の解釈に悪魔はうんうんと同意した。

「中々察しが良いいわね」

「その素敵なスケスケっぷりも、俺が望んだからなのか？」

「これは淫魔の装しよう束ぞくよ。人間の貴方だって学校に行く時は制服を着るでしょう？」

「制服……なんて過激な制服なんだ。淫魔業界……恐るべし」

　藤紫郎は後悔した。本を図書室に戻せばよかった。読まないように鞄かばんにいれっぱなしにしておけばよかった。けれど……もう手遅れだ。

「さぁ、願いを言いなさい。あまり手間をかけさせないでくれるかしら？　血なまぐさいのが好きだというなら、話は別だけど」

「もし俺の願いを叶かなえたら、そのあと俺を……ど、どどどどどうするつもりですか？」

「どうしてほしいの？　今すぐその魂を抜き取ってあげてもいいけれど……痛い方法と痛くない方法、どちらが希望かしら？」

「ごめんなさいごめんなさい！　ともかく願い考えます今すぐに！　よろこんで！」

　考えるとは言ってみたものの、藤紫郎の願いは一つだけだった。瑠璃と両りよう想おもいになりたい……ただ、その願いを瑠璃と同じ顔の悪魔に言うことがまず、恥ずかしい。

　それはそれとしても、やっぱり言えなかった。悪魔を召喚しておきながらも、悪魔に頼るのは違うと藤紫郎は思うのだ。

「え、えっとですね淫魔様。俺にはす、好きな人がいて……その人と両想いになりたいんです！　でも、淫魔様にお力添えをしていただいて、瑠璃先輩の心を操ったりするとか、そういうのは卑ひ怯きような気がするんです！」

「私を召喚しておきながら、力を借りたくないというの？」

　淫魔の氷の刃のような視線が藤紫郎に突き刺さった。瑠璃に責められているような錯覚から、藤とう紫し郎ろうはちょっぴりドキドキしてしまう。

「そ、それはその……もしかして、俺おれがお願いしないと淫いん魔ま様も引っ込みがつかないんでしょうか？」

「願いの対価は叶かなえた願いの大きさに比例するわ。貴方あなたの欲望が私を呼んだのよ。さあ、言ってごらんなさい。言えないというのなら、貴方の胸に直接聞いてあげるわ……貴方の心臓をえぐり出してね」

　薄暗い部屋の中、足下から魔法陣の放つ光に下から照らされた瑠る璃りの表情に、藤紫郎はゾッとした。下へ手たをすれば殺される。

「い、淫魔っていうからもっとその、え、エッチなのかと思ってたんですけど……結構バイオレンスなんですね？」

「悪魔だもの。当然でしょう？　だいたい人間なんて悪魔からみれば家か畜ちくのようなものよ。私を呼び出せた貴方は特に上質な妄想を抱いだけるから……貴方の願いを叶えた代償として、私の愛あい玩がん動物くらいにはしてあげるわ」

　瑠璃そっくりの淫魔のペット。一瞬だが、藤紫郎の心がぐらついた。だが、藤紫郎は首を左右にぶんぶんと振る。

　淫魔は瑠璃そっくりなだけで、瑠璃ではないのだ。藤紫郎が好きになったのは瑠璃という人間だった。

「お、俺はペットになんかならん！　俺は瑠璃先輩に一ひと目め惚ぼれしたけど、悪魔の力を借りて瑠璃先輩に好きになってもらおうなんて思わない！　そうだ！　そもそもお前が本物の悪魔かどうかも怪しいもんだ！　どこの新興宗教だ！　巣に帰れ！　あと、瑠璃先輩に変装するなんて風評被害が出るから即刻止やめろ！　瑠璃先輩に迷惑がかかるだろ！」

　藤紫郎は半ば自や棄けになって吠ほえた。目の前に悪魔が実在するという現実から、逃避したくて出た言葉だった。

　ずっと冷淡な表情を崩さなかった淫魔の瞳ひとみに、動揺の色が浮かぶ。

　上から命じるような威圧的な声から、力がふっと抜けて、淫魔の口ぶりは急に見た目相応の少女のものになった。

「トリックなんてないわよ？　だいたい、どうやって人間が床からせり上がったりするのよ？　それにほら、尻尾しつぽだって生えてるんだし。私は悪魔以外の何者でもないでしょ？　本当はこういう悪魔召喚の演出とかで、無駄な魔力を消費したくなかったんだけど……やらないと信じてくれないかもしれないし……普通に玄関から来たらコスプレだと思われるかもって心配して、わざわざ悪魔らしく召喚されたの！　その努力は認めてくれるわよね？」

　自棄になって吹っ切れた藤紫郎は、淫魔相手に動じなくなっていた。

「努力って……い、嫌ならやらなきゃいいだろ！　それにスケスケネグリジェの先輩そっくりな人が、玄関からチャイムを鳴らして来たら、そっちの方が怖いっての！」

「ね？　絶対に家に入れないでしょ？　だから悪魔らしい演出をしたのよ。それに人生、嫌でもやらなきゃいけないことってあるものなのよ！　本当は私だってこんなこと……」

「悪魔が人生を語るのか？」

　悪魔はばつが悪そうな顔をした。

「ほ、ほら、じゃあこれを見て信じてちょうだい。恥ずかしいけど背に腹は代えられないし。特殊メークとかじゃないってわかるでしょ？」

　悪魔は藤とう紫し郎ろうに背中を向けた。スケスケなネグリジェのお尻しりのあたりにはスリットが入っていて、そこから尻尾しつぽがぬるりと出ている。尻尾の先端はトランプのスペードマークのような形をしていた。

　藤紫郎はツンと、スペードの先端に指で触れてみる。瞬間、悪魔はビクッ！　と両肩をわななかせた。腰砕け気味になった悪魔は、藤紫郎に向けてお尻を突き出すような格かつ好こうになる。

　下着に包まれた美しいお尻のラインがさらに強調されて、藤紫郎の視線は釘くぎ付づけだ。

「し、ししししし尻尾に触っていいなんて言ってないわよ！」

　すぐにお尻を引っ込めると悪魔はくるりとターンした。

「す、すいません。つい」

　思わず藤紫郎は敬語で謝ってしまった。

「ば、ばかっ!!」

　ヒュンッ！　と、空気が鳴った。淫いん魔まはいきなり藤紫郎のほっぺたをひっぱたく。なんでビンタされたのかわからないのだが、藤紫郎はちょっぴり幸せだった。

「なんでよりによって貴方あなたなのよ！」

　藤紫郎は遠くでそんな声を聞いた気がした。

　次の瞬間、少年の意識は電源を落としたようにぶつっと途切れるのだった。



　という夢を見た。

　それが自室のベッドから転げ落ちた藤紫郎が、まず思ったことである。よろよろと立ち上がり窓まど際ぎわに立ってカーテンを開けると、差し込む陽光が眩まぶしかった。

　目覚まし時計が鳴る三十分も前に藤紫郎は起床したのだ。

　少年はぐるりと自室を見回す。

　部屋の中で吹き荒れた小さな嵐あらしの爪つめ痕あとは、跡形もなく消えていた。

「……やっぱり夢だよ……な？」

　ただ一つ、違っていたことがあった。それに気づいて藤紫郎は困惑する。

　昨日図書室から無断で持ち出したはずの、黒い本が忽こつ然ぜんと部屋から消えていた。



　藤紫郎は普段通り、朝食を食べて学校へと向かった。市外から電車とバスを乗り継いでくる生徒もいれば、市内遠方より自転車通学する生徒もいる。

　そんな中、藤紫郎は徒歩で通学していた。学校までは歩いて十五分の距離だ。きちんとした生活を送っていれば、三年間無遅刻も夢ではない。

　今日はいつもよりも十じゆう分ぶん早く家を出たので、いつにも増して余裕の登校である。

　通学する生徒たちの流れに加わって藤とう紫し郎ろうは歩道を歩いた。車道を黒塗りの高級車が通り過ぎていく。

　高級車が学校の校門前で止まると、運転席から執事風の老紳士が颯さつ爽そうと現れ、後部座席の扉を開けた。そこから降りてきたのは……瑠る璃りだった。

　恐らく美み浜はま第三高校で唯一の公共交通機関ではない自動車通学。しかも運転手さん付きである。

「行ってらっしゃいませお嬢様」

「行ってきます嶋しま木きさん」

　運転手さんがゆっくりとお辞儀をして瑠璃を送り出す。瑠璃は一度だけ小さく息を吐ついた。新入生の視線が瑠璃に集まっている。在校生にはいつもの風景かもしれないのだが、藤紫郎含む一年生にはカルチャーショックすら覚える光景だ。

　瑠璃は眉まゆ一つ動かさず毅き然ぜんとしていた。

　一年生の女子グループが瑠璃に「おはようございます！　生徒会長！」と、緊張した面持ちで挨あい拶さつをする。瑠璃は表情を柔和に緩ませて笑顔になった。

「おはようございます。今日も一日、楽しい学校生活を過ごしましょうね」

　瑠璃が微笑ほほえんだだけで、女子グループはキャーキャー騒ぎ出した。中にはフラッと膝ひざから崩れて、卒倒しそうな子までいる。

　そんな素敵すぎる先輩の横顔をぼんやり眺めながら、少年は心の中で嘆息する。

（――やっぱり別人だ。昨日のアレは俺おれの妄想だったんだな。それにしても、瑠璃先輩ってすごいな。学校中の人気者なんだ。たくさんの人に囲まれて、その中心にいる太陽みたいな人なのかもしれん。そんな人で淫いん魔ま妄想をしちまうなんて……）

　スケスケなネグリジェ姿は全部、藤紫郎の好みの問題だ。全裸で彼女が現れなかったのも淫魔が藤紫郎の妄想の産物だったから……と、藤紫郎は自己分析する。

　むしろ何もつけていない方がエロさは薄れる！　薄い布地に隠された方が熱い！　というのが藤紫郎の持論だった。

　朝っぱらから住んでいる世界が違いすぎるところを見せつけられて、藤紫郎には瑠璃がまた一歩遠くに行ってしまったように思えた。

（――っていうか、元から近くもないけどな！）

　自分にツッコミをいれて藤紫郎はますます悲しい気持ちになるのだった。



　その日の昼休みのことである。

　瑠璃の事で頭がいっぱいで、クラスで友達を作ることをおろそかにしていた結果、藤紫郎はいつのまにやら一人ぼっちになってしまっていた。そんな少年が一人寂しくお弁当を食べ終わったところで、突然、教室の廊下側がざわついた。窓側の席から藤紫郎が教室の出入り口付近に視線を向けると、そこには……。

　瑠る璃りが立っていた。

　彼女は一年六組の教室に入ってくるなり、ぴたりと藤とう紫し郎ろうに視線を合わせる。

「一年六組、富ふ士じ岡おか藤紫郎君。ちょっと来てちょうだい」

「え、ええ!?」

　驚いたのは藤紫郎だけではなく、クラスメートのほぼ全員だ。

「早くしないと昼休みが終わっちゃうわ」

　ずいずいと瑠璃は窓側の席までやってきて藤紫郎の手を取り、引っ張り上げるように立たせた。

「行きましょう」

　触れた手の感触に藤紫郎の胸がドキドキと高鳴る。柔らかくてぷにっとしていて、まるで子猫の肉球のようだった。そしてほのかに温かい。すべすべとした感触が藤紫郎にはたまらない。

「ど、どこへ？」

「いいから一緒に来てちょうだい」

　立ち上がった藤紫郎はされるがまま、瑠璃に引っ張られて廊下に出る。

　長い黒髪が揺れるたび甘い香りがした。この匂においに藤紫郎はくらくらしてしまう。嗅きゆう覚かくとは別の受容体が、瑠璃から発せられる魅力を吸引している。

　そんな感覚に藤紫郎は陥おちいった。

　しばらく手をつながれたまま藤紫郎は歩いた。連れられて歩く姿は、まるで犬の散歩のようだ。もちろん瑠璃がご主人様で、藤紫郎がわんこである。

「はい、階段上るわよ」

　言われるままに二階に上がった。手を放し先を行く瑠璃を見上げると、スカートの中のほどよくむっちりとしたお尻しりと、それを柔らかく包み込む、黒の布地が見えてしまった。少年はまぶたの裏にその神々しい光景を焼き付ける。二階のフロアには生徒会室がある。藤紫郎にとっては苦い思い出の場所だ。

「到着。さあ、入ってちょうだい」

　案の定、藤紫郎が連れてこられたのは生徒会室だった。

「え？　で、でも」

「人ひと気けの無いところじゃないと困るのよ」

「は、はい！」

　人気の無いところでふたりきり。何が起こってもおかしくはない。

　だが、藤紫郎は疑問に思う。

「ところで、あの……俺おれは入学式の日に大変な失礼をしてしまったんですけど……」

「いいから早く中に入ってちょうだい。他の人間には見られたくないの」

　藤紫郎は生徒会室に引っ張り込まれた。

　コの字形に設置された長机が整然と並んでいる。その机の上に瑠る璃りはぴょんと軽くお尻しりを乗せて座った。すらっとした美脚を組む。

「せ、生徒会長？　机の上に座るのはちょっとお行儀が悪いんじゃないかと」

「別にいいじゃない。誰だれかに迷惑を掛けているわけでもないんだし」

　ふたりきりになったとたん、瑠璃はずいぶんとざっくばらんな砕けた雰囲気になっていた。仮面を外して素顔を見せてくれたような気がして、藤とう紫し郎ろうはちょっぴり嬉うれしくなる。

「富ふ士じ岡おか藤紫郎君。貴方あなたは部活にも委員会にも所属してないわよね？」

「は、はい」

「貴方には生徒会協力員になってもらうわ。まあ、私のサポートをしてもらう感じね」

「サポート……って」

「この学校の生徒会長には生徒会役員以外に、独自で協力員を選ぶ権利があって、選ばれた生徒は協力しなきゃいけない義務があるのよ。その義務で貴方には協力してもらいながら、近くにおいて監督することに決めたのよ。問題を起こしそうな生徒を指導するのも生徒会長としては、やらなくちゃいけないことだと思うの」

「は、はぁ」

「気の抜けた返事ね。いきなり言われてびっくりしたのはお互い様でしょ？」

「俺おれが問題を起こさないように、近くにおいて監視するってことですか？」

「平たく言うとそうなるわね。これから放課後は私と一緒に行動してもらうわ。私とじゃ嫌かしら？」

「め、滅相もない！　いえ、願ってもない！」

「変な気は起こさないでちょうだいね。あくまで後輩指導の一環よ」

「変な気だなんて……けど、放課後に一緒に行動しているうちに、二人の距離は縮まったりするかもしれないんですよね瑠璃先輩」

「そういうのを変な気っていうの。期待しないでちょうだい」

　釘くぎを刺されて藤紫郎ががっくりと肩を落とした。生なま殺ごろしだ。

「だいたい、人間の男の子なんて……」

「人間の？」

「な、なんでもないわよ。男の子は基本的に苦手なの」

　机に腰掛けたまま瑠璃は脚を組み直す。瞬間、藤紫郎には再び見えた……気がした。大人っぽい黒の布地が。まるっと見えるのも素敵だが、ちらりとのぞかせるのもまた、別の魅力がある。

　藤紫郎は視線をあげてじっと瑠璃を見つめた。

「な、何かしら？」

「あの瑠璃先輩、昨日の夜遅くにうちに来ませんでしたか？」

「貴方の家に？　わ、私が？」

　眉まゆ一つ動かさなかった瑠璃の顔に焦りの表情が浮かぶ。

「なんだか変な汗かいてませんか？」

「ちょっとこの部屋、締め切ってるから暑いのよ」

　まだ春になりたてで、日差しが心地よい今日この頃ごろ。暑いというほどでもない生徒会室で瑠る璃りは妙に汗ばんでいる。

「おかしな人とは思ってたけど、なんで貴方あなたの部屋に行ったなんて虚言妄言を言い出すのかしら」

「なんで俺おれの部屋って限定するんですか」

「あれ？　えっと……」

　腕組みすると瑠璃は考え込む。

「瑠璃先輩？」

「ほ、ほら！　年とし頃ごろの男の子の考えることなんて、そういう妄想ばっかりでしょ！　部屋に女の子を連れ込む夢でも見たのかしら？　しかもそれが私なんて、やっぱり貴方を協力員に任命するのは止やめた方がいいみたいね」

　藤とう紫し郎ろうがぶんぶんと首を左右させた。

「ちょっと待ってください！　俺の妄想でした認めます！」

「じゃあますます協力員にはできないわ」

「ここは正直者な俺に免じて許してください」

「えっと正直者なら仕方ないか……うん、いいわよ……って、危うく騙だまされるところだったわ！　意外と油断ならない性格みたいね」

「意外なのはこっちもですってば。瑠璃先輩の方が天然っていうか迂う闊かつっていうか、もっと完かん璧ぺきな人かと思ってました」

「完璧？　私が？」

「もうほとんど完璧なんですけど、こうして話してみたら案外お茶ちや目めな面もあるんだなぁ……って」

「なによそれ！　私のことをバカにしてるの？」

「そんなことないですって！　人間味に溢あふれていて好感が持てるってことだから」

「ずいぶんと上から目線ね。けど……今のは特別に許してあげる」

　瑠璃は口を尖とがらせながら呟つぶやいた。本気で怒っているという素振りではない。かすかに彼女の頬ほおが紅潮していた。

（――俺、地雷を踏んだのか？　いや、でも瑠璃先輩は喜んでるっぽいし）

　何が瑠璃を喜ばせたのか、藤紫郎は自分で言っておきながら見当もつかない。

　瑠璃はぴょんと机から降りると藤紫郎に告げる。

「そういうことなので、今日の放課後、また生徒会室まで来てちょうだい。今度は迎えに行ったりしないから、ちゃんと自分で来るのよ？」

　小さな子供に言い聞かせるような口ぶりだ。藤紫郎は思わず首を縦に振る。

　まるでタイミングを計っていたかのように、昼休み終了五分前の予鈴が鳴り響いた。



　放課後――。

　藤とう紫し郎ろうが生徒会室を訪問すると、瑠る璃りが中で一人、藤紫郎の到着を待っていた。

「し、失礼します。あの瑠璃先輩？　他の生徒会の方はいらっしゃらないんですか？」

「生徒会が忙しいといっても、毎日会議をしているわけじゃないのよ」

　生徒会の協力員に任命された藤紫郎は首を傾かしげる。

「それで先輩、俺おれは何に協力すればいいんですか？」

「簡単に言えば見回りね」

「見回りって……生徒会ってそんなことまでするんですか？」

　瑠璃は小さく首を左右させた。

「これは私が自主的にしてることなの。生徒会の活動というよりは生徒会長としての活動ね。だから、他の生徒会のメンバーにはちょっと頼みづらくて」

「それで俺をわざわざ指名したんですか？」

「言ったでしょ？　貴方あなたがその……へ、変な事をしないように監視もかねてるって」

「なんか信頼されてるんだかされてないんだか、微妙な気持ちなんですけど」

「嫌なら帰ってもいいのよ？」

　藤紫郎はビシッと瑠璃に敬礼した。

「どこまでもお供いたします！」

「良いい返事ね。じゃあ、さっそく行きましょう」

「見回りってどこを見回るんですか？」

「ついてくればわかるわよ♪」

　瑠璃は藤紫郎を１８０度ターンさせると、その背中を押すようにして生徒会室から一緒に廊下に出るのだった。



　藤紫郎は早速瑠璃の人気を見せつけられた。といっても、瑠璃がわざと見せつけているわけではない。どこに行っても自然とそうなってしまうのだ。

　茶道部に行けばお茶をたててもてなされ、手芸部では「生徒会長にもっていてほしい！」という部員たちのたっての希望で、ビーズアクセサリーをプレゼントされる。写真部に足を運べば瑠璃は「是ぜ非ひ撮影モデルに！」と拝み倒され、料理研究会で新作スイーツ試食の感想を求められたかと思えば、漫画研究会でトーン張りのお手伝いまで瑠璃はこなしてみせた。

　とにかく瑠璃は忙しい。どの部活でも歓迎されっぱなしだ。どんなお願いにも嫌な顔一つせず全力で取り組む瑠璃を、誰だれもが慕っている。

　藤紫郎には、ますます瑠璃が手の届かないところにいるように思えてならない。

（――男子だけじゃなくて、女子人気もすごいんだな瑠璃先輩って。それに引き替え俺ときたら……いや、だけど瑠璃先輩の付き人をしてるんだから、俺はもう一人ぼっちじゃない……と、思う）

　ただ、どの部活に行っても瑠る璃りは必ず部長や部員に、それとなくだがこう訊きくのだ。

「最近、部活を休みがちだったりちょっと様子が変わった子っていないかしら？」

　瑠璃はそんな生徒の情報を自分の足で収集している。

（――けど、なんでわざわざそんなことするんだ？）

　心に引っかかったまま確認できず、次に瑠璃と一緒に藤とう紫し郎ろうがやってきたのは新聞部だった。瑠璃が入室するなり、さっそく大人っぽい女子生徒が微笑ほほえみかける。

「いらっしゃい瑠璃ちゃん♪　じゃない、生徒会長さん！」

「こんにちは御み影かげ先輩。あ、こっちは生徒会の協力員の富ふ士じ岡おか君です」

「ふ、富士岡藤紫郎です」

　藤紫郎がぺこりとお辞儀をした。

「よろしくね富士岡君。私は御影千ち鶴づる。三年生で新聞部の部長をしてるの」

　瑠璃から緊張感を抜いてリラックスさせたような、落ち着いた感じの人だった。その胸元のふくらみに藤紫郎はドキッとする。

　着やせすらしないタイプだ。藤紫郎は視線をできるだけ上の方に固定して耐えた。瑠璃の前で他の女の子の胸にハァハァするわけにはいかない。

（――瑠璃先輩の前でなくても、我慢だ！　俺おれの思いは一いち途ずなんだ！）

　千鶴は藤紫郎の視線を気にする素振りもない。

「インスタントコーヒーならあるんだけど、飲んでいく？」

「あ、いえおかまいなく」

　瑠璃は丁寧にお断りした。

「そうよね。今日もいくつか部活を見て回ったんでしょ？　春休みくらいから噂うわさになってるわよ。確か……問題を起こしそうな生徒を探してるんだっけ？」

「心当たりはありませんか御影先輩？」

　瑠璃は真剣だった。藤紫郎は先ほどからずっと、聞き込みをする瑠璃の隣に立っているだけだ。思わず少年は口を挟んでしまった。

「な、なんでもいいんです！　生徒のことだけじゃなくて、噂とかでも！」

「えっと、噂って言ってもいろいろあると思うんだけど」

　千鶴は軽く腕を組む。胸を下から持ち上げるような組み方だった。なんともいえない強調っぷりに藤紫郎の顔が赤らむ。

「不思議な噂とかありませんか？」

「学校の怪談って奴やつね。うちの学校で有名なのは……突然現れる少女の噂かな？」

「突然……現れる？」

　藤紫郎が首を傾かしげた。千鶴は笑う。

「放課後、学校に一人でいると……出るらしいのよ。背後に少女の幽霊が立つって。校舎の建設現場で事故に巻き込まれて死んだ女の子って話だけど、記録には残っていないのよね。事件は隠いん蔽ぺいされたのか、はたまたただのデマなのか？　この学校ができたばかりの五年前からずっとちまたでささやかれ続けてる噂うわさよ」

　藤とう紫し郎ろうは肩を落とした。どこの学校にでもありそうな怪談話の類たぐいだ。勇み足で質問して、なんの成果もあげられなかった。

　瑠る璃りが眉まゆを八の字にさせる。

「富ふ士じ岡おか君、どうやら空振りみたいね」

「すいません。俺おれ、付き人なのになにもできなくて」

「言ったでしょ。監視もかねてるって。無理にがんばろうとしなくても大丈夫よ」

　フォローするような瑠璃の口ぶりに、藤紫郎はますます無力な自分に落胆した。

　メモ帳を手にペンを構えて千ち鶴づるは瑠璃に質問する。

「ところで、二人のなれそめは？　付き合ってるの？　監視ってなにかしら？」

　瞬間、瑠璃の表情が引きつった。すぐさま藤紫郎の手を取って部室の外に出る。

「し、失礼します！」

「う、うわああ！」

　情けない声をあげて藤紫郎は廊下に引っ張り出された。部室から千鶴が顔を出す。

「ちょっと！　いいじゃない教えてくれても！　同じ噂ならカビが生えそうな怪談よりも、生徒会長と新入生の熱愛の方が記事も盛り上がると思うんだけど！」

「違います。彼はただの鞄かばん持もちです」

　藤紫郎は瑠璃に引っ張られて、部室棟四階から逃げるように早足で階段を下る。

　瑠璃はちょっぴり不機嫌そうだ。

　階段の踊り場で瑠璃は立ち止まると藤紫郎をじっと見つめた。

「な、なんでしょうか？」

「御み影かげ先輩に鼻の下伸ばしてたでしょ」

「べ、別に伸ばしてなんてないですってば！」

「ならいいけど……」

　ぽつりと呟つぶやくと瑠璃は小さく肩を落とした。

「でも、困ったわね」

「何が困ったんですか瑠璃先輩？」

「めぼしい部活動から一通り話は聞けたけど、問題を起こしそうな生徒の情報は得られなかったわ」

「良かったじゃないですか！　問題を起こしそうな生徒は俺以外いないってことだし！」

「貴方あなた、自覚のある変態なの？」

「変態とは失敬な。年齢相応の好奇心が旺おう盛せいなだけと、言ってください」

　胸を張って藤紫郎は断言した。そのまま首を傾かしげる。

「ところで、瑠璃先輩はなんでそこまで問題を起こしそうな生徒にこだわるんですか？」

「お、起こしてからだと手遅れでしょ？」

　ちょっぴり冷たい視線で瑠る璃りは藤とう紫し郎ろうを見据えた。

「起こすかどうかわからないのに……」

「細かい変化に気づいて心のケアをしたりすることで、未然に防げる不幸もあるのよ」

「はぁ……あ！　そうだ！　風紀委員会に聞いてみるのはどうですか？　非行に走りそうな青少年の情報とか、知ってるんじゃないかなぁ……なんてイメージがあるんですけど」

「風紀委員……」

　瑠る璃りのぎこちない表情がさらに硬直した。

「どうしたんですか瑠璃先輩？」

「そ、そうね風紀委員ね……わかったわ。一緒に来てちょうだい」

　先ほどよりも重たそうな足取りで瑠璃は階段を下っていった。



    

  
    
      


２．俺と契約してご主人様になりますか？



　生徒会室と比べると、面積にして四分の一ほどしかない風紀委員会室に藤紫郎はやってきた。鍵かぎ付きの書棚が左右にあり、長机を向かい合わせて作ったテーブルに椅い子すが左右に三脚ずつ。お誕生日席ポジションに一脚。そのお誕生日席の後ろには窓があるのだが、小さい上に北向きで、日当たりは最悪だった。

　お茶のセットが収まりそうな棚はなく、旧式のノートパソコンが埃ほこりをかぶっている。

　部屋の構成が生徒会室に似ているように藤紫郎には思えた。

　学校の委員会の部屋なので構成要素はどれも似通っているのが普通……なのだが、什じゆう器きの配置に意図がうかがえてしまう。

（――のは、俺の錯覚だろうか？）

　風紀委員長の特徴は眼鏡にショートカット……だが、何よりも目を見張るのは、そのおっぱいだ。制服の胸元が張り詰めて窮屈そうに見えるほどの豊満さだった。正面の席についたまま、藤紫郎や瑠璃を無視するようにプリントの束に目を通している。

「あ、あのぉ」

　藤紫郎が声をかけると、風紀委員長は視線をプリントに落としたまま呟つぶやいた。

「生徒会長が男子生徒を連れ回して、一体何をしているんですか？」

　瑠る璃りは小さく息を吐ついた。眉まゆを八の字にして気まずそうだ。藤とう紫し郎ろうは思わず声をあげる。

「お、俺おれは別に連れ回されてるわけじゃなくて、自分から進んで生徒会長のお手伝いをしてるんだ！　じゃない、してるんです」

　相手は風紀委員の委員長で先輩だ。ということを一瞬失しつ念ねんしていた藤紫郎は、言い直しながら偏屈そうな風紀委員長をじっと見据えた。

　こちらに見向きもしない彼女の胸元には、何度見ても立派な……。

「小玉スイカが豊作！」

　風紀委員長がようやく藤紫郎に視線を向けた。

「変態を連れ回してるんですか生徒会長？　あんまり野放しにしないでくださいね」

　瑠璃がコクリと首を縦に振った。

「う、うん。わかってるわ」

「ちょ、ちょっと瑠璃先輩！　そりゃないでしょ！」

「あるわよ富ふ士じ岡おか君。初対面の女の子に『小玉スイカ！』じゃないでしょ？　確かにあんなに大きいと、何か秘密がありそうだけど」

　風紀委員長はギロリと瑠璃を睨にらみ付ける。

「秘密も陰謀も策謀も計略も策略も巡らせていません。天然で言ってるんですか？　嫌いや味みですか？」

「い、嫌味で言ってるわけじゃなくて……その……うらやましいような……あの」



    

  
    
      



    

  
    
      　瑠る璃りの声は細かく震えていた。藤とう紫し郎ろうには瑠璃が緊張しているように見える。

「胸ばかり大きくて、頭は空っぽとでも言いたいんですか？」

「ま、真ま森もりさん、とととととっても頭がいいじゃない」

「万年学年二位ですけど」

「ほら、理系は真森さんの方が得意だし」

「気安く名前で呼ばないでください。もう昔とは違うんです……姫ひめ宮みや生徒会長」

「ごめんなさい、まも……黒くろ川かわさん」

　瑠璃はしゅんと肩を落とした。端から見ていた藤紫郎からして、これではどちらが立場的に上なのかわからなくなってくる。

「風紀委員長って生徒会長より上なんですか？」

　真森はバンッ！　と、机に両手を叩たたきつけると立ち上がった。

「風紀委員が生徒会より下だとでもいいたいんですか一年生？」

「俺おれには富ふ士じ岡おか藤紫郎という名前があります。えっと、く、黒くろ山やまさん？」

「黒川真森です。これを機に名前を覚えてください。次の生徒会総選挙では清き一票をお願いします」

　いきなり演説口調になる真森に藤紫郎は余計に混乱する。

　ともあれ瑠璃が真森を苦手としていることは、ほんの少しのやりとりで藤紫郎にも理解できた。

　それに真森が「昔とは違う」と言っていたのを藤紫郎は聞き逃さなかった。二人は昔は仲良しだったのだろうか？　と、藤紫郎は疑問符を浮かべる。

　が、ひとまず二人の過去について、少年は心の片隅にとどめるだけにした。

　瑠璃は珍しくオドオドしている。ばつが悪そうな彼女に代わって藤紫郎は挙手をした。

「あの、風紀委員長にお聞きしたいことがあって今日は来たんですけど……」

「わたしには事務を担当してくれる人間はいませんし、自分で責任をもって仕事をしたいので、誰だれかさんのように男子生徒を誘惑して校内を連れ回すような時間はありません。用件は手短にお願いします」

　フンッと鼻を鳴らしてから、真森はどっかりと椅い子すに座り直した。瞬間、その胸元がゆっさたゆんと揺れる。とげとげしい言葉とは裏腹に、むっちりとした感じの真森の肉感に、つい藤紫郎の鼻の下は伸びてしまった。

「ふ、富士岡君！　黒川さんのど、どどどどこ見てるのよ！」

「俺は真剣に話をするために、相手にしっかり注目してるだけです」

　真森が眼鏡を中指で軽く押し上げた。

「出て行ってくれませんか？」

　慌てて瑠璃が本題を切り出した。

「まもりさ……黒川さんに時間はとらせないから、あの、最近、問題行動を起こした生徒とか、起こしそうな生徒の情報って風紀委員に報告が来てないかしら？」

「それなら一件あります」

「え！　お、教えてもらえるかしら？」

「そこの一年生が変態です。以上」

　真ま森もりは藤とう紫し郎ろうをビシッと指さした。

「俺おれはただ、ちょっぴり自分に素直なだけですよ!?　問題なんて起こしませんから！」

　自己弁護する藤紫郎を瑠る璃りが見つめて呟つぶやく。

「そうなのよね。だから私が監視下に置いているの」

「瑠璃先輩まで俺を変態扱いですか!?」

　納得のいかない藤紫郎だが、瑠璃と真森、双方から同意見を出されてはぐうの音ねも出ない。二人の視線に藤紫郎はゾクゾクしてしまった。

（――まったくタイプの違う二人の美少女に、軽けい蔑べつの感情すら入り交じったドライな眼まな差ざしを注そそがれる。こ、これはある意味……癖になりそうだ）

　人間の想像力は苦痛すらも快楽に変換できる。むしろご褒ほう美び。藤紫郎はそう思うことでこの窮地を楽しんだ。真森が呟く。

「用がなければそのにやけ面づらの変態一年生と一緒に、早く立ち去ってください」

　最初から遠慮のない真森の語気は荒い。

「つうか瑠璃先輩。それにえっと黒くろ山や羊ぎ先輩」

「黒くろ川かわ真森。選挙の投票用紙にはきちんとそう書いてください」

「黒川先輩はなんで瑠璃先輩をそんなに目めの敵かたきにしてるんですか？　前になんかもめ事でもあったんですか？」

　これまで誰だれもが瑠璃に対して好意的だったのだが、例外もあるらしい。真森は明らかに瑠璃に負の感情を抱いだいていた。

　一方で、瑠璃は真森を名前で呼ぼうとしたり、苦手意識を持ちながらも、仲良くしようとしている素振りが見える。

「目の敵になんてしてません」

　真森は否定するのだが、態度が伴わないため説得力は皆無だ。瑠璃が悲しげな瞳ひとみのまま口を開いた。

「中学生の時は仲良しだったんだけど……」

　真森が瑠璃の言葉を冷たい口調で遮さえぎった。

「昔の話はしないでください」

　藤紫郎は胸元で軽く手を打った。

「昔は仲が良かったっていうのに、なんでまた喧けん嘩かしちゃったんですか？」

　真森からの「部外者は黙っていてください」的な、冷たい視線が藤紫郎に突き刺さった。

「す、すいません」

　思わず藤紫郎は謝ってしまった。これ以上は口に出さずに頭の中で続ける。

　会話の流れから察するに、学校内の成績も瑠璃が常に学年一位で真森は二位が定位置なのだろう。

　その上、二人はもともと仲良しだったようだ。中学の頃ころはきっと普通の友達関係にあったのに、高校に入ってすれ違いが起こって、真ま森もりは瑠る璃りに反発するようになってしまったのかもしれない。二人の関係は、とても微妙で緊張した雰囲気なのだが……再び、藤とう紫し郎ろうの口が滑った。

「もしかして、黒くろ川かわ先輩って人気者の瑠璃先輩のことが羨うらやましいんですか？」

「よく本人の前でそういうことが言えますね一年生」

「裏でこそこそ言われるよりいいでしょうに！」

「表でどうどうと言えば許されるなんて思わないでください。それに羨ましいなんて……」

　口ごもる真森に瑠璃が心配そうに首を傾かしげた。

「そ、そうなの黒川さん？」

「前から思ってましたけど、そういう天然を装うところがイライラします」

　殺意すらこめられた視線が真森から瑠璃に向けられた。瑠璃は「ひぃッ！」と、何もされてないのに、亀かめが頭を引っ込めるような感じで後ずさる。

　瑠璃はしっかりしているように見えて、ところどころ抜けているし迂う闊かつだし、天然だ。そんなところもまた可愛かわいいと藤紫郎は再確認する。

　だが、瑠璃本人に打算がなくても、真森のように瑠璃を憎む人間からすれば、瑠璃の性格はこの上なくイラつくものなのだろう。

　実際、真森の外見は瑠璃をライバル視できるくらいに美人だし、瑠璃にはないむっちりとした魅力（特に胸のあたり）がある。あえて空気を読まずに藤紫郎は口を開いた。

「まあまあ落ち着いてくださいってば。黒川先輩も瑠璃先輩をみならって、もっとこうなんていうか、自然体な方がいいと思います。そもそもとても魅力的なんですから！」

「胸をまじまじと重点的に見られながら言われると不愉快です」

「いや、でも、実際もてそうじゃないですか黒川先輩って？」

「交際している暇なんてありません。学校は学びの庭です」

「人間関係を学ぶって意味も含まれると思うんですけど」

「い、いちいちうるさいですね」

　目くじらを立てる真森だが、藤紫郎は不思議と怖くなかった。まじめだけが取り柄だと自分で思い込んでいるような節ふしがある真森が、藤紫郎にはもったいなく思えてならない。

　真森はプリントを手にしてもう一度呟つぶやいた。

「それで、他にご用件はありませんか？」

　無ければ帰れといわんばかりの真森に、藤紫郎がもう一度挙手する。ちなみに瑠璃は藤紫郎の背中に隠れるように引っ込んだままだ。

「はいはーい！　じゃあ……」

　手を挙げてしまったわりに、藤紫郎はノープランだった。

「いきなり人が変わったような奴やつとかいませんか？」

　真ま森もりの手からぱさりとプリントが落ちる。それは床を滑るように真森の席の裏手側にひらりと着地した。

「あ！　俺おれが拾いますよ黒くろ川かわ先輩？」

「余計なお世話です！」

　真森はすぐに床におちたプリントを拾おうとする。相当慌てているのか、彼女はあまりにも無防備に藤とう紫し郎ろうにお尻しりを向けてしまっていた。パンツがちらりと見え隠れする。

　藤紫郎はその場で床に正座した。視点が下がり、なんとも絶妙にちょうど良いい角度だ。

　光沢のあるパープルが藤紫郎にはまぶしかった。ふくらみを包み込み、さらに二つのむっちりとしたなだらかなカーブとカーブの終着点に、これまた小さなふくらみができている。紫色の三つの丘を藤紫郎は脳裏に焼き付けた。

「む、紫なんて……大人だ」

「きゃああああああああああああああああああ！」

　プリントを拾おうとした姿勢のまま、真森は悲鳴をあげた。スカートを後ろ手でぎゅっと押さえながら藤紫郎に向き直る。

「で、出て行ってください！」

「ご、ごごごごめんね黒川さん！　うちの富ふ士じ岡おか君がご迷惑をおかけしました！」

　ぺこりとお辞儀をすると瑠る璃りは藤紫郎の袖そで口ぐちを引っ張った。藤紫郎が悲鳴を上げる。

「ま、まだ問題を起こしそうな生徒のこと、最後まで聞いてないですってば！」

「いいから行きましょう富士岡君！」

　藤紫郎と瑠璃は廊下に出る……と、真森はドアのそばまでやってきて、自分でドアをバタンと閉めると中から鍵かぎまでかけてしまった。

　心の壁が厳重に展開されたような状況だ。藤紫郎は施錠されたドアに向けて抗議する。

「パンツが偶然見えたくらいで、鍵をかけることはないでしょうに！」

　ドアの向こうから返事は無かった。代わりに隣で瑠璃が聞く。

「偶然っていうけど、富士岡君なんで正座したのかしら？」

「日ひ頃ごろから精神がたるんでいると思った俺は、あの瞬間、正座して自分を見つめ直そうとひらめいたからです。まさに天てん啓けいでした」

「へ、変態」

　瑠璃は一人で廊下を歩き始めた。慌てて藤紫郎は追いかける。

「瑠璃先輩！　ちょっと待ってください」

「やっぱり貴方あなたは協力員を解任よ！」

「そんな殺せつ生しような！」

「私も悪いけど、あなたがいたせいで、真森さんにもっと嫌われちゃったじゃない！」

　立ち止まると瑠璃は振り返った。その表情は悲しげだ。

「瑠璃先輩って、やっぱり黒川先輩と仲直りしたいんですか？」

「それは……だって……誰だれとだって喧けん嘩かしたままではいたくないでしょ？」

「そりゃそうです！　では俺おれと喧けん嘩か別れをするのはやめましょう！」

「それとこれとは話が別よ！」

「別にしないでくださいってば！　それに俺だってただの変態じゃないんですから。瑠る璃り先輩は気づかなかったんですか？」

「普通の変態以上に変態ってとてつもなく変態じゃない」

「いやいやいや、変態のことじゃなくて気づいたことですよ」

「気づくって……何に？」

「黒くろ川かわ先輩、俺の質問で急になんていうか……周りが見えなくなったような感じがしたんです。ほら、すごくまじめでしっかりしてて、ガードだって固そうなのに、変態以上恋人未満な俺が目の前にいるのもわからなくなるくらい、混乱してたじゃないですか？　こっちにお尻しりを向けてプリントを拾うなんて、そんなことされたら俺も正座せざるを得ない状況になるでしょ？」

「恋人未満というところと正座せざるを得ない状況には同意できないけど、確かにらしくないわね。真ま森もりさんが男子にパンツを見せるなんて」

　瑠璃は腕組みすると考え込む。藤とう紫し郎ろうは自分の意見を素直に口にした。

「もしかして、黒川先輩、問題を起こしそうな生徒のこと、何か知ってるんじゃないですか？　豹ひよう変へんした生徒がいるのかも。隠すってことは、その生徒をかばってる……とか？」

「あんまり疑うのはよくないわよ。今のところ、富ふ士じ岡おか君の想像の域を出ない話……よね」

　瑠璃はどことなく苦しげに呟つぶやいた。

　その顔が見る間に赤くなったかと思うと、瑠璃は藤紫郎の方に倒れ込んできた。先ほどまで健康そのものだった瑠璃の身体からだは熱を発している。

　瑠璃を抱き留めて藤紫郎は混乱した。

「ど、どどどどうしたんですか瑠璃先輩！」

「……ハァ……ハァ……ご、ごめんね。ちょっと発作が……」

「発作って……きゅ、救急車！」

「待って。このまま……生徒会室まで……」

「で、でもすごい熱ですよ！」

　藤紫郎が瑠璃のおでこに触ってみると、自分のおでこと比較するまでもなく熱っぽいのが確認できた。

「せめて保健室に……」

「だ、だめ！　保健室なんて余計にいけないわ！　あそこにはベッドがあるじゃない」

「だからベッドで横になって休んだ方がいいんじゃ……もしかして俺が弱ってる先輩を押し倒すとでも思ってるんですか!?　誓ってそんな卑ひ怯きような真ま似ねはしません！　本当にやばいんなら黒川先輩にお願いして保健室に付き添ってもらうよう、俺が説得します！」

　風紀委員会室からまだ十歩と離れていなかった。だが、瑠璃は藤紫郎の申し出に首を左右に振る。

「お願い！　生徒会室に連れていって」

　あまりに瑠る璃りが必死なので、藤とう紫し郎ろうは彼女につきそうように肩を貸すと生徒会室へと向かうのだった。



　瑠璃は生徒会室に入るなり、中から部屋の鍵かぎをかけた。

「ちょっと瑠璃先輩？　なんで鍵なんて……」

「だって他の人間に入ってこられたら……困るもの」

「ふたりきりですか！　俺おれと先輩ふたりきりっていいんですか？」

「変な妄想しないで！　貴方あなたのリビドーに……反応しちゃう……ハッ……うう……」

「リビドー？」

「なんでも……ないんだから」

　瑠璃は正面奥の自分の席に向かおうとする。ゆらゆらと幽鬼かゾンビのようなおぼつかない足取りに、藤紫郎は先回りすると瑠璃の椅い子すを彼女の元に運んだ。コの字形に配置された長机の中心に、椅子がぽんと置かれる。

「椅子に座りたいんですよね瑠璃先輩」

「う、うん……ありがと」

　素直な瑠璃に藤紫郎はドキッとした。彼女の瞳ひとみは艶つやっぽく潤んでいる。桜色の唇から漏もれる熱い吐息に、藤紫郎は「触れてみたい」という欲求にかられた。

（――って、バカか俺は。瑠璃先輩がこんなに苦しそうなのに。いきなり誓いを破るなんて男としてあるまじき行為だぞ）

　瑠璃は椅子に座って深くゆっくり呼吸を整える。

「ちょっとだけ落ち着いてきたかも……」

「瑠璃先輩。発作ってなんなんですか？　び、びっくりしましたマジで。あ、もしかして俺を付き人にしたのって、こういう時のためですか？　それなら事前に言ってくれればよかったのに。焦りますって」

「貴方がいるから発作が起きたのよ」

「え？　俺、アレルゲン？　流石さすがの俺もちょっと傷つきます」

「違うの。私が……」

　言いかけて瑠璃はうつむいてしまった。

「やっぱり、ダメね……」

「ダメって、俺……役立たずでしたか!?　しかもアレルゲンですか!?」

　ふるふると力なく瑠璃は首を左右させる。

「そうじゃないわ。貴方は普通の男の子で、ダメなのは私の方なの。ごめんね。付き合わせて振り回しちゃって」

「瑠璃先輩がダメなわけないですよ。それに謝られても俺の方が困ります。先輩と一緒に放課後を過ごせるだけで、すごくすっごく俺は幸せなんですから。だからなんだって言ってください。可能な限り……いや、力の限りがんばります！　入学式の日にした告白、俺おれは本気だったんです。今もその気持ちは変わってません」

　藤とう紫し郎ろうの真剣な眼まな差ざしに瑠る璃りは声をプルプル震わせた。

「は、恥ずかしいこと言わないで！」

　瑠璃の声はどこか芯しんが通っていない。お腹なかに力が入っていない感じだった。

「こ、このまま死んだりしないでくださいよ！」

「死にそうに……見えるかな？」

「ええ、その、なんだか放ほうっておけない感じがひしひしと」

「相当まずいわね。このままじゃ身体からだがもたないわ。治まれ……くっ……あぁん」

　どこか艶つやっぽい吐息が漏もれた瞬間、瑠璃のお尻しりのあたりがもぞもぞっと蠢うごめいた。

　スカートの下から蛇のような何かが這はい出でてくる。それは……尻尾しつぽだった。

「え？　えっと……夢か？」

　瑠璃の制服の背中側が盛り上がっている。押さえ付けられて苦しそうだ。

「瑠璃……先輩？」

「見ちゃだめ！　目をつぶってて！」

「いやもう、見ちゃってるんですけど……目をつぶればいいんですね！」

　藤紫郎はぎゅっと目を閉じた。まぶたが痙けい攣れんするくらい、力一杯に。

　二人の間に沈黙が訪れた。ほんの数秒だが、藤紫郎には途方もない時間が経過したように思える。瑠璃は苦しげに、そして少し恥じらいを含んだような顔で呟つぶやいた。

「……ね、ねぇ富ふ士じ岡おか君……脱がせて……ね？　お願いだから」

　藤紫郎は混乱した。瑠璃に尻尾が生えているのはきっと自分の妄想、幻覚だと言い聞かせる。そして、瑠璃の言葉も藤紫郎にとって都合の良いい幻聴だ。

「瑠璃先輩が脱がせてなんて言うわけがない！　うおおおおおおおおおおおお！　静まれ俺の中の性的なものを司つかさどる部分！」

　瑠璃は呼吸をさらに荒らげた。

「ハァ……ハァ……早く……苦しいの……弾はじけちゃう」

　薄目を開いて藤紫郎は確認する。瑠璃の顔は真っ赤だ。

「お願い。富士岡君。身体が……熱くて……指も動かせないの」

「本当にいいんですか？」

「本当は……嫌だけど……あ……ん」

　苦しそうな瑠璃を見ていると、藤紫郎の中のいやらしエンジンが急にアイドリング状態になった。高熱で身体を動かすこともできないような、そんな苦しげな瑠璃をこのままにはできない。

「じゃ、じゃあ……いきます」

　藤紫郎は瑠璃の制服のフロントボタンに指をかけた。一瞬、迷ったのだが、本当に苦しげな瑠璃の顔をみて覚悟を決める。ボタンを外してそっとブレザーを脱がせた。

「これでオッケーですよね？」

　瑠る璃りは力なく、かすかに首を左右させた。

「もっと……身体からだの中が燃えるように熱いの……お願い……くうぅ」

　色っぽい瑠璃の小さなうめき声に藤とう紫し郎ろうは焦った。

「ででででで、でもこれ以上は……」

　いかに変態であっても、人としての道を踏み外すわけにはいかない。藤紫郎は女の子が苦しむ姿に興奮できるような人間ではないのだ。

「苦しいよ……熱いの……富ふ士じ岡おか君……助けて……」

　瑠璃の額や首筋に汗が浮かんでいた。シャツが濡ぬれて透けるほどだ。瑠璃は椅い子すの上から崩れ落ちるように、床に仰あお向むけで倒れ込む。

「わ、わわわわかりました！」

　藤紫郎は首だけ上を向ける。緊張で少年の指先は震えっぱなしだ。

　なんとかタイを外してシャツのボタンを丁寧に、宝石でも扱うかのような手つきで開放していった。藤紫郎がするすると瑠璃のシャツを脱がせる。汗を吸ってシャツは少し重たくなっていた。

　瑠璃の白い肩や鎖骨があらわになる。つい、藤紫郎の視線は下がってしまった。

　みるみるうちに雪のような肌が上気して、赤らんでいった。汗で濡れた素肌がてらてらと光を反射する。瑠璃は色っぽい赤いブラをしている。美しいレース付きだ。



    

  
    
      



    

  
    
      　そして――コウモリのような羽がぶわっと瑠る璃りの背と床の間で広がった。

「あ、あのあのあの……これって……やっぱり夢？」

　藤とう紫し郎ろうは自分のほっぺたを引っ張ってみた。痛みは十じゆう分ぶんだ。だが、その痛みをもってしても、ここではない現実に目覚めることはなく、目の前には瑠璃のレース付きブラが健在だった。しっとりと濡ぬれた肌も、熱い彼女の吐息も、はだけたシャツもそこにしっかりと実在している。

「夢じゃないわよ。あと、あっち向いてて」

　瑠璃は立ち上がると胸を両腕で隠すようにしながら藤紫郎に背を向ける。

「は、はい！」

　藤紫郎も瑠璃に背を向けた。瑠璃がぽつりと呟つぶやく。

「びっくりした？　生徒会長が化け物で」

「ば、化け物なんてそんな……じゃあ、昨日の夜に俺おれが見た夢は……」

「夢だと思ってたのね」

　落胆したような瑠璃の声こわ色いろに藤紫郎は焦りながらも、確認した。

「先輩って、もしかして悪魔なんですか？」

「ええ……そうよ。変でしょ？」

「そんなことないですよ。その羽も尻尾しつぽも綺き麗れいだと思う俺は異端ですか？」

「き、綺麗って……」

「黒くてつやつやしてて、瑠璃先輩の髪みたいだし」

「こ、怖くないの？　悪魔なのよ？　昨日はあれだけ脅したのに」

「正直びっくりはしてるけど、本当に怖い悪魔なら、俺のことをとっくに殺すなり魂を抜くなりしてるんじゃないかな……なんてね」

　瑠璃は黙り込んでしまった。藤紫郎は大慌てだ。

「ごめんなさい。瑠璃先輩は尻尾も羽も自分では嫌いなんですか？　そ、それとも、もっと俺が怖がるリアクションをしないと、悪魔として箔はくがつかないとかそういうルールが悪魔の業界にあったりするんですか!?　コエー悪魔超コエー！」

「ち、違うわよ！　貴方あなたが変わらないことにびっくりしてるの」

「昨日の夜のこともあるし、俺としては無意識化での、こういう展開に対する心構えもばっちりだったわけだし」

　藤紫郎は頭では「あり得ない」と考えながらも、本能的にこうなることを自分が予感していたのかもしれない……と、思った。不思議と驚きよりも先に、藤紫郎は納得していたのだ。瑠璃が白くほっそりとした肩を落とす。

「妙だとは思っていたけれど、やっぱり記憶が残ってるのね。今日一日連れ回して様子を見たのは正解だったわ」

「残ってるって……そりゃ覚えてますよ昨日のことくらい。あ、あんなに素敵なスケスケの先輩、忘れられるわけないでしょうに！」

「わ、忘れてよ！　というか忘れるようにしたのに……」

「した？」

　藤とう紫し郎ろうの問いに瑠る璃りは答えない。衣きぬ擦ずれの音がして……瑠璃は口を開いた。

「はい。もうこっち向いてもいいわよ。治まったから」

　藤紫郎が振り返ると、元の制服姿の瑠璃が立っていた。尻尾しつぽも羽もはじめから無かったように消えている。瑠璃は諦あきらめの表情だ。

「覚えてるならしょうがないか……全部話すわ」

「全部ですか？　じゃあまずはスリーサイズからお願いします」

「えっと、上からはちじゅ……言わないわよ！　まじめな話なんだから、茶ちや化かさないでちょうだい」

「俺おれは割と本気だったんですけど。あと、八十はちょっと盛りすぎ……わ、わかりましたそんな怖い目で見ないでください」

　藤紫郎は適当な椅い子すを持ってくると、腰掛けて聞く姿勢を作った。瑠璃の口が開く。

「まず、何から話せばいいかしら……そうね、悪魔の歴史について……は、あまり私自身、詳しくないんだけど、人類の欲望と引き替えに願いを叶かなえてきたっていう歴史があるわ。人間と悪魔は密接な関係にあるのよ」

「は、はぁ……なんだか壮大な雰囲気ですね」

「ちゃんとついてきてちょうだい！　富ふ士じ岡おか君は私が先生じゃ……嫌？」

「もったいない！　俺、悪魔についてきちんと勉強します！」

「えっとね、悪魔にとって人間の欲望は力の源……なんだけど、人間なら誰だれでもいいっていうわけじゃないのよ。相性があるの。だから悪魔は波長の合う人間を見つけて、契約したがってるの。えっと、これは悪魔の一般論であって、私は本当は静かに暮らしていたかったんだけど……」

　段々とトーンダウンして瑠璃はごにょごにょと独り言のように呟つぶやく。

「じゃあ俺と瑠璃先輩ってもしかして、相性ばっちりだったんですね!?」

「嬉うれしそうにしないで！　ちょっと複雑な気持ちになるじゃない。私は悪魔が嫌いなのよ。自分も悪魔だから、自己否定になっちゃうけど……富士岡君だって悪魔は嫌いでしょ？　怖いでしょ？」

「悪魔でもなんでも嬉しいですよ！　一ひと目め惚ぼれした相手と運命の糸で結ばれてたなんて、男おとこ冥みよう利りに尽きるじゃないですか？」

　瑠璃は眉まゆを八の字にさせた。

「あの、それはね……そういう風に思うのはね……」

　言いづらそうな瑠璃の言葉を藤紫郎は遮さえぎった。

「ともかく！　俺にできることがあるなら、ドーンと任せてくださいってば」

　瑠璃は大きな大きな溜ため息いきを吐つく。その瞳ひとみは物もの憂うげだ。

「昨晩のこと、どれくらい覚えてるのかしら？」

「えーと……先輩そっくりの悪魔がやってきて……あ！　あれって演技だったのかぁ。全然気づかなかった。それでえっと……なんでしたっけ？」

「貴方あなた、記憶は消せないのに記憶力はないの!?」

「記憶を消すって？」

「悪魔には秘密保持のために、目撃者の記憶を消す力があるのよ。けど……あまり強い印象や、忘れたくないという強い思いを持った人間の記憶は、うまく消せないのよ。強引に消そうとすれば、相手の記憶や心を傷つけてしまうし……」

　藤とう紫し郎ろうは胸元でぽんっと手を打った。

「いやぁ……面目ない。先輩のスケスケなお姿の画像データばっかり頭に残ってて」

「うう、男の子ってこれだから……そんなに印象的だったのかしら。あんなの服とは言えないわよ……ばか」

　ボソボソと呟つぶやいてから瑠る璃りは軽く咳せき払ばらいをした。

「えっとね、悪魔は領地を持ってるの。他の悪魔が無断で領地を侵しん犯ぱんして、その上、その悪魔が領地内で契約者を探したりするのは、土足で家を踏み荒らされているようなものなのよ」

「縄張り争いするなんて、なんだか犬みたいですね」

「貴方だって自分のパソコンに勝手に侵入されて、お気に入りの画像データとか勝手に消されたら困るんじゃない？」

「お、俺おれは紙媒体も好きですから！」

　時代は進めども、あの紙をめくった時のインクの匂においの魔力は健在だと藤紫郎は主張する。インクの匂いと快楽が結びついて、今ではインクの匂いで興奮するという境地に藤紫郎は至っていた。

　だが、パソコンの中が真っ白ということもない。画像を消されるという蛮ばん行こうがどれほど非道なことなのか、藤紫郎も理解している。死にたい一歩手前か、半歩手前か。

　瑠璃の悪魔としての悩みはそれに比ひ肩けんするほど深刻だ。

「貴方の好きな媒体の話はいいから。ともかく、私としては領地を侵犯されるのは困るのよ。悪魔は理性ではあらがえないくらい本能的に、自分の領地を守ろうとするから……私も悪魔だから例には漏もれないの。悪魔の力を理性で抑え込めなくなって……力が高まっていくのが……怖いのよ」

「じゃあ、さっきの発作も悪魔の力が抑えきれなくなってるから……とか？」

　瑠璃は黙ってうなずいた。

「時々抑えきれなくなるの。悪魔の力が高まりすぎたら……ずっとあの姿になって……そうなったらもう、学校にも行けなくなるわ」

　悲しげな瞳ひとみの瑠璃に、藤紫郎は思った。瑠璃は彼女の中の悪魔の力が、大きくなることを恐れているのだ。少年はふと気づいた。

「もしかして、問題を起こしそうな生徒の聞き込みって……領地を侵犯した悪魔と契約した生徒がいないか、探してたんですか？」

　瑠る璃りは無言で力なくうなずいた。心細そうなその表情に、藤とう紫し郎ろうは切ない気持ちでいっぱいになる。

「俺おれ、一緒に探します！　それで悪魔が出て来たら戦いますから！　先輩の領地に入ってきた悪魔を追っ払えばいいんですよね？　そうすれば、先輩も悪魔の力を抑え込めるし！」

「昨日の夜はけっこう尻しり込ごみしてたようだけど……」

「それは昨日の悪魔は瑠璃先輩じゃなくて、俺の想像力が生み出したドリームとファンタジーとイマジネーションの怪物……もとい産物だったと、俺が思った部分もあったからです。本物の瑠璃先輩がきちんと俺に話してくれたんだから……なんだってするって言ったでしょ？　男ってのは単純でバカな生き物なんです」

「そ、そうなの？　って、危うく貴方あなたに感心しちゃうところだったわ。こうしてお願いするしかない身で言うと、ただの脅かしになっちゃうけど……悪魔と戦うのは口で言うほど容易ではないわよ」

　瑠璃の表情が険しくなった。

「しゅ、修行とか必要ですか？」

「特別な訓練も受けていない、普通の人間の力だけでは太た刀ち打うちできないわ。それに必ずしも悪魔と戦う必要はないの。要は契約者を見つけて、契約を破棄させればいいだけ。そのためにも……」

　瑠璃の表情が氷のように冷たくなった。藤紫郎の背筋を悪お寒かんが走る。

　瑠璃は冷たく言い放った。

「私が貴方に呪のろいをかけるわ」

「の、呪い!?」

「契約と呪い。悪魔と契約した人間は呪われるわ。その呪いによって、普通の人間にはない特別な力を得ることができるの。その覚悟がないなら、貴方は私の秘密を守ってちょうだい。このことは誰だれにも言わないで、私が悪魔だということを頭の中から消して、普通に学校生活を送ってほしいの。記憶を消せない以上は、貴方が秘密を厳守してくれるしかないから。それとも、私が悪魔だって公表すると脅して私にひどいことする？　貴方、悪魔以上に悪魔ね」

「するわけないでしょう！　好きになった人には笑顔でいてほしいってのが、俺のポリシーなんです」

「そんなこと言われたら、余計に呪えないじゃない」

　瑠璃はうつむいてしまった。藤紫郎は笑顔だ。

「先輩に呪われるなんて……なんだろう、この幸福感は」

「想像以上に私の力が効いちゃってるみたい……淫いん魔まには相手を魅了する力があるの。富ふ士じ岡おか君が私のことを好きになったのも、淫魔の力が影響したからよ。この力は相性の良いい人間には、すごく良く効いてしまうの」

「じゃあ淫いん魔まの力がなかったら、俺おれは瑠る璃り先輩のことを好きにならなかったとでも言うんですか？」

　瑠璃はコクリとうなずいた。そんな瑠璃に藤とう紫し郎ろうはゆっくりと首を左右させる。

「半分はその力がきっかけだったかもしれないけど、残りの半分以上は、自分の意志で俺は瑠璃先輩を好きになったんです」

　断言する藤紫郎に瑠璃の瞳ひとみが少しだけ潤んだ。

「富ふ士じ岡おか君は本当に怖くないの？　人間じゃない私のこと」

「だって先輩は良いい人……じゃない良い悪魔じゃないですか」

「悪魔は最終的に人間を利用して力を得てるのよ。利用されちゃうのよ？」

「そんなの人間同士でもしてることだし……人間の場合はこう言うんです。困った時はお互い様ってね。ギブアンドテイクって奴やつです。だから、俺が先輩に協力したら、先輩も俺に協力してください」

「協力って……なにかしら？」

「俺とお付き合いしてください！」

　藤紫郎は真剣だ。

「そんなキラキラした瞳で見ないで！」

「あれ、だめなんですか？」

「だめってことはないけど……むしろ、権利を主張するのは当然よね。私は他の悪魔を領地から追い出すのに、貴方あなたの力を借りたいってお願いしてるんだし……」

「じゃあさっそく契約しましょう！　判子は無いけど拇ぼ印いんでいいですよね」

「そんなに軽いのりで悪魔と契約しちゃっていいの？」

「さっきから、先輩はなんでそんなに俺と契約したがらないんですか？　俺と先輩って波長が合うんでしょ？　あ、もしかして俺よりもハイスペックな奴と契約したいんですか!?　そ、そいつは許せん！　俺、そいつと勝負して勝ってみせます！」

「私の領地で私と波長が合ったのは貴方だけよ」

「じゃあなんで？」

「私が……半分は人間だから……」

「半分？」

「私の母親は大淫魔で、父さんは人間だったの」

「じゃ、じゃあ悪魔と人間って、け、けけけ結婚できるんですか!?」

　瑠璃は首を左右させた。

「そんなのわからない……けど、父さんは大淫魔に呪のろわれ行方不明なのよ」

「ゆ、行方不明って……」

　藤紫郎はそれ以上聞けなかった。踏み込むには瑠璃のことを自分は知らなすぎる。瑠璃は一般人から遙はるかに逸脱した世界を生きてきたのだ。瑠璃と出会うまでごくごく平凡な人生を歩んできた藤紫郎とは、まさに住む世界が違ったのだろう。

　瑠る璃りは続けた。

「大だい淫いん魔まは波長が合わない人間でも、その力を取り込めるっていう他の悪魔にはない力があったの。だけど、波長の合う人間から得られる力は別格で……父さんと出会って……私が生まれた」

　まるで自分が存在することに罪の意識すら覚えているような、そんな口ぶりだ。

（――瑠璃先輩、そんな過去を俺おれに打ち明けるなんて……俺は、瑠璃先輩になにかしてあげられるんだろうか？）

　藤とう紫し郎ろうはゆっくりと息を吐ついてから、確認した。

「先輩、お母さんのこと苦手……なんですか？」

「ええ……とっても。父さんもいないのに、私一人を残して悪魔界に引きこもってるし、こちらの領地は相続した私が守らなきゃいけないし……」

「悪魔界なんてものがあるんですね」

　藤紫郎は瑠璃の言葉の一つも疑っていない。すべてありのままを受け入れた。

「人間界で領地を持つ悪魔を、常に悪魔界から他の悪魔が狙ねらってるって感じね。もちろん、人間界で領地を持っている悪魔がそれを拡大するために、侵攻してくるパターンなんてのもあるけど」

「格闘技のチャンピオンベルトみたいなもんか。他の領地からっていうのは、二階級制覇ってとこだな。じゃあ先輩はこの街のチャンピオンってことですよね」

「ここは比較的新しく出来た街だし、私は大淫魔から相続する形でこの領地を得たわ」

「もしかして、送り迎えの車の運転手さんも悪魔……とか？」

「嶋しま木きさんは人間よ。それに屋敷のお掃除とかはホームヘルパーさんに頼んでるし」

「お金持ちなんですね」

「大淫魔の娘らしくゴージャスに……っていうのが私のお母さんの意向なの。嫌いだけど、苦手だけど……住む家も学校に行くお金もなにもかも出してもらってる。早く大学を卒業してきちんと就職して、自立したいのに……」

「い、いいお母さんじゃないですか？」

「よ、良くないわよ！　あ、ご、ごめんなさい。少し声が大きくなりすぎちゃったわ」

　悪魔界に引きこもりながらも瑠璃に贅ぜい沢たくな暮らしをさせる大淫魔。確かに複雑だと藤紫郎は思った。その上、瑠璃は他の悪魔に領地を狙われている。

　誰だれかの助けが必要で、それができるのは藤紫郎だけだ。

「先輩、話してくれてありがとう。俺、がんばるから。悪魔を探そう。そして追い払おう！　全部終わったら、お付き合いを申し込みます！」

「何度でも言うけど、私は悪魔なのよ？」

「半分は人間なんでしょ？」

「え、エッチなこと考えてるでしょ？」

「そりゃあもちろん、男だし！」

「下心を全力で剥むき出さないで」

「隠しても無駄ですよ俺おれの場合」

「じゃあこれだけは言っておくわね。お付き合いするなら、ぷ、プラトニックよ！」

「え、ええ!?」

「どう？　これでも契約できる？　プラトニック限定のお付き合い。私がどんなに貴方あなたを誘惑しても、それだけは守ってほしいの」

「ゆ、誘惑って。俺が襲うんじゃなくて先輩が誘惑ですか？」

　瑠る璃りはコクリとうなずいた。その顔が耳の先まで真っ赤になる。

「い、淫いん魔まだから……そうなる可能性もあるでしょ？　ほら、吸血鬼モノのお話なんかによくある……理性で吸血をしないようにする……みたいな。学校に他の悪魔の気配があって、私の淫魔の力がそれに対抗しようと活性化しつつあるのよ。さっきの熱も身体からだが悪魔の魔力の上昇について行けなくて出るものなの。だから、早く悪魔を見つけなくちゃいけない……。悪魔の力を私の本能がもっともっと高めようとして、淫魔の本性が出ちゃったら……怖い。誰だれかを傷つけてしまいそうで」

　瑠璃は自分が母親のようになることを恐れている。だから藤とう紫し郎ろうとの契約に踏み切れない。そして、できることなら悪魔の力を使うことを、最小限に抑えたいと彼女は思っている。瑠璃の性格からして、一人でできることはなんでもしてきたのだろう。

　だが、昨晩ああして藤紫郎の前に姿を現したということは、やっぱり藤紫郎との相性は抜群なのだろう。そして少年の協力が瑠璃には必要不可欠なのだ。

　悪魔の力を使いすぎないようにしながら、他の悪魔を自分の領地から追い出すために。

　瑠璃のことを少しだけ理解できた気がして、藤紫郎は嬉うれしかった。

「お、俺は……が、我慢します。先輩の誘惑には屈しません。どんとこいプラトニック！　こんな重要な悩みを打ち明けてくれた人を放ほうってなんておけません」

「い、いいの？」

「はい。時間がないんでしょ？　だったら契約して、俺に先輩の呪のろいをかけてください！　それで俺が力を得れば……力ってどんなのなんですか？　もしかして電気や磁力を操れるようになるとか？　目からビームが出るとか？　未来予知ができるとか？」

「私にはそういう呪いはかけられないんだけど……」

　藤紫郎は直立不動で、拳こぶしを握りしめるような勢いで目をぎゅっと閉じた。

「ともかく、ひと思いにやってください！」

　真っ暗だ。見えなくなったからこそ、藤紫郎の想像力は過剰に膨張し始める。

　淫魔が人間にかける呪い。そのかけ方に。いけないとわかっていながらも、藤紫郎のイマジネーションが燃え上がる。

（――き、キスとかかな？　いや、もっと過激な方法だったらどうしよう!?　い、いかんそんなわけないだろう。プラトニックの範囲内のはずだ！　けど、匂においをくんかくんかするのとか、髪をさわさわするのとかは……ありなのか？）

「じゃあ、行くわよ」

　瑠る璃りの声が一歩近づいた。甘い花の蜜みつのような彼女の匂においを藤とう紫し郎ろうは感じる。それは官能的とすら言えた。瑠璃は藤紫郎に密着するように立つ。胸が当たって今にもくっつきそうだ。目をぎゅっと閉じたまま、藤紫郎は瑠璃の腰に腕を回して抱きつきたくなった。

　だが、プラトニックと約束したばかりなのに、こうもあっさり陥落するわけにはいかない……と、藤紫郎は最大限の理性で自じ重ちようする。

（――抱きついちゃだめだ。抱きついちゃだめだ。抱きついちゃだめだ）

　思うほどに藤紫郎は息苦しくなった。瑠璃の吐息が藤紫郎の耳元にかかる。

「これで貴方あなたは私の……犬ね」

「わ、わん！」

　はいと返事をするつもりが、藤紫郎の口から吠ほえ声が出た。

「まだ呪のろいをかけてないわよ」

「え？　そういうプレイじゃないんですか？」

「プレイ？」

「な、なんでもないで……す？」

　藤紫郎の首に何かが装着された。それはベルトだ。少年はそっとベルトに触れてみる。

「これって、もしかして首輪ですか？」

「もしかしなくてもそうだけど。よく似合ってるわよ？」

「キスとかないんですか!?」

「な、ななななな何言ってるのよ！　へんた……きゃッ！」

　目をつぶったままの藤紫郎に瑠璃の方からいきなり倒れ込んできた。咄とつ嗟さに目を開いて藤紫郎は瑠璃を受け止めようとするのだが、瑠璃ともども足をもつれさせる。

　藤紫郎は瑠璃を抱くように守りながら、自分の顎あごを胸元に引き付けるようにした。後ろにバタンと倒れ込む。顎を引いていたおかげで後頭部を強打せずに済んだ藤紫郎。その上に瑠璃が折り重なるようになっていた。おっぱいの優しく柔らかい感触が、藤紫郎の胸にぎゅっと押しつけられる。

「ちょ、ちょっと！　よりにもよって、なんでこんな格かつ好こうになっちゃうのよ」

　瑠璃は上体を起こし、藤紫郎の腰の上あたりに馬乗りになった。藤紫郎は声を上げる。

「騎乗位!?」

　馬乗りのまま瑠璃が顔を真っ赤にさせた。

「恥ずかしいこと言わないで！」

「あの、先輩がどいてくれないと動けないっつうかなんつうか」

「ご、ごめんね今すぐどくから！」

「恥ずかしがる瑠璃先輩もかわいいです！　だからもうちょっとこのままで♪」

「ば、ばか……」

「ところで先輩。呪われた気がしないんですけど」

　藤とう紫し郎ろうの腰にまたがったまま、瑠る璃りは人指し指を立てて顎あご先さきに当てながら考える。

「じゃあえーと……呪のろいの契約をします。以上」

「以上って！　もっとこう呪じゆ文もんの詠唱とかないんです……か!?」

　藤紫郎がツッコミを入れた瞬間、首輪に黒い炎のようなゆらめきが生まれた。

　床についた背中はひんやりしていたのだが、藤紫郎は異変に驚く。

「熱ッ！　先輩なんか背中が熱いんですけど！」

「悪魔と契約すると背中に契約書が自動作成されるの」

「作成って……う、うわあああああああああああああああああ！」

　藤紫郎は足をばたつかせた。まるで熱々の蝋ろう燭そくの蝋ろうを垂らされているような感触だが、それがだんだんと気持ち良くなってきた。

「熱ッ！　でも、なんか……変だ!!　熱くてひりひりするのに……き、きもち……」

　少年は自分の中にある、新たな可能性の扉に手をかけた。それをゆっくりと押し開く……寸前のところで声をあげた。

「開くな！　俺おれの真理の扉！　つうかなんなんですかこれ!?」

「自分の背中だから見て確認しにくいし、そもそも契約書は普段は見えないように私の魔力で隠いん蔽ぺいされてるの。これは他の悪魔契約者も一緒。だから、背中を見ただけじゃ契約者かどうかは確認ができないのよ。ちなみに悪魔は人間と契約していないと、その力をフルに発揮できないの」

「いきなり説明始めないでくだ……はぁん♪　もっと熱く！　熱くなれよ俺の背中！」

「ちゃんと聞いてちょうだい。契約書を浮かび上がらせるには、契約者に魔力による干渉をして、隠蔽魔力を解除しなきゃいけないの」

「は、はぁ……ハァ……ハァ♪」

「富ふ士じ岡おか君はその……わ、私のために戦ってくれるのよね？」

「もちろんで……ひぃ♪　耐えろ俺。目覚めるな俺！」

「よかった。じゃあ……犬になっても安心ね」

　藤紫郎の背中はひりひりと痛がゆい。だが、熱は段々と引いていった。

「あ、あの、もう終わりですか？」

　色んな意味でホッとした藤紫郎に、瑠璃は顔を赤くさせたまま呟つぶやいた。

「最後の仕上げがあるから」

「仕上げって？」

　瑠璃は一度軽く深呼吸をしてから、その桜色の唇で言葉を紡いだ。

「汝なんじ、富士岡藤紫郎との契約により、呪いと痛みと苦しみと……力を与えん。我は……い、淫いん魔まサキュバス！　我が力は汝の力。汝が力は我が糧かて。我が下僕として従属を誓う限り、我は汝とともにあらん」

　瑠璃の表情は冷たく、悪魔チックだった。

「先輩、なんか格かつ好こいい……あ、あへぇ？」

　少し間の抜けたような声を藤とう紫し郎ろうはあげた。

　先ほど背中に感じた熱さとは、また別の感触が藤紫郎の全身を包み込む。まるで身体からだが内側からドロドロに溶けてしまうようだった。

　死ぬ……。一瞬、藤紫郎はそんな恐怖を思い浮かべた。だが、身体が熱々のチーズのように形を保てず、蕩とろけていくのが藤紫郎には心地よい。そして溶けた身体は小さくなって再構成されるのだ。

　藤紫郎からは瑠る璃りが大きく見える。藤紫郎の目の前で瑠璃が巨大化した。おかげで素敵なパンツが丸見えだ。瑠璃だけでなく、部屋の中の什じゆう器き類も、部屋そのものも。何もかもが大きくなる。

「瑠璃先輩が巨人になった!?」

「貴方あなたが小さくなってるの」

「…………？」

　溶けた身体の再構築が終わったところで、藤紫郎は首を傾かしげた。

「う、うわぁ。富ふ士じ岡おか君なのに……可愛かわいい」

「そんな照れますよ」

「中身が変態さんなのはとっても残念ね」

「そこは是ぜ非ひギャップ萌もえしてください」

「しないわよ！」

　藤紫郎自身、自分の身に何が起こっているのかを、まだはっきりとわかっていない。瑠璃はスマートフォンを取り出すと藤紫郎を撮影して、その画像を藤紫郎に見せつけた。

　そこには一匹のロングコートチワワがお座りをしている。愛くるしい瞳ひとみにふさふさの毛並み。血統書付きの愛あい玩がん動物だ。

「あれ？　俺おれはどこに？　この犬はどこからやってきて、そしてどこに行くんですか？　あ！　これってもしかして透明人間になれるという能力では!?　せ、先輩のエッチ！　俺にこんな力を与えるなんて、鬼に金棒ですから！」

「残念だけど透明化じゃないわ。貴方が透明人間になれるようになったら、更衣室とか女子トイレとかシャワー室が危険地帯になるし」

「じゃあ俺はどうなったんですか？」

「その犬が富士岡君なの」

「俺が？　まさか？　はっはっは？　人間が犬になるわけないでしょう常識的に考えて……って、うおおおおおおおおお！　俺の腕が前脚で毛むくじゃらなわけがねぇ！」

　ようやく藤紫郎は自分が小型犬になったことを認識した。

「富士岡君。お願いがあるんだけど、肉球を触らせてくれない？」

　瑠璃は我慢仕切れずに藤紫郎を抱き上げた。瑠璃のアンダー60センチほどでのＣカップな下乳が藤紫郎の目前に迫る。

　藤紫郎は諸もろ手てを……もとい、両前脚をあげて喜んだ。

「ばんじゃーい！　はっ!?」

　瑠る璃りがすかさずその肉球をぷにぷに触る。

「わぁ♪　癒いやされる感触ね」

「先輩やめて！　肉球くりくりしないで！　なんか、なんかすっごくくすぐったい！」

　藤とう紫し郎ろうは瑠璃の腕の中でじたばた暴れて脱出した。

「あん♪　逃げることないでしょ？」

「俺おれ、一生このままなんですか？　犬になるってリアル犬じゃないですか!?　もっとこう、女王様の猟犬的な意味での犬かと思ってたのに！」

「女の子にはモテモテなルックスよ」

「そう言われるとなんか得した気分……じゃなくて！　社会的に富ふ士じ岡おか藤紫郎という人間が消滅したら事件ですよ！　ま、まさかうちの母さんの記憶を消して一生俺を飼い犬にしようとか……こ、これがプラトニックの真の意味なんですか!?」

　瑠璃が小悪魔っぽい笑みを浮かべた。

「考えが飛躍しすぎよ。安心して。私がかけた呪のろいは犬になる呪いだけど、ちょっと訓練すれば自由に犬になったり人間に戻ったりできるようになるから」

　藤紫郎は耳をピンと立てて尻尾しつぽを振った。舌をぺろっと出してハァハァ腹式呼吸する。

「なーんだびっくりした。てっきり犬のままかと。長生きして先輩に看み取とってもらうまでの犬人生を設計するところでしたよ。朝夕は先輩とお散歩して、お風ふ呂ろに入れてもらったり、添い寝したりボールで遊んでもらったり……ハッ!?　いいかも」

「人間止やめないで！　犬にした私が言うのも変だけど！」

「冗談ですよ半分くらいは」

「残り半分は本気なの？　もう……ここからが重要なのに」

「ここから？　俺的にはここまでで一生分の驚きよう愕がく体験をしたっていう感じなんですけど。さらに重要な局面なんてあるんですか？」

「富士岡君。目を閉じて」

「は、はい」

　チワワがきゅっと目を閉じる。

「私が良いいって言うまで目を開けちゃだめよ」

「は、はぁ……」

「これから貴方あなたの『鼻』に悪魔の匂においを覚えてもらうわ」

「匂いですか？　クンカクンカハスハス!?」

「絶対目を開けちゃだめ」

「念を押しすぎですってば」

「し、視覚を封印することで嗅きゆう覚かくに集中できるでしょ」

「あ！　わかりますそれ！　心眼みたいな」

「そういうことよ」

　瑠る璃りはしゃがみこんだ。目の前にはチワワが目をつぶって待っている。

　瑠璃はスカートをそっとたくし上げた。自分から見せるような仕草をすることに、瑠璃の羞しゆう恥ち心しんは爆発寸前だ。

「ふ、ふふふふ富ふ士じ岡おか君。もうちょっっっっっとだけ、前に来て」

　目を閉じたままプルプルと小刻みに震えつつ、藤とう紫し郎ろうはそろりと一歩前に進んだ。その先には……桃源郷的な何かが待ち構えている。

「ど、どう？　何か匂においを……か、感じるかしら？」

　カーッと瑠璃の耳の先までが赤くなる。

「うーん。良くわかんないです」

「じゃあ、もう一歩近づいてみて。ゆっくりよ。慎重にね！　ダッシュとかしちゃダメだからね？」

　藤紫郎はもう一歩近づきながら呟つぶやいた。

「いったいなんの匂いをかがせるつもりなんですか？」

「いいから自分の『鼻』に集中して！　ど、どう？」

　藤紫郎は瑠璃と約束した通り、ぎゅうっと目をつむっていて見えないのだが、そんな藤紫郎に視線を落とす瑠璃は、すっかり涙目になっていた。

「なんだか鼻の奥がむずむずっとするけど、まだはっきりしないような」

「じゃああと……三歩進んで。一歩ずつゆっくりとね。途中で何か感じたら、ストップしてね。お願いだから……」



    

  
    
      



    

  
    
      　ひょいひょいひょい。

　瑠る璃りが言い終える前に藤とう紫し郎ろうは三歩進む。もう布地アルカデイアすれすれだった。濡ぬれた鼻先の数ミリ先に、デルタ地帯が迫っている。

「こ、これなら流石さすがにわかるでしょ？」

　藤紫郎の鼻息を瑠璃は布地越しに感じていた。

「もうちょっと……あとちょっと」

　チワワが首をぐいっと前に突き出した瞬間。

　ぷに。

　鼻先に布地が触れた。その鼻を藤紫郎は何か柔らかいものに押し込んだ。

「ハスハス……こ、これは!?」

「――――ッ!?」

　瑠璃が悲鳴をかみ殺す。

「これが悪魔の匂におい？　覚えました瑠璃先輩。ばっちりです」

「じゃ、じゃあ、ゆっくり後退して！　でも早く！　早くゆっくり振動を与えないように忍者みたいに音も立てずに下がって！」

　目を閉じたまま藤紫郎はひょこひょこ後退していった。

　瑠璃は膝ひざの辺りをプルプルさせながら、なんとか立ち上がる。落ち着こうと深呼吸を繰り返すのだが、火を吹いた顔面の熱は一向に引かなかった。

　そんな瑠璃の忙しい百面相も、目をつぶっている藤紫郎には見ることができない。

「そろそろ目を開けてもいいですか？」

「え、ええ！　いいわよ」

　藤紫郎はゆっくり目を開いた。瑠璃の顔を見上げると……怒っているような雰囲気だ。

「先輩、なんで怒ってるんですか？」

「怒ってないわよ。けど、ちゃんと匂いを記憶できてなかったら呪のろうわよ」

「もう呪いを受けてますから！　しっかし、いったいなんの匂いを嗅かがせたんですか？　なんだか布っぽかったけど、それでいてぷにっとした感触で……想像がつきません！」

「いいのよ。ともかく、今のが……あ、悪魔の強い匂いなの！　最大値みたいなものね」

「はぁ。最大値ですか。ということは、俺おれの『鼻』は悪魔の匂いがわかるようになったわけか……」

　藤紫郎は思わずその場でくるんとターンした。

「さっきの黒くろ川かわ先輩、怪しかったと思いませんか？」

「え？　そ、そうかしら？」

「なんか隠してたみたいですし、絶対怪しいですよ！　だから俺、ちょっと行って確かめてきます！」

　言うが早いか、藤紫郎は生徒会室のドアに駆けていった。ドアはしまっているのだが、藤とう紫し郎ろうはジャンプして前脚でドアノブを回すと、扉を押し開け廊下に出る。

　瑠る璃りが悲鳴をあげた。

「ちょ、ちょっと待って！　富ふ士じ岡おか君！　真ま森もりさんはダメなのッ！」

「大丈夫ですって！　俺おれに任せてください！」

　あっという間に藤紫郎は全速力に達すると、廊下を駆け抜け階段を下っていった。



　鍵かぎがかかっていたらそれで終了だったのだが、幸運にも風紀委員会室のドアノブは、藤紫郎のジャンプ＆タッチでくるんと回った。扉が少しだけ開き、その隙すき間まから藤紫郎はするするっと部屋の中に入り込む。

　真森はドアが開いたことにも気づかずに、書類の確認と整理に追われていた。

（――黒くろ川かわ先輩が悪魔と契約してるかもしれないし、まず匂においをチェック……あれ？）

　濡ぬれた鼻にはまだ先ほどの瑠璃の匂いが残っていた。

（――うーん、なんかよくわからんぞ）

　もっと真森に近づいてみないと、判別がつきそうにない。藤紫郎は真森の足下までやってくると、じっと見上げた。

　巨乳である。

（――アンダー65……いや70のＦカップと見た！）

　瑠璃が目の前にいないとツンとした感じもなく、むしろおっとりとマイペースっぽい表情をしていて、藤紫郎にはとても彼女が悪魔と関係があるようには見えなかった。

（――なんだ、やっぱり俺の気のせい＆早とちりだったか）

　真森はプリントの束を机の上に置くと、軽く背伸びをする。腕をあげて背中を反らすことで大ぶりな胸が強調された。

「わ、ワンだふる！」

　藤紫郎は吠ほえた。

　瞬間、真森がハッとなる。

　真森の足下にロングコートチワワがお座りをしていた。

　みるみるうちに、真森の顔色が青ざめる。

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！　い、いいいい犬！　犬ううううううううううううううう！　いやああああああああああああああああ！」

　悲鳴をあげた真森に藤紫郎の方が驚いてしまった。

（――ちっちゃくてかわいいチワワにこのリアクション!?）

　錯乱しながら真森は部屋の隅に逃げる。藤紫郎はひょこひょこ歩いて詰め寄った。腰を抜かしたように真森は壁に背をつけてへたりこむ。その瞳ひとみに涙がじわっと浮かんだ。表情は引きつり、その怯おびえた視線がチワワに注そそがれる。眼鏡が半分ずり落ちていた。

「クゥーン？」

　甘えたような声を出しながら、藤紫郎はゆっくりと迫る。

　真ま森もりには悪いのだが、匂においを確認するためにはもっと近づかねばならない。

「こ、来ないでください！　来ないでください！」

　真森は尻しり餅もちをついてだだっ子のように足をばたつかせた。お尻しりのふくらみを包み込む紫色のパンツが、ちらりどころかたっぷり見放題だ。先ほど瑠る璃りと対たい峙じしていた時の強気な姿勢は欠片かけらも見られない。

「犬はだめ！　だめですから！」

　怯おびえ方が尋常ではなかった。流石さすがに藤とう紫し郎ろうも足を止めた。

　怯える女の子を相手に、本当に自分の行動は正しいのだろうか？

　だが、このまま真森の胸にダイブを仕掛ければ、匂いを嗅かぐこともできるし、胸に顔を埋うずめることも可能だった。

　藤紫郎の後ろ足に力がこもる。

（――こ、これも瑠璃先輩のため！　ごめん嘘うそ！　半分以上、俺おれに良し）

　藤紫郎が飛び込もうとした瞬間、瑠璃が風紀委員会室に駆け込んで来た。

「大丈夫!?　まもりさ……黒くろ川かわさん!?」

　ダイブ寸前の藤紫郎の前に瑠璃が回り込み立ちはだかった。その視線は藤紫郎に「撤退して」と懇願している。

　さらに瑠璃は藤紫郎に吠ほえ立てた。

「うー！　わんわんわん！」

　藤紫郎も返す。

「わんわん？　わんわんきゅーん？」

「ともかくどっか行って！」

　犬語会話を人間語で強制終了させた瑠璃は、藤紫郎をギリリと睨にらみ付けた。藤紫郎は耳をぺたんと伏せると敗走する。

「黒川さんしっかりして！」

「うう……」

　瑠璃が手をさしのべると、真森はぷいっとそっぽをむいて壁にもたれかかりながら、なんとか一人で立ち上がった。呼吸は荒く大きな胸を上下させている。

「なんで犬が校内にいるんですか？　風紀を乱す行為です」

「な、なんででしょうね？」

「どうして生徒会長がここにいるんですか？」

「偶然通りかかったら悲鳴が聞こえたから……つい。黒川さん犬が苦手だし、犬の鳴き声も聞こえてたから」

「お、おおきなお世話です！　中学の時とはもう違うんです。助けてもらう必要なんてありません」

　ずり落ちた眼鏡をかけ直して、真森はスカートのお尻のあたりを叩たたきながら呟つぶやく。

　先ほどのドタバタで、整理されていたプリントが四散していた。瑠璃がそれを拾ってまとめると机の上に載せる。

「ともかく無事でよかった」

　藤とう紫し郎ろうが独断でやったこととはいえ、その藤紫郎を犬にしたのは他ならぬ瑠る璃りだった。瑠璃は申し訳なさそうな顔で、すっかり涙目になっている。

「助けてほしいと頼んでいませんが……ありがとうございます」

　フンッと真ま森もりは鼻を鳴らした。感謝の言葉を述べる態度ではない。

　呼吸も落ち着き、普段通りの風紀委員長に戻りつつあった。

「そ、そうよね。お節介だよね。ごめんなさい。あの、保健所に連絡は……」

「しなくていいです。事を荒立てて私が小型犬にパニックになったなんて、噂うわさが広まっても困りますから」

　瑠璃はホッと胸をなで下ろした。

「それでは私は仕事の続きがありますから」

　真森の一言で、瑠璃は風紀委員会室からまたしても追い出されてしまうのだった。



　風紀委員会室から逃亡した藤紫郎は、いつの間にか元の姿に戻っていた。とりあえず生徒会室に戻って瑠璃の帰りを待っていると、すぐに瑠璃が姿を現す。その肩はしょんぼりと落ちていた。

「先輩。俺おれ、元に戻っちゃったんですけど？」

「変身能力を使うにはリビドーが必要なのよ」

「り、リビドーって……想像力か!?」

「そ、そうそう。だからその……えっと……チャージタイムっていうか、犬化できる力を使い切ったら充電時間があるのよ。今後、富ふ士じ岡おか君には自分の意志で犬化と人化を使い分けられるようになってもらいたいの。あと、今回は私も真森さんが犬が苦手って、富士岡君にちゃんと伝えられなかったのが悪いんだけど……」

「わっかりました！　今後はバレないようこっそりハスハスを心がけます！」

「ち、違うわよ！　私の指示があるまで慎重に行動してちょうだいって言いたいの」

「以後気をつけます！」

　藤紫郎はびしっと敬礼してみせた。



　――翌日。

　放課後ではなく、昼休みに藤紫郎は瑠璃に呼び出された。生徒会室でふたりきりになるなり、瑠璃が藤紫郎に命令する。

「じゃあ、早速犬になって」

「なれと言われても……実は昨日の夜も自分で犬になれるか試してみたんだけど、うまくいかなくて」

「目を閉じてみて」

「は、はい」

「それから……え、エッチなことを考えて」

「エッチなことって!?」

「リビドーのスイッチを入れるの」

「わ、わかりました」

「それと条件付けをしましょう。首輪に触るとか」

　瑠る璃りが彼女のほっそりとした首のあたりに触れてみせた。

　同じように、藤とう紫し郎ろうは右手の人指し指と中指を首輪に伸ばす。ちょうどベルトの留め具に触れる感じだ。

「あとは合い言葉ね。ベタだけど『変身！』とか」

「オリジナリティはないけど、そうしてみます」

　呼吸を整えてから藤紫郎は意識を集中した。

　瑠璃の姿を思い浮かべる。自宅に押しかけてきた黒いスケスケなネグリジェ姿の、悪魔バージョンな瑠璃を。

「なんてけしからんスケスケ具合……へ、変身！」

　藤紫郎の足下から黒い炎が燃え上がり、その身体からだを焼き尽くすかのように包み込むと……炎がフッとコンロを弱火にしたように小さくなって、音もなく立ち消える。

　瑠璃の足下にチワワがお座りしていた。

「先輩がデケェ！　ってことは、変身完了か！」

　再びチワワ化した藤紫郎はパンツを見上げる間もなく瑠璃に抱き上げられた。

「何を考えたかはあえて聞かないけど……変身成功ね。良くできました」

「先輩！　ご褒ほう美びください！」

「力を使いこなせるようになったら考えておいてあげるわ。それじゃあ行きましょう」

「あの、どちらまで？」

「行けばわかるわよ」

　瑠璃は用意していたトートバッグにチワワを入れる。

「なんで俺おれを袋に入れるんですか!?」

「行った先で変身できなかったら困るし、校内をこの前みたいに堂々と走り回られても困るから」

　トートバッグに仕込まれた藤紫郎は、そのまま運ばれる。首だけバッグの上から出そうとするのだが、すぐに瑠璃に押し込められた。

「ぬいぐるみって言い訳すればいいじゃないですか瑠璃先輩！」

「余計なことして騒動にしたくないの。自じ重ちようしなさい」

「わう～ん？」

「犬っぽく可愛かわいく言ってもダメ！」

　とある部屋の前で立ち止まると、瑠璃は何度も左右を確認する。

「誰だれもいないようね」

　白い指が鍵かぎを取り出した。

「先輩ここどこですか？」

「良いいから黙ってて」

　カチャリと音を立てて鍵が開けられた。扉の向こうは藤とう紫し郎ろうにとって……黄金郷だ。

　バレー部女子更衣室。瑠る璃りはバレー部だけでなく、女子バスケ部や女子サッカー部にラクロス部やソフトボール部などなど、すべての女子更衣室の合あい鍵かぎを持っていた。

　バレー部の更衣室に入るなり、瑠璃は内側から鍵をかけて藤紫郎をトートバッグから取り出す。

「可能性は低いと思うけど……まずはバレー部からね」

「もしかして女子更衣室!?　先輩これって犯罪ですよ！」

「言われなくてもわかってるわよ」

　チワワを抱えて瑠璃は一つ目のロッカーの前に立つ。

「ど、どう？　悪魔の匂におい……感じない？」

「実は瑠璃先輩の匂いがかすかにしてて……比較対象がないんで微妙な差もわからないっつうかなんつうか。もっと接近してみないことにはなんともいえない雰囲気です」

「しょうがないわね。いい？　絶対に変な真ま似ねしないでよ？」

　瑠璃はロッカーを開けると藤紫郎を中に置いて、一歩下がった。藤紫郎の足下……ロッカーの中にはジャージが畳んで置いてある。藤紫郎はジャージに鼻をつっこんだ。

「ハスハス……違う！　もっと奥だ！」

　ぐいぐいと藤紫郎はジャージの中に身を沈めていった。畳まれていたジャージをもみくちゃにしながら、重要なアイテムを探し当てる。

「ど、どうしたの!?　まさか一番最初のロッカーなのにアタリを引いたの!?」

「先輩ありました！」

　ぴょんとロッカーからチワワが飛び出してきた。

　器用にピンクのパンツを頭からかぶっている。

「パンツです！　俺おれ、宝物を見つけました！」

「そ、それで悪魔の匂いは感じるのかしら？」

「全然感じません！」

「戻して来なさい」

「つうか先輩。やっぱりこれ犯罪ですって」

「パンツをかぶりながら言っても説得力ないわよ！」

「あとこれ、綿１００％です」

「富ふ士じ岡おか君……」

　瑠璃の視線に冷たいモノが宿る。藤紫郎はしぶしぶパンツを元のロッカーに戻した……瞬間、背後でガチャガチャと音が響く。

　誰だれかが更衣室のドアを開けようとしていた。

「あ！　鍵かぎかかってるんだっけ」

　廊下から聞こえた女子の声に、瑠る璃りはハッと目を丸くさせる。

「こんな時間に部員が来るなんて……聞いてないわよ！」

　瑠璃は咄とつ嗟さに隠れる場所を探した。目の前で、ちょうど人が一人入れそうなロッカーがぽっかり口を開けている。瑠璃に迷っている時間はなかった。

　藤とう紫し郎ろうを蹴けり入れてロッカーに飛び込み、内側からなんとか扉を閉める。

「うわ瑠璃先輩！　なにするんですか？」

「静かにして」

　藤紫郎が見上げると、ロッカーの隙すき間まから入ってくる光でぼんやりと瑠璃のパンツが視認できた。今日の瑠璃のパンツの色を確認して、藤紫郎は自分が選ばれた特別な存在なのだと理解する。

（――ピンクも可愛かわいいな。しかもフリル付き♪　神様ありがとう！）

　藤紫郎は眼がん福ぷくにあずかった。なんとも安らいだ気持ちになる。ふくらみを包み込む布地は、やはり単体よりもこうして装着されている方が何倍も魅力的だ。

（――もしここで俺おれが人間に戻ったら、先輩を肩車することになるのか？　それってつまりアレがアレでうわ――――――――――――！　ハイパードキドキタイム！）

　藤紫郎に緊張が走る。同じように瑠璃も緊張で全身をこわばらせていた。

　更衣室に女子バレー部の一年生が入ってくる。一年生はぶつくさと呟つぶやいた。

「もう、先輩ってば人使い荒いんだから。それに、取りに行かせておいてあんな話しなくてもいいのに……」

　瑠璃が隠れているロッカーに、バレー部の一年生はゆっくりと近づいてきた。

「どれが先輩のロッカーだっけ……うーんと……えっと」

「――ッ!?」

　瑠璃は悲鳴が出そうになるのをかみ殺す。もし、このロッカーが開けられでもしたら、言い訳のしようもない。

　悪魔の力で記憶を消すこともできるのだが、瑠璃は出来る限り悪魔の力を使いたくなかった。それに藤紫郎のように、強い執着心や印象をもってしまうと、消せない記憶もあるのだ。

　生徒会長が更衣室のロッカーに入っているというシュールな絵は、忘れられないくらいにインパクトがあるかもしれない。それは瑠璃が懸け念ねんしている以上に、あり得る話だった。瑠璃の人気は学校全体に広まり浸透している。その注目度が仇あだとなるパターンだ。

　一年生はきょろきょろと周囲を見回してから、とあるロッカーに狙ねらいを定めた。

「あったあった！　これね」

　がちゃん！

　と、音を立てて扉が開かれた。それは瑠璃の潜んだロッカーのすぐ隣だ。紙一重のところで瑠る璃りは胸をなで下ろす。

　一年生はロッカーの中からジャージを取り出すと扉を閉めた。そのまま立ち去ろうとしたところで、ふと足を止める。

「あれ？　誰だれか……いるの？」

　ガタガタとロッカーが揺れた。

　今、ジャージを取り出したロッカーの……隣のロッカーが音を立てている。ちょっと強めに扉を閉めたせいで、その振動が伝搬した……と、彼女は無む理り矢や理り思い込んだ。

「気のせい……だよ、きっと！　ハァ……まさか後ろに立つ女の子の霊じゃないよね？　そんなわけないってば。はははははははははは」

　乾いた声で呟つぶやきながら、彼女は早足で更衣室を後にする。

　そして、彼女が外に出たのと同時に、ロッカーの扉が内側から弾はじけるように開かれた。

　しゃがんだ状態で股またの下に頭を置いた人間モードの藤とう紫し郎ろうと、すれすれのところでつま先立ちして、藤紫郎の後頭部との接触からギリギリ逃げ切った瑠璃が、ロッカーですし詰め状態になっていた。

「なんで人間に戻ってるのよ？」

「今戻ったらどうなるんだろう的な想像をしたら戻ってました」

「お願いだから首を上にあげないで。ぷにってなるのが二度もなんてごめんなんだから」

「二度？」

「なんでもないわよ！　早く出て！」

「いやそれが身体からだがはまっちゃったようで抜け出せなくて」

「ならもう一度犬になってちょうだい！」

　藤紫郎はなんとか指で首輪に触れると「変身」と呟いた。



　運動部の更衣室の捜索は今回の一度切りで打ち切りである。

　リスクが大きすぎる……というのが主な理由だ。

　放課後、生徒会室で二人はそんな結論に至った。

　自分の席について瑠璃は肩を落とす。

「やっぱり、運動部はリビドーが昇しよう華かされてるっぽいし、探すにしても他の方法を考えた方がよさそうね」

「ところで先輩、疑問なんだけど捜索範囲ってこの学校限定なんですか？」

「ええ。学校というか、自分を中心に最大でも半径三百メートルかしらね」

「市内全域ってわけにはいかないんですね」

「ええ、そうなの。今の私の魔力で感知できる範囲は、それくらいが限度なのよ。これ以上、範囲を広げるには、い、淫いん魔まの力をもっと強めないとならないから……」

　瑠璃はうつむいてしまった。淫魔の力を使うのは最低限にしたい。そんな瑠璃の思い悩む姿に、藤紫郎は「力になりたい」と、心から思う。

「おおまかに存在を感じられるけど、誰だれが悪魔と契約してるのか、特定するには俺おれの『鼻』が役に立つってわけですね！。任せてください！　そして俺に身も心もゆだねて、まずはスリーサイズからお願いします！」

「だから八十……って!!　あんまりセクハラ発言してると……記憶消しちゃうわよ？」

　冷たい表情で瑠る璃りは告げた。ちょっぴり、目が本気だ。だが、藤とう紫し郎ろうはゆっくりと首を左右させる。

「俺おれは瑠璃先輩にたっぷりと思い入れがあるんだから、簡単に記憶を消せないんですよね？　だからそんな脅しは怖くありません」

　藤紫郎は真剣な眼まな差ざしで続けた。

「俺は絶対、何があっても瑠璃先輩のこと忘れませんから」

「そんなにまじめに言われると、困るわよ……」

　瑠璃は眉まゆを八の字にさせる。冷たい表情が瞬またたく間に赤くなった。困った顔も可愛かわいいと藤紫郎は思うのだが、少年が自らの恋路の困難さを知るのは、まだ先のことである。



    

  
    
      


３．妹がいたらいいなとか、思っているうちはまだまだですか？



　悪魔を見つけられないまま、数日が過ぎたある日の放課後。

　藤紫郎は教室にいた。部活や委員会がある生徒たちは、すでに出払った後なのだが、それでもまだ生徒が残っていて教室内はざわついている。

　席に着いたまま藤紫郎はぼんやりと外を眺めた。グラウンドでは陸上部や野球部がウォーミングアップ中だ。つい、女子陸上部員の太ももに藤紫郎の視線は行ってしまった。

（――いかんいかん。俺には瑠璃先輩という人がいるだろうに！）

　藤紫郎の放課後のスケジュールは、生徒会の会合にも左右された。毎週火曜日が生徒会の定例会議だ。他にも小会議が入ったりするため、毎日悪魔探しができるわけではない。

　スマートフォンを手にして藤紫郎はメールの着信を待つ。

　小会議があったのか、瑠璃からの呼び出しメールはまだ来ない。

　瑠璃がいないと藤紫郎はひとりぼっちだ。

「お兄ちゃん♪」

　不意に藤紫郎のそばに小さな人影が立った。

　明るい髪色のツインテール少女が藤紫郎に微笑ほほえみかける。その第一声に違和感を覚えた藤紫郎は、自分の周囲をぐるりと確認した。藤紫郎以外、誰もいない。

「あの、もしかして俺おれのこと？」

　小柄な少女はうんうんと二回、うなずいた。

「よかった。やっと見つけたよお兄ちゃん。せっかく同じ学校なのに、クラスが別々になっちゃって、胡桃くるみはとってもとっても寂しかったんだからね！」

　ばっと両腕を広げると、ツインテール少女――胡桃は藤とう紫し郎ろうに抱きついてきた。

「え？　ちょっと！　俺に妹なんていないんだけど！」

「お兄ちゃん！　冗談でもそんなこと言っちゃやだよ」

　座ったまま抱きしめられた藤紫郎は、逃げようと無む理り矢や理り立ち上がった。藤紫郎が腰をあげた瞬間、胡桃が足をからませて前に倒れ込む。柔道の大内刈りのような格かつ好こうで藤紫郎は床に背中をたたきつけられた。

「痛いってえ！　な、何がおこ……おおおおおお！」

　仰あお向むけに倒れた藤紫郎の胸の上に、胡桃はちょこんと座っていた。その両方の膝ひざが藤紫郎の腕の付け根辺りをがしっと床に押しつける。藤紫郎は両腕の自由を奪われた。

　少年が見上げると、胡桃は呼吸を荒らげて頬ほおを赤くさせている。

「ハァ……ハァ……お兄ちゃん……つ・か・ま・え・た♪」

「ちょ、ちょっと！　わけわかんないんだけど！」

　ふりほどこうと両腕をばたつかせる藤紫郎だが、胡桃は巧みな体重移動によって藤紫郎の動きを完全に封じていた。

　封じたまま、徐々に藤紫郎の胸元に置いていたお尻しりを前に進める。

　胡桃はスカートを両手でぴらりとめくって見せた。

　藤紫郎の目前に迫り来る……白の三角地帯。

　このままでは藤紫郎の鼻や口が三角地帯によって完全封鎖されかねない。

「う、うわああああああああああああ！」

　教室に残っていた生徒たちの視線が藤紫郎と胡桃に注そそがれる。

　ささやくような噂うわさの声が藤紫郎の耳にも届いていた。

「なにあれ……富ふ士じ岡おか君って変態なの？」

「お兄ちゃんって言ってたってことは、妹なのか？」

「公衆の面前で妹に乗っかられる趣味があるなんて、兄として……いいえ、人として最低だと思います」

「つうか結構可愛かわいくね？　富士岡妹！」

「お前ロリ好きだったのかよ？」

「いくら兄妹きようだいでも、こんなこと学校でするなんて信じられない！」

「いやいやスキンシップって奴やつでしょ」

「度が過ぎてるだろ！」

　賛否両論あるものの、藤紫郎に対して否定的な意見が大多数をしめていた。

「ほらお兄ちゃん？　ここで他人のフリなんてしたらオーディエンスがどんな反応をするかわかるかな？」

「ど、どうなるもなにも他人だし」

「お兄ちゃんと胡桃くるみは運命の兄妹きようだいなんだよ？　ほらほら妹って認めないと……」

　白い布地が藤とう紫し郎ろうの顔に迫る……。胡桃のことを藤紫郎は知らなかった。広い校内のどこかですれ違ったことはあるかもしれないが、藤紫郎にはなんでこんな状況になったのか、さっぱり見当もつかない。

「あ、ああああああ!!」

　ふぁさり……と、藤紫郎の頭を覆うようにスカートがかけられた。

「これでどんな悪戯いたずらをしても恥ずかしくないねお兄ちゃん♪」

　スカートの中に顔を埋うずめて、鼻先に白い布地が触れた状態だ。藤紫郎はどうしていいのかわからない。

（――ここはチワワに変身して……だめだ。変身するところを見られるのはまずい）

　衆人環視の中、すでに藤紫郎のクラス内における人としての尊厳は崩壊してしまった。今の藤紫郎は、いもう党員であり、学校で妹に顔面騎乗をさせる変態だ。

（――違うんだ妹じゃないんだ！）

　などと弁明しようものなら、それはそれで完全にアウトである。赤の他人に自分をお兄ちゃんと呼ばせたあげく、周知な羞しゆう恥ちプレイを強要した変態に確定だ。

　死ぬか、殺やられるか。選択肢は二つ。結果は変態ひとつ。

　教室内の誰だれもが、胡桃の方からこの行為を仕掛けているとは考えなかった。

「お兄ちゃん♪　鼻息がくすぐったいなぁ♪　胡桃のそんなとこハスハスしたら……だ、だめだよ兄妹なんだよ！　兄妹でそんな関係になるなんて……」

　胡桃が耳の先まで赤くなった。藤紫郎の頭はくらくらとし始める。

（――誰か……助け……て）

　朦もう朧ろうとなり混濁する意識の中で、藤紫郎は願った。

　その時、一年六組の教室に黒髪の美少女が姿を現したのだ。女神のように凜りんとした姿に、誰もが視線を瑠る璃りに向け直した。

「失礼するわね。富ふ士じ岡おか君はまだ残っているかしら？」

　瑠璃の声に藤紫郎は組み敷かれたまま肩をびくつかせた。

　クラスの女子がスッと藤紫郎を指さした。瑠璃の視線が藤紫郎に注そそがれる。

「ちょ、ちょっと何してるの？」

　誰もが一歩引いて状況を見守る中、瑠璃は教室に入るなり馬乗りの現場に直行した。

　胡桃がハッと顔をあげた。瑠璃と胡桃、二人の視線が空中で火花を散らす。

「何をしてるのかしら？」

「プロレスごっこ！　兄妹仲良しだから、昔からこうやってプロレスして遊んでたの♪　お兄ちゃんは優しいから、いっつも胡桃に勝たせてくれるんだよ」

　瑠璃はうなずいた。

「そ、そうなんだ。じゃあ仕方……なくないわ！　ともかく立って。えっと……」

「胡桃くるみは胡桃だよ」

「胡桃さん。富ふ士じ岡おか君を解放してちょうだい」

　瑠る璃りは手をさしのべたのだが、胡桃はそれを無視してひょいっと立ち上がった。藤とう紫し郎ろうはすぐさま跳ね起きる。

「瑠璃先輩ありがとうございます！　じゃあ俺おれ、瑠璃先輩の用事があるんで！」

　胡桃から逃げるように、藤紫郎は瑠璃の手をとって廊下に引っ張り出した。

「あ！　お兄ちゃん胡桃を置いてっちゃうの？」

　藤紫郎はあえて何も言わなかった。これ以上、胡桃と言葉を交わすのも怖い。この小柄な少女からは、何が飛び出してくるかわかったものではないのだ。

「逃げましょう瑠璃先輩！」

「急にどうしちゃったのよ？　あん、そんなに強くひっぱらないで」

「す、すいません！」

　生徒会長に廊下を走るという校則違反を強要しながら、藤紫郎は適当な扉を開けて飛び込んだ。

　そこは……男子トイレだ。つい本能的に藤紫郎は「ここなら逃げられる」と判断して、瑠璃を男子トイレの個室に連れ込んでしまった。

　幸運にも、他に利用者はいなかったのだが……瑠璃はおかんむりである。

「ここ男子トイレじゃない？　こんなところに連れ込んでな、何考えてるのよ！」

　藤紫郎は抗議も聞かず個室のドアを内側からロックした。

「しーっ！　静かにしてください先輩。あいつに……胡桃に気づかれます！」

　真剣な眼まな差ざしの藤紫郎に、事情を察したのか瑠璃は声を殺して確認する。

「妹さんがいるなんて知らなかったわよ？」

「俺も初耳つうか……俺に妹なんているわけないじゃないですか？」

「じゃあいったい、誰だれなの？」

「わからないんですよ」

「赤の他人がいきなりあんな……顔の上に乗るようなことしないでしょ常識的に考えて？　まあ、家族が仲良しなのは良いいことだと思うけど」

「家族でもなければ、常識が通じる相手でもないんですってば！」

　わかっているのは六組以外のクラスの一年生で、名前が胡桃ということだけだった。

「常識もなにも、妹さんとは仲良くしなくちゃいけないわよ？」

「だ～か～ら～！　妹じゃないんだって！」

　瑠璃は困ったように眉まゆを八の字にさせた。

「なんか先輩、怒ってませんか？」

「別にそんなことないわよ。富士岡君は妹さんの相手に忙しそうだし、強い気配も感じられないから、今日のところは悪魔探しは延期ね。あんなに可愛かわいい妹さんがいるなら、大事にしてあげないといけないわよ」

　瑠る璃りはトイレの個室のロックを外した。そっと個室の扉を開く。隙すき間まから他の利用者がいないとみるや、忍者のように素早い身のこなしで、瑠璃は男子トイレから脱出した。

　呼び止めることもできず、藤とう紫し郎ろうはトイレの個室で呆ぼう然ぜんと立ち尽くす。

　少年は教室で女の子に顔面騎乗をされた場面を、クラスメートに目撃されたのだ。

　もはやクラスで浮いた存在というレベルではない。

　いつ生活指導をされたり家庭訪問を受けることになったり……警察のお世話になって少年Ａ的な報道をされてもおかしくない。

　絶望しつつ藤紫郎がトイレの個室から出ると、同時に隣の個室のドアが開いた。

（――あれ？　俺おれと先輩が入った時は誰だれもいなかったはずなのに）

　不思議そうに藤紫郎が首を傾かしげると、隣の個室から明るい髪色のツインテール少女が顔をのぞかせた。

「な、なんでこんなとこにいるんだ！」

「お兄ちゃんこそ、トイレに妹を連れ込むなんて……兄妹きようだいでもやっていいことと悪いことがあるんだよ？」

　胡桃くるみが微笑ほほえむ。その笑みには……どこか病んだようなすごみがあった。

「でも、お、お兄ちゃんがそういうのしたいっていうんだったら、胡桃は……だ、ダメだよやっぱり！　いけない……いけないけど……だがそれがいい！」

「お前は何をくちばしってやがりますか？」

　藤紫郎と瑠璃が隠れていた個室に、胡桃がじりじりと少年を追い詰めようとしていた。

「放課後の男子トイレって静かだねお兄ちゃん。ちょっとくらい声が漏もれても大丈夫だよね？　胡桃はお兄ちゃんのために、いっぱい勉強したんだよ。がんばるね。だからお兄ちゃんも気持ち良くなってね。……胡桃、初めてだから痛くしないでほしいな」

　胡桃はそっとスカートをたくし上げた。

「胡桃をお兄ちゃんのものにして♪」

「う、うわああああああああああああああ！」

　藤紫郎は身体からだを右に振った。瞬間、胡桃は立ちふさがろうと右に重心移動する。だが、藤紫郎の初動はフェイントだった。すぐさま左に体重を移動させると、胡桃の脇わきをすり抜け走り抜ける。その機敏な動きに胡桃はついてこられなかった。

「あん♪　お兄ちゃんってば……でも待ってくれなくてもいいんだよ。胡桃は想おもうだけで、すぐにお兄ちゃんを迎えに行けるから」

　胡桃は逃亡する藤紫郎の背中を見送りながら、ケータイを取り出した。そこには白いアルパカのぬいぐるみストラップが下がっている。

「あれ？　充電切れ？　こんな時に限って……でも、お兄ちゃんとはこれからもたあっぷり時間があるんだし、少しずつ追い詰めて……ふふふ♪　待っててねお兄ちゃん♪」



    

  
    
      



    

  
    
      　その後、藤とう紫し郎ろうはすぐさま教室に戻ると、クラスメートたちの視線に弁明もできず、鞄かばんを手にして敗走した。

　逃げることしかできなかった。クラスメートや瑠る璃りはすっかり胡桃くるみを藤紫郎の妹だと思い込んでいる。昇降口までやってくると、藤紫郎は下げ駄た箱ばこ前で再び硬直した。

　藤紫郎の靴の他に、少年宛あての手紙が入っていたのだ。可愛かわいいピンクの封筒の裏には、差出人――お兄ちゃんの妹、胡桃より♪　と書かれていた。

　手紙を開封するのも怖いのだが、内容を確認せずにはいられなかった。もし見ないで捨てたりでもしたら、報復が怖い。

　びりびりっと封筒を破くと、中には便せんが一枚入っていた。



　だいだい大好きなお兄ちゃんへ

　胡桃の初めても、今みたいに破ってね♪

　好き好き好き好き大好きお兄ちゃん大好きだよ♪

　ちゅっちゅしたいよお兄ちゃんといっぱいいっぱいちゅっちゅしてはぐしていちゃいちゃしてくっつきたいよ♪

　いつでも胡桃はお兄ちゃんのものになる準備ができてるからね☆

　妹だけど、一人の女の子としても認めてほしいな♪

　これから毎日、プロレスごっこしようね！

　大好きなお兄ちゃんと早く一つになりたいな。

　胡桃くるみより。

　追伸、他の女の子とエッチなことしたら、胡桃泣いちゃうんだからね！



　藤とう紫し郎ろうは頭を抱えた。

（――で、電波さんだ――――――――――――――――――！）

　藤紫郎は靴を履くと、全速力で帰宅し、自室に籠こもると頭から布団をかぶってガクガクと、生まれたての子ヤギよろしく震え続けた。



　翌日――。

　今日一日、胡桃は姿を現さなかった。だがいつ彼女がひょっこり姿を現すかと思うと、藤紫郎は気が気でない。

　とはいえ放課後そのまま帰るのも寂しかった。もしかしたら、生徒会の仕事が一段落して瑠る璃りから呼び出しがかかるかもしれない。

　結局、胡桃も出てきていないため藤紫郎は学校に残ることにした。ただ、教室では胡桃に見つかる可能性が高いと考えて、藤紫郎は校舎の屋上テラスに向かう。

　屋上は人ひと気けもなく静かで、身を潜めるには絶好のスポットだった。

　階段を上りながら藤紫郎は考える。

　本当は瑠璃のことで頭がいっぱいであれば幸せなのだが、残念ながら今、考えることといったら胡桃の正体についてだ。

　本当の妹という線についてだが、万が一ということもあるにはある。

（――胡桃はいったい何者なんだ？　名字も知らないし……まさか、本当に兄妹きようだいだったりするのか？　父さんか!?　母さんか!?　あああああ！　考えたくない！　平凡な男子高校生にいきなりこんな家族の秘密は重すぎるって）

　少年は肩を落とした。

（――それに……胡桃のこと、瑠璃先輩にはなんて説明すればいいんだよ。瑠璃先輩は本当に俺おれの妹だと思ってるっぽいし）

　階段を上る足がぐっと重たくなる。

（――そうだ！　本当の妹なら、プロレスごっこという線で顔面騎乗もギリギリセーフに……なるわけねえええええええ!!）

　重たかった。心も、足取りも。

　本当に足が重たいと感じた藤紫郎は、階段の踊り場で立ち止まった。

　誰だれかが脚に抱きついている。いつの間にか、藤紫郎が気づいた時にはこうなっていた。

　軽くホラーだ。ホラーな現象を起こしたツインテール少女が顔をあげる。

「お兄ちゃん♪　お兄ちゃんの脚、逞たくましいなぁ……階段を一気に上ってパンパンに膨らんでるね？　こんなにカチカチにしちゃって……胡桃がほぐれるよう特別に気持ち良いいマッサージしてあげよっか？」

　外ももに頬ほおずりする胡桃くるみに、藤とう紫し郎ろうの背筋が冷たくなった。

　彼女はいきなり現れた。なんの前触れもなく、瞬間移動でもしてきたかのように。

「な、なんでこんなところに!?　つうかどうやって!?」

「人ひと気けの無いところに行こうとして……お兄ちゃんってばそんなに胡桃と二人っきりになりたいの？」

　外ももに頬ずりしていた胡桃が、段々と顔を藤紫郎の股こ間かんに近づけてくる。

「こっちの脚はどうかな？　パンパンならマッサージして楽にしてあげるね♪　お兄ちゃんを癒いやしてあげるのも妹の義務だよ」

　小さな手が藤紫郎のズボンをなで上げた。

「お、おいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

「胡桃にまかせて♪　お兄ちゃんの太もも……ハァハァ」

　まかせるわけにはいかなかった。藤紫郎は鋼はがねの意志で胡桃の攻勢に耐える。少年は心から決めていたのだ。

（――初めては、好きになった女の子と……）

　瑠る璃りとのプラトニック契約もあるのだが、いつか、その契約が任期満了に伴い解約が成立するかもしれない。そんなかすかな希望が、藤紫郎にとってはすべてだ。

　だが、そんな藤紫郎の淡い想おもいを打ち砕くかのように、本校舎屋上近くの四階、階段の踊り場には人通りが皆無である。誰だれかの助けは期待できない。自分の力で藤紫郎はこの窮地から脱出をはかった。

「なあ頼むから落ち着いてくれ」

「お兄ちゃんは興奮しないの？　放課後の学校で妹と二人っきりなんだよ？　しかも妹が超積極的なんて、お兄ちゃん冥みよう利りに尽きるでしょ？」

　小柄で、服装を選べば小学生料金で映画が見られてしまいそうな胡桃に、藤紫郎は上目遣いで見つめられた。属性ストライクなら流れに身をゆだねてしまったかもしれない。

　瑠璃が藤紫郎のことをどう思っていようと、藤紫郎は瑠璃に対して一いち途ずでありたかった。それにいきなりこういう展開に持ち込もうとする胡桃は実に怪しい。

　手紙の件も含めて、彼女が危険な毒を含んだ花だと、藤紫郎の本能は警鐘を鳴らしまくった。

「お、俺おれには他に好きな女の子がいるんだ！」

　藤紫郎は本心を口にした。瞬間、胡桃の瞳ひとみに涙が浮かぶ。

「他に好きな……女の子？」

　その瞳は、本気で凹へこんでいるようだった。女の子の嘘うそを見抜けるほど藤紫郎は経験を積んでいないのだが、胡桃の悲しみに嘘はないと感じる。

　それでも藤紫郎は続けた。

「そうだ。だからこういうことはやめてくれ」

　胡桃くるみは抱きついていた藤とう紫し郎ろうの脚からそっと腕を離した。

「それに俺おれはお前のお兄ちゃんじゃない」

「お兄ちゃん……酷ひどいよ……そんな言い方するなんて……」

　少女のぷにっとしたほっぺたの上を、涙の粒が流れ落ちた。

　女の子を泣かせてしまったことに藤紫郎は焦る。だが、ここで引くわけにはいかない。

「俺のことを誰だれか他のやつと誤解してるんじゃないか？」

　胡桃は小さく首を左右させた。

「お兄ちゃんは……胡桃のお兄ちゃんはこの世界でたった一人だけなんだから！」

　懇願するような胡桃の視線に藤紫郎はたじろいだ。

　逃げたい。この、妹系電波ストーカーさんから。

「ともかく、俺はお前とは付き合えない！　それに積極的っていうか、お前のは、へ、変態の領域だ！　好きな男の子にいきなり告白以上のことをするなんて……」

　言いかけて藤紫郎は自分を省みた。

　考えてみれば、藤紫郎は胡桃に説教できるような立場ではない。入学式の当日に瑠る璃りに告白したのは、誰あろう藤紫郎なのだ。

「好きって気持ちがあるなら相手の立場とかも考えてだな……無理のない節度あるお付き合いから始めるべきだ！」

「じゃあ……き、キスしてお兄ちゃん」

「なんでそうなる！」

「エッチよりも……節度あるでしょ？」

　胡桃は瞳ひとみを伏せて踵かかとを上げるとキス顔で藤紫郎に迫る。

　藤紫郎は……胡桃が目を閉じたのをいいことに、階段を駆け下りて逃亡した。

　そっと瞳を開くと胡桃はケータイを取り出す。

「逃げても無駄なんだから……今日は充電もばっちりだよ。そろそろ本気、出しちゃうんだからね」

　胡桃はアプリを起動した。画面に地図が浮かび上がる。

　そこに藤紫郎を表すアイコンが表示されていた。そのアイコンを胡桃がタッチしようとした瞬間、アイコンがふっと消える。

「あ、あれ？　ちょっとどうなってるの？」

　胡桃はケータイに話しかけた。厳密にはそれにぶら下がったストラップに。

　小さなどうぶつぬいぐるみストラップのアルパカが口を開く。

「反応がなくなっちゃいましたねぇ」

　どこか間延びした声に胡桃がストラップをぶんぶん振り回した。

「役立たず！」

「ひいいいえええええ！　振り回さないでください目が回りますから。ともかく反応が消失した場所まで行ってみてはいかがでしょうかぁ？」

　胡桃くるみはケータイをしまうと階段を早足で下り始めた。



　藤とう紫し郎ろうは階段を二段飛ばしで駆け下りながら、胡桃がどこからやってきてもいいように警戒だけは怠らなかった。

　不思議なタイミングでいつの間にか胡桃はやってくる。だから、彼女が上の階から追ってくるに違いない！　と、可能性を限定する方が危険だった。

（――ともかく……変身だ！）

　周囲に人がいないのを確認して、藤紫郎は首輪に指を添えた。この動作と、とあるかけ声によって藤紫郎は変身するよう、自分に暗示というか条件付けをしていた。

「変身！」

　みるみるうちに藤紫郎の視点が低くなった。世界が広大になり、廊下が四車線の車道のように広々と感じられる。

　自慢の毛並みに大きな耳と愛くるしい瞳ひとみ。

　ロングコートチワワに変身した藤紫郎は、きょろきょろと廊下の左右を確認した。

（――どっちから来る……まさか、上か！）

　藤紫郎が天井を見上げると、人影が藤紫郎の前に立ちはだかった。スカートの中身が丸見えだ。白い三角地帯に藤紫郎は見覚えがある。

　胡桃は藤紫郎がきょろきょろしている間に、いきなり音もなく現れた。

　藤紫郎の姿を見つけるなり、胡桃はしゃがみ込む。藤紫郎の目の前にぴっちり閉じた太ももと、白い布地につつまれたふくらみが迫った。

「わぁ♪　チワワだ！　ねぇねぇチワワちゃん。お兄ちゃん見なかった？」

「きゅん？」

　藤紫郎は愛らしく首を傾かしげてみせた。

（――俺おれだって気づいてない！　当然か！）

　胡桃は藤紫郎をじっと見つめた。

「こんなところにいるなんて、どこから来たのかな？　迷子なのかな？」

　呟つぶやくと胡桃は藤紫郎の胴体を両手で掴つかみ上げた。

「お兄ちゃんもどこに行ったかわかんないし……そういえば、お兄ちゃんと同じ赤いチョーカーしてるんだね？」

「きゅ、きゅん」

　一瞬ドキッとした藤紫郎だが、ここは素直に胡桃に抱っこされた。

「首輪にタグはないし、どこの子かわかんないし……チワワちゃんも迷子なんだね。胡桃もずっとずっと迷子だったの」

　胡桃は藤紫郎に視線を落として独り言を続ける。

「でも、ようやく見つけたんだ。理想のお兄ちゃんを」

（――見つけた？　理想の？　どういうことだ？）

「あのね、お兄ちゃんはとっても優しいんだよ。でも恥ずかしがり屋さんなの。胡桃くるみは学校でもお兄ちゃんともっともっと仲良くしたいのに、すぐに逃げちゃうんだ。それに……他に好きな女の子がいるんだって」

（――優しい？　そんな優しさを見せつけた覚えはないぞ？）

　頭を撫なでられながら藤とう紫し郎ろうは考え込む。

「胡桃ね……なんだかとっても……興奮してきたよ」

（――へ？　なに？　どういうこと？）

「お兄ちゃんが他の女の子と付き合うなんて、寝取られるみたいでたまんないよ」

　胡桃は頬ほおを赤らめた。

（――寝取られて興奮するタイプだと!?）

「それでも胡桃はお兄ちゃんを堕おとしてみせるよ！　お兄ちゃんが好きになった人のことを忘れるくらいに、愛して愛して愛しまくって、胡桃のことしか考えられないようにしちゃうんだから♪」

　藤紫郎は身震いした。バレていないから大丈夫……大丈夫だと念仏でも唱えるように心の中で繰り返す。

「あれ？　急にプルプルしてどうしたのチワワちゃん？」

（――なんか……嫌な予感がするぞ）

　変身解除を自分の意志でできるようになったばかりの藤紫郎だが、その時に感じられる「元に戻る」イメージが、藤紫郎の中で勝手に膨らみ始めた。チワワモードを維持しようと集中するのだが、藤紫郎の意識は拡散してしまう。

（――やばい。集中できない……このままだと……）

　人間に戻ってしまう。藤紫郎は胡桃の腕の中で大暴れした。

「わあ！　どうしちゃったのチワワちゃん？」

「離してく……ぎゃんぎゃん！」

「今、しゃべった？」

　胡桃が驚いた瞬間、藤紫郎はその抱っこの腕からするりと抜けると、廊下を一目散に走った。取り残された胡桃がぽつりと呟つぶやく。

「行っちゃった。そうだお兄ちゃんを探さなきゃ！」

　胡桃が再びケータイにマップを表示させると、藤紫郎の反応が再びぽつりと現れた。

「あっ……お兄ちゃんのバカ！　なんで風紀委員会室なんかに……もしかして、風紀委員長の黒くろ川かわ先輩がお兄ちゃんの好きな人なの!?」

　胡桃の表情が恍こう惚こつとなる。

「超きびしいと噂うわさの黒川先輩にいびられるお兄ちゃん……萌もえ。いっぱいいじめられてね♪　ふられたら胡桃が甘く癒いやしてあげるから♪」

　胡桃のケータイストラップになっているアルパカのぬいぐるみが呟いた。

「胡桃さん歪ゆがみまくりですねぇ。私は悪魔ですけど、ちょっと引きます」

「愛が深いだけだよぅ♪」

　藤とう紫し郎ろうと瑠る璃りが探す悪魔契約者は確かに学校内に存在していて、藤紫郎が思っているよりも、ずっとずっと近くにいる……どころか、自分から少年に迫ってすらいたのだった。



　胡桃くるみが廊下で身もだえている頃ころ、変身が解けた藤紫郎は命からがら、風紀委員会室に飛び込んでいた。

「し、失礼します！　あの、匿かくまってくれ！　じゃない、ください！　どうかお願いします風紀委員長様！」

　いきなりノックもせずに風紀委員会室に入ってきた藤紫郎に、黒くろ川かわ真ま森もりは眼鏡のフレームの真ん中を人指し指で軽く押し上げながら呟つぶやいた。

「仕事の邪魔です。退室してください」

「そんなこと言わずにお願いします！」

「匿う必要があるんですか？　学校内に殺人鬼かテロリストでも出たというんですか？」

「いやその……」

　そこまで凶悪ではないものの、ストーカーも十じゆう分ぶん犯罪者だと藤紫郎は心の中で独りごちた。藤紫郎は頭を下げる。

「頼れるのは黒川先輩だけなんです！」

「わたし……だけ？」

「はい！」

「生徒会長よりもわたしの方が頼りになると言うんですね……しょ、しょうがないですね。仕事の邪魔をしないと約束できるなら、許可します。なお、風紀委員会室内でのケータイの使用は禁止です。マナーモードにするか、使用する場合は退室してください」

「わかりました！　邪魔しません！　ケータイも使いません！　むしろ手伝います！」

「仕事は自分で責任をもってやりたいので、結構です。そこに座っていてください」

「あ、ありがとうございます！」

　藤紫郎はようやく生きた心地がした。胡桃の気配は感じられない。

「あの、黒川先輩、質問いいですか？」

「簡潔にまとめてから質問してください」

「じゃあスリーサイズを上から……」

「個人情報なので黙秘します」

　怒られるようなこともないかわり、実にあっさりとした返しだった。

「ところで富ふ士じ岡おか君は、女性のスリーサイズを聞いて回るような変態なんですか？」

「ち、違いますってば冗談です！」

　冗談と言いつつもボリューム満点な真森の胸に藤紫郎はつい、視線をやってしまった。

「じろじろ見ないでください」

「す、すいません。そういえば、他の風紀委員っていないんですか？」

「会議は毎週木曜日です」

「それ以外の日は、いつも独りで？」

「生徒会ほど忙しくはないですから、事務関係の作業は私一人で十じゆう分ぶんです」

　書類の整理をしながら真ま森もりは肩をすくめる。

「黒くろ川かわ先輩ってすごいんですね」

「わたしが……すごい？」

「責任感があるっていうか……なんていうか」

「べ、別に普通のことをしているまでです……あ！　つ、次の選挙では黒川真森と書いてください。責任感のあるわたしに清き一票を」

　思い出したように真森はアピールしてみせた。雑談をしながらも、藤とう紫し郎ろうは風紀委員会室の入り口付近を警戒するのだが……結局、胡桃くるみは姿を現さない。

（――ふう……追って来てないな）

「何をぼんやり見ているんですか？」

「いや、その……来客って珍しいんですか？」

「ええ、まぁ」

　真森は言葉少なに返した。書類整理が終わってしまったのか、手持ちぶさたな感じだ。不意に藤紫郎と真森の視線が合った。今度は真森の方から質問が飛ぶ。

「富ふ士じ岡おか君は生徒会長と、どういう関係なんですか？」

「ど、どどどどどういうって」

　悪魔と契約者。そんな非常識なことを正直に言えるわけもない。

「なんでそんなに焦っているんですか？」

「あ、焦ってないですってば、やだなぁ。あっはっは」

「怪しいですね」

「あ、怪しくなんてないですよ。健全な関係です！」

「健全と強調するところが余計に怪しいです。それに……姫ひめ宮みや瑠る璃りが特定の男子を指名するなんて……信じられません」

「それはまたどうして？」

「中学の頃ころも含めて、彼女に交際を申し込んだ男子がどれほどか、一年生のあなたが知らないのも当然ですけど……べ、別にわたしも生徒会長の男の好みなんて、どうでもいいんですけど」

　藤紫郎はハッとなった。

（――瑠璃先輩、美人だし可愛かわいいし男子人気は絶大だよな。でも誰だれとも付き合わなかったのって、やっぱり……淫いん魔まの力が出ないようにするためか？）

　瑠璃の半分は悪魔でできている。しかもそれは、淫魔なのだ。瑠璃自身、淫魔の力を嫌っている。だから彼氏をつくる機会を全部スルーしてきたのかもしれない。と、藤紫郎は思うと切なくなってきた。

（――淫いん魔まかもしれないけど、瑠る璃り先輩は人間でもあるんだし、人間の女の子は普通に恋だって……淫魔の力が増さないようにするために、そんな普通の恋も封印しなきゃいけないのか？）

　うつむき気味で考え事をしていると、いつの間にか目の前にたわわに実った大ぶりな果実が迫っていた。真ま森もりがパイプ椅い子すに座った藤とう紫し郎ろうの前に立つ。

「生徒会長のことで物思いに耽ふけっているんですか？」

「いやあのそのえっと」

「信じられません。生徒会長がなんであなたみたいな冴さえない男子を……」

「冴えなくてすいませんね！」

　今のままでは瑠璃と釣り合わないことくらい、藤紫郎にもわかっていた。

「だからこそ……気になるんです」

　不意に真森が眼鏡を外した。その瞳ひとみがじっと藤紫郎を見据える。瞬間、藤紫郎は座ったまま意識がぼんやりとしはじめた。

（――なんだ……ろう。逃げ回って疲れたのかな？）

　真森が口を開いた。

「富ふ士じ岡おか君は生徒会長のことが好きなんですか？」

「そ、そんなダイレクトな！　好きっていうか好感が持てるっていうか、尊敬できるっていうか……そうそう！　瑠璃先輩は黒くろ川かわ先輩のことが好きみたいですよ？」

　ダイレクトな質問に恥ずかしくなって、藤紫郎はつい話をそらしてしまった。

　真森が目を丸くさせる。

「な、なな何を言い出すんですか？」

「いや本当に。俺おれもあんまり詳しくは聞いてないんですけど、ともかく黒川先輩と仲直りしたがってるみたいで……」

　真森は眼鏡をかけ直した。のぼせたように赤くなり、眼鏡が曇る。

　藤紫郎はそのまま続けた。

「それに俺、黒川先輩ってすごいなって思いました。俺なんて、誰だれかに自分ががんばってるところを見せようとして、良いい格かつ好こうばっかしようとしがちだけど、黒川先輩は誰にアピールするわけでもなく、こうして学校に残って誰よりも仕事にまじめに取り組んでるし、責任感のある立派な人じゃないと、できないと思います！」

　藤紫郎の力説に真森は伏し目がちになった。眼鏡を曇らせたままぽつりと呟つぶやく。

「やっぱり退室してください。し、仕事に集中できません」

「あ、あの、俺、何か変なこと言いましたか？」

「いいから出ていってください」

　藤紫郎は半ば背中を押されるようにしながら、風紀委員会室から外に追い出されてしまうのだった。



　廊下に出てすぐに、藤とう紫し郎ろうはきょろきょろと周囲を確認した。胡桃くるみの姿は見あたらない。

（――やっと諦あきらめたか？）

　今日はこれでなんとかなった……と、藤紫郎は胸をなで下ろした。風紀委員会室前から当てもなく歩き始める。

（――しっかし、胡桃はどうやって気け取どられずに背後に立ったりしてるんだ？　俺おれの居場所も知ってるような感じだし）

「お兄ちゃん？　そんなに難しい顔してどうしたの？」

「いやちょっと考え事おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!?」

　藤紫郎の背後からツインテールの少女がひょっこり顔を出した。藤紫郎の前に回り込むと、胡桃は微笑ほほえむ。

「また会えたねお兄ちゃん♪　兄妹きようだいの絆きずなが二人の距離を縮めるのかな？」

「だから俺はお前の兄でもないし！　だ、だいたい俺はお前のこと……」

　知らないと言うと傷つけてしまう。だが、藤紫郎は身に覚えがない。かといって断言して逆上される可能性もあった。

　いくつもの焦りが藤紫郎の顔に浮かんだ。胡桃がぷくっとほっぺたを膨らませる。

「もしかして、胡桃のお兄ちゃんになったあの日の事を忘れちゃったの？」

「す、すいません」

　思わず敬語で謝って藤紫郎は認めてしまった。

「もう！　お兄ちゃんのバカ！　よく思い出してよ！　お兄ちゃんは胡桃に、高いところにある本を取ってくれたじゃない？」

「本？　高いところの……あっ」

　藤紫郎には心当たりが一つだけあった。

　瑠る璃りに告白して玉ぎよく砕さいした数日後、図書室に瑠璃がいないかとストーカー一歩手前な妄想を働かせたあの日、藤紫郎は本棚で悪魔召喚マニュアルを見つけたのだ。

　だが、その前に……本棚で背伸びをしている小柄な女子生徒に、高いところにあった本を取ってあげたのである。

　あの時の藤紫郎は、頭の中が瑠璃のことでいっぱいだったので、その女子生徒の顔も髪型もほとんど頭に入っていなかった。

「あ、あの時の!?　いやちょっと待て！　本をとってあげただけだぞ？」

「胡桃はずっと優しいお兄ちゃんが欲しかったんだよ！　ひ、一ひと目め惚ぼれ……なんだよ」

　もじもじと膝ひざをすりあわせるようにして、胡桃はうつむき気味になった。

「そんな……マジか……」

「お兄ちゃんの事を好きになるなんて、胡桃はいけない妹だよね」

　一目惚れ。正確には外見ではなく、藤紫郎の親切心に胡桃は心を打たれたということなのだが、ファーストインプレッションでここまで粘着されるのはよっぽどのことだと、藤紫郎は思う。

（――でも、そんなこと言ったら俺おれだって瑠る璃り先輩にいきなり告白したわけだし）

　世界の半分くらいは愛でできてるんだ。と、藤とう紫し郎ろうの頭の中に言葉が浮かんだ。

　問題はタイミングと状況の悪さである。藤紫郎にはもう、好きな人がいる。

　別に胡桃くるみのようなロリっぽい女の子が苦手というわけではない。藤紫郎は好きになった相手のすべてを愛すると、心に誓っていた。

　だから今の藤紫郎にとって理想のおっぱいはアンダー60くらいのＣカップだし、好きな女の子の髪型は黒髪ロングだ。

　胡桃と先に出会っていたら、どうなっていたかわからない。

　もしかしたら上う手まくいっていたかもしれないのだが……。

（――やっぱり胡桃の恋愛観は間違ってる！）

　藤紫郎をお兄ちゃんとして愛したい。実際には赤の他人だし禁断の愛でもなんでもないのだが、胡桃がそういうプレイを望んでいるのは明らかだった。

（――他人の性癖に文句は言わないが、同意のない行為を強要するのは道義に反する！）

　藤紫郎はじっと胡桃を見据えた。

「胡桃。お兄ちゃんの話を聞いてくれ」

「お、お兄ちゃん？　嬉うれしい！　お兄ちゃんになってくれるんだ？」

「お兄ちゃんには好きな女の子がいるんだ。だから胡桃のことを好きにはなれない」

「もしかして、風紀委員長？」

「ち、違う！　黒くろ川かわ先輩は関係ない！」

「怪しいなぁ」

　他の女の子の話をしているわりに、胡桃はどことなく楽しげだ。

「怪しむな！」

「じゃあ、誰だれなのお兄ちゃん？」

「生徒会長の姫ひめ宮みや瑠璃先輩だ。俺は今、瑠璃先輩の付き人みたいなことをしてて、幸せなんだ。お兄ちゃんのことを想おもう妹なら、お兄ちゃんの幸せを祝福してくれ！」

　胡桃は目を丸く見開いた。

「ぜ、ぜんぜん釣り合ってないよお兄ちゃん！　それって間違い無く、お兄ちゃんの一方的な片思いだよ！」

「そ、そんなことくらいわかってる！　でも俺は、好きになってくれた人より、自分が好きになった人を選びたいんだ。それに俺たち兄妹きようだいなんだろ!?」

　藤紫郎は胡桃の世界観――兄妹設定を呑のみ込んでいた。

（――これできっぱりと諦あきらめるか、瑠璃先輩に憎ぞう悪おが向かうか……賭かけだな）

　瑠璃を楯たてにしたような罪悪感が藤紫郎に芽生えた。胡桃はうつむいたまま呟つぶやく。

「生徒会長にお兄ちゃんを寝取られるなんて……素敵。興奮しちゃうよ！」

　胡桃は両手で自分のほっぺたを包むようにしながら身もだえる。

「あの、何を言ってらっしゃるんですか胡桃さん？」

「だってそうでしょ？　好きになった人には好きな人がいて、その人に奪われるかもしれないって思うだけで……たまらなくなっちゃう！　奪ったり奪われたり」

　藤とう紫し郎ろうは思った。胡桃くるみは「禁きん忌き」が大好物なようだ。

（――しまった！　胡桃は寝取られて喜ぶ属性持ちだ!?　なんて迷惑な女の子なんだ）

　胡桃は赤面しながら藤紫郎に抱きつこうと両手を広げた。

「お兄ちゃんは絶対に渡さないんだから♪」

「う、うわああああああああああああああああああああああ！」

　恥も外聞もなく藤紫郎は逃げ出した。

　廊下を走る。

　角を曲がる瞬間に犬化して横Ｇを緩和すると、再び人間モードになってダッシュする。

　いつの間にか、瞬間犬化の能力に藤紫郎は目覚めていた。

（――やばッ！　無意識に変身してたぞ俺おれ）

　目撃者がいなかったか確認する暇もなく、藤紫郎は昇降口を目指した。

　六組の下げ駄た箱ばこ前まで藤紫郎がやってくると、そこには……胡桃が待ち受けていた。

　まるで瞬間移動でもしたかのように。

（――またかよ！　いや、まてよ……あれ……も、もしかして）

　ある可能性が藤紫郎の脳裏によぎった。藤紫郎は瑠る璃りと契約したことで犬に変身できる力を得たわけだが……胡桃にも何者かが瞬間移動という、人間の常識を超えた力を与えた……かもしれないのだ。

（――なんで気づかなかったんだ俺!?）

「お兄ちゃん！　妹のハグから逃げるなんて、お兄ちゃん失格だよ！」

「失格にしてくれ！」

「もうっ！　お兄ちゃんのこと胡桃が失格にできるわけないじゃない♪」

　下駄箱を前に藤紫郎は立ち往生だ。

　下校時刻が近づきつつある。屋外の運動部も後片付けに入っていた。委員会や文化系の部活動も終わり、昇降口に人の気配が増えつつある。そんな中に、瑠璃の姿があった。

「瑠璃先輩！　よかった……やっと会えた」

　藤紫郎に気づいて瑠璃が二年生の下駄箱の列から、靴を履いてやってきた。

「富ふ士じ岡おか君、まだ学校に残ってたの？　もしかして、私のこと待ってた……とか？」

「それももちろんありますけど！　あの……あの！　胡桃のやつが！」

「胡桃さんって妹の？」

「妹じゃないんです……胡桃があ、あく……あああああああああああ!!」

　藤紫郎は怯おびえ、涙目になり、瑠璃に助けを求めている。瑠璃のために力になりたいと凛り々りしく宣言した姿が見る影もない。こんなに弱々しい藤紫郎に、瑠璃はやっと気がついた。藤紫郎はピンチなのだ……と。

「教室であんな風に馬乗りしておいて見ず知らずの他人なんてどういう事なの？　それに富ふ士じ岡おか君、喜んでなかった？」

「喜んでません！　どういうもなにも、俺おれを追い回して……あれ？」

　瑠る璃りは左右を確認してから首を傾かしげる。藤とう紫し郎ろうも周囲をぐるりと見回した。

　胡桃くるみの姿がない。忽こつ然ぜんと消えてしまった。

「いない。ど、どうして？」

「なんだか大変そうだけど、明日は捜索するから予定を空けておいてね」

「ちょっと待って瑠璃先輩！　推測の域を出てないんだけど、胡桃があ、怪しいんです！　さっきまで追い回されていたんですけど、いきなり出てくるし！」

「胡桃さんなんてどこにもいないじゃない？」

「お願いだから、俺を一人にしないでください！」

「富士岡君が女の子を怖がるなんて……ただ事じゃなさそうね。わかったわ。いっしょに来てちょうだい」

「ああ！　瑠璃先輩マジで俺の天使です！」

「天使なんかじゃないわよ」

　藤紫郎は大慌てで靴を履くと、瑠璃のお尻しりを追いかけるように付いていった。



　運転手の嶋しま木きさんにドアを開けてもらって、藤紫郎は高級車の後部座席についた。嶋木さんは寡か黙もくな人のようで、特に藤紫郎について詮せん索さくするようなこともなく、黙々と車を走らせている。

　広い後部座席の隣に瑠璃が座っていた。それだけで藤紫郎は幸せな気持ちになる。

「先輩、これからど、どこへ？」

「帰宅するのよ。話は家で聞かせてもらうわ」

「瑠璃先輩の家に行けるんですか!?」

「ほら、例の件のミーティングもあるし。学校ではしにくい話もあるでしょ」

　瑠璃は悪魔という単語を避けていた。

（――嶋木さんは悪魔のことを知らないのか？）

　屋敷に着くまで、藤紫郎は余計なことを言わないよう口をつぐむことにした。

　二十分ほどで景色が変わる。区画整理された真新しい分譲住宅地を抜けると、急に山道のような森が広がった。黒塗りの高級車は静かな森の中の道を駆け抜けていく。

「ずいぶんと森の奥の方にまで行くんですね」

「近くにコンビニもないし、不便なのよね」

「もしかして、この森全部、瑠璃先輩の土地だったりして」

「そうだけど？　もう、このあたりは姫ひめ宮みやの私有地よ？」

「は、ははは……冗談のつもりで言ったのに」

「別に私の……っていうわけじゃないけどね」

　家族の話が出そうになると、瑠璃はどことなく浮かない顔になる。

（――あんまり根掘り葉掘り聞かない方がいいのか？）

　瑠る璃りは大だい淫いん魔まの母親を苦手としている。そこら辺の事情を知っておきたいと思う藤とう紫し郎ろうだが、聞き出すタイミングを間違えると瑠璃を傷つけてしまいそうで、なかなか切り出せなかった。

　車はさらに五分ほど森の中を進み、小高い丘を越えて洋館にたどりついた。

　それは藤紫郎が想像していた「お金持ちのお屋敷」というイメージにぴったり当てはまる、風格すら漂わせた立派な建物だった。



　リビングの調度品も外国からの輸入品であろう、高級そうなものばかりで、部屋の奥には暖炉まである。ソファーは身体からだを包み込むようなかけ心地だ。

　藤紫郎は別世界に迷い込んでしまったような気がしてくる。

　ティーセットも一式何十万円もする高級なものなのだろう……と、藤紫郎は思った。落として割ったら大おお事ごとだ。少年のティーカップを持つ手が震える。

「い、いただきます」

　瑠璃の淹いれてくれた紅茶はことさら良いい香りがしたのだが、緊張しっぱなしの藤紫郎には味がよくわからなかった。

「ど、どう？」

「美お味いしいです先輩」

「よかった。紅茶は良く飲むから自分でも淹れるんだけど、こうしてお客様にお出しすることってなかったから」

　瑠璃の表情が緩んだ。

「俺おれはお客様なんて大層なものじゃないですし、だいたい……」

　遊びにくる友達は居ないんですか？　という言葉が口をつきかけて藤紫郎は言葉を呑のみ込んだ。

　中学からの友達だったであろう、真ま森もりとは絶縁状態だ。それに瑠璃が特定の女子と仲良くしているところを、藤紫郎は見たことがなかった。

（――黒くろ川かわ先輩と喧けん嘩かしっぱなしで、友達を作るのも怖がってるのか？　それに悪魔の件もあるし……瑠璃先輩のことだから、きっと悪魔との戦いに一般人を巻き込みたくないんだろうな）

　恋もできない。友達も作れない。なんだか寂しいと藤紫郎は感じた。瑠璃の人気はうわべだけでなく、彼女自身の魅力と日々の努力が勝ち取った本物だけど、憧あこがれの的であって、誰だれもが遠慮して瑠璃を遠巻きに眺めていたのかもしれない。

　後一歩、近づく勇気が周囲の人間にも、そして瑠璃自身にもないのだ。

　生徒会長の孤独を知った瞬間、藤紫郎は「友達いないんですか？」という言葉を腹の中にしまい込んだ。

　瑠璃が不思議そうに藤紫郎の言葉を待っている。

「どうしたの富ふ士じ岡おか君？」

「い、いやそのぉ……ずいぶんと静かだなぁって思って。こんなに広いお屋敷なのに、人の気配がないような……」

「嶋しま木きさんは送迎に来てくれるだけだし、家事はホームヘルパーさんにお願いしてるの。でもご飯は自分で作るわよ」

「そ、そうなんですか。あの、質問があるんですけど！」

「何かしら？」

「屋敷に結界的なものは張ってあるのでしょうか？　ほら！　ゲームとかアニメとか漫画なんかだと、そういった便利な力があるし！」

「そういうセキュリティーはしてないけど、今後は必要になるかもしれないわね」

　藤とう紫し郎ろうはがっくりと肩を落とす。

「じゃあ、胡桃くるみが現れるかもしれないのか。瑠る璃り先輩！　俺おれ、もしかしたら胡桃が悪魔と関係してるんじゃないかって思うんです。たとえば、悪魔と契約したことで性格がより凶暴化したり、きつくなったりとかってあり得ますか？」

「悪魔と契約者は互いに影響しあうから……無いとは言い切れないわね。でも、胡桃さんが契約者だって断定するには、ちょっと理由が弱いかも」

「瞬間移動するんですよ！　俺、放課後ずっと追い回されて……さっきだってあり得ないタイミングで待ち伏せされたし」

「瞬間移動？　かなり強力な能力ね。それだけに強いリビドーが必要になるわ。そんなに手軽に使える力じゃないんだけど……」

　瑠璃がティーカップをソーサーに置いて首を傾かしげた。

「ところで、本当に妹さんじゃないのよね？　富士岡君は身に覚えはないの？　無意識のうちにセクハラしたりしてない？」

「し、してませんってば！　接点はあったんですけど、俺が完全に気づいてなくって」

「気づいてない？」

「胡桃と遭遇した時も、俺、先輩のことで頭がいっぱいだったから……」

　とたんに瑠璃の顔が赤くなった。桜色の唇がフルフルとかすかに震えている。眉まゆ毛げはつり上がって怒っているようなのに、その瞳ひとみはどこか潤んでいた。怒っているのか、それとも恥ずかしいのか？　両方の感情が入り交じったような、複雑な表情だ。

「いきなり恥ずかしくなるようなこと言わないで！　こ、困るでしょ？　そんな風に想おもわれたこと……ないから……私……」

　しゅんとしてしまう瑠璃が、藤紫郎にはなんだかとっても愛らしく思えた。

「冗談なんかじゃないです！　本当にそうだったんです。おかげで余計に胡桃が暴走してるっぽいんですけど。胡桃は俺以上に変態で、妹キャラになって好きになった男をお兄ちゃんと慕いつつ、ストーキングしながらその男に他に好きな女の子がいると、さらに興奮するっていう異次元殺法の使い手なんです！」

「落ち着いて富ふ士じ岡おか君。一つずつ解決していきましょう。悪魔契約者かどうかはともかく、彼女が富士岡君のストーカーなのは間違い無いのよね。ところで、胡桃くるみさんって、名字はわからないのかしら？」

「俺おれの妹という設定を彼女の中でつくってるせいで、名前しかわからない状態です」

　軽く腕組みをすると瑠る璃りはじっと藤とう紫し郎ろうを見据えた。

「それにしても、名前で呼び捨てにするなんて仲がいいのね？」

「違いますってば！　あ！　先輩もしかして嫉しつ妬とですか？」

「違うわよ！　な、なんで私が……そんな」

　眉まゆを八の字にして瑠璃は困り顔になっていた。

「「………………」」

　二人して沈黙してしまう。と、壁かべ際ぎわに寄せられていた古い大きな時計から、ボーン……ボーンと、低い鐘の音が時報として鳴り響いた。

　藤紫郎はドキッとしてソファーから立ち上がると、リビングをぐるりと見回す。

「急にどうしたの？」

「いや、その……胡桃……さんが出てこないかと思って」

　瑠璃はカップを置いて黒髪を人指し指に巻き付けるようにいじりながら、溜ため息いきをついた。

「重症ね。けど、そこまで富士岡君が怯おびえるなんて……もしかして、本当に契約者なのかしら？」

「それ以外考えられませんってば！　けど、先輩と一緒だと瞬間移動してこないし……証明できないんですよ！」

　瑠璃はカップを置くと軽く腕組みした。胡桃が悪魔契約者だとして、瞬間移動してこない理由が瑠璃にはいくつか思い当たる。

「たとえば胡桃さんに瞬間移動の能力があったとして、ここに姿を現さないのなら……きっとリビドー切れね。強力な力は燃費も悪いのよ」

「リビドーがたまったら飛んでくるんですか!?　それじゃあ俺の気は休まりませんよ」

　藤紫郎はがっくりと肩を落とす。瑠璃はピンと人指し指を立てて質問を続けた。

「ほ、他に何か気づいたことはないかしら？」

「うーん、今言った通り、瑠璃先輩と一緒にいると不思議と出てこない……くらいしか。最初、六組の教室に現れた時は瞬間移動してきたかわからないけど、教室には俺以外にも生徒はいたわけだし……けど、教室から瑠璃先輩と一緒にトイレに逃げた時は、追ってこなくて……瑠璃先輩がトイレからいなくなったら、胡桃さんは出て来たんですよ！」

「じゃあ、富士岡君は放課後ずっと逃亡していたの？」

「そりゃあもう全力で逃げ回ってましたが……あっ！　風紀委員長のところに匿かくまってもらったっけ」

「真ま森もりさんに？　そ、そうなんだ」

　瑠璃は少し寂しげにぽつりと呟つぶやく。

「すぐに追い出されちゃいましたけど、今思えば匿かくまってもらっている間も胡桃くるみさんは出て来ませんでした。もしかして、他の女の子がそばにいると瞬間移動が使えなくなるのかも！　きっとそうですそうに違いない！」

　瑠る璃りは眉み間けんに皺しわを寄せて小さく唸うなった。

「何度も使える瞬間移動……他の女の子がそばにいなければ使える……か。そういった制約があれば、あるいは」

　独り言のように呟つぶやいて瑠璃は顎あご先さきを人指し指と親指で挟むようにしながらうなずいた。

「胡桃さんが悪魔契約者という話……可能性は高いわね」

「やっと信じてくれたんですね！」

「まだ証拠はないでしょ？　明日は富ふ士じ岡おか君を泳がせて……人ひと気けの無いところに胡桃さんを誘い出して、確認しましょ。彼女が白なのか、黒なのか」

「俺おれを囮おとりにするんですか!?」

「別に命を狙ねらわれるわけじゃないんだしいいじゃない♪」

「でもまた顔面騎乗されるかもしれないんですよ！」

「そ、それは……耐えるのよ富士岡君」

「ええ――ッ!?」

「もし、胡桃さんが悪魔契約者なら、契約書を剥はがすことになるわ」

「つ、ついに他の悪魔と戦うんですね？　悪魔より胡桃の方が怖いけど……俺は何をすればいいんですか？」

「ま、まずはね……『鼻』の力で相手の……今回は胡桃さんの魔力が強く出ている部分を探り当てるの。そして……ぺ、ペロペロするのよ」

「ぺ、ペロペロって……」

「犬になった富士岡君の『舌』には、相手の魔力を弱める力があるの。ペロペロしてくれたら、後は私に任せてちょうだい」

　説明を終えると、瑠璃はそっと立ち上がった。

「だからあの……こ、今夜一晩だけなら、泊めてあげても……いいわよ。あくまで胡桃さんに襲われないための防衛措置ということで」

「い、いいいいいいいいいいいいいんですか!?　俺、男ですよ？」

「プラトニック限定の約束は守ってくれるんでしょ？」

　瑠璃は少し不安げな眼まな差ざしだ。

「も、もちろんです！　俺、先輩に悶もん々もんとすることはあっても、絶対に触ったりめくったり嗅かいだり潜り込んだりツンツンしたりしませんから！」

「具体的な表現はしないでちょうだい」

「すいません」

「淫いん魔まと同じ部屋で寝るっていうことがどれだけ危険か、貴方あなたこそわかってないわね」

「お、同じ部屋!?　先輩の寝室に行けるんですか!?」

「別室だと胡桃くるみさんが来ちゃうかもしれないんでしょ」

　藤とう紫し郎ろうは耳の先まで真っ赤になった。

「守ってあげる。契約者の危険を回避するのも悪魔の契約のうちだもの。でも、私に触れたらだめよ？」

「も、妄想は？」

「本当はしてほしくないんだけど、富ふ士じ岡おか君のリビドーの回復には必要なのよね……だから、き、禁止はしないわ」

　瑠る璃りはぷいっとそっぽを向いた。

「わかりました！　で、でででででも先輩！　いいんですか本当に？」

「他に方法がないでしょ？　それに、妄想や想像力のエネルギーは必要なの。悪魔は人間の欲望を叶かなえる対価に、それらを自身の力として取り込む存在だから」

　しゅんと瑠璃は気落ちしてしまった。

「先輩、悪魔の力を本当は使いたくないんですよね？」

「うん。力が高まるのは怖いし、淫いん魔まなんて……恥ずかしいもの」

　時々、子供のような無邪気な顔をする瑠璃。生徒会長を立派に務めようとする、しっかりした彼女に藤とう紫し郎ろうは憧あこがれてしまうのだが、こういったピュアな雰囲気の瑠璃も可愛かわいくて、藤紫郎はそのギャップに萌もえっとしてしまう。

「富士岡君もチワワくらいなら長時間の変身はできるだろうけど、この先、新しい能力を発揮するために、他の犬種にも変身できるようになってもらうわ。大型犬の変身を維持するのは大変よ」

「へ？」

「私が貴方あなたにかけた呪のろいは犬になる呪いだけど、犬はチワワだけじゃないでしょ？」

「じゃあ、柴しば犬いぬにもなれるんですか？」

「なれるけど……なんで柴犬なの？」

「だって可愛いじゃないですか！　しかも人気者ですよ！　柴犬に変身して人語を解する頭の良さを発揮しまくったら、テレビとかネットの動画サイトに紹介されまくりで、ＣＭのオファーなんかも来ちゃうかもしれないし！」

「人気者になってどうするつもり？　そんなに女の子にモテモテになりたいの？」

「ハッ!?　先輩、なんでそれを……」

　藤紫郎は自分がタレント犬になってテレビで脚光を浴びる姿を妄想してしまった。平凡な高校生から間違い無くステップアップだ。犬は高校生より強し。

　瑠璃が深く大きな溜ため息いきをついた。

「ともかく、今後はチワワよりも大きな犬に変身できるよう、イメージを固めておいてちょうだいね。トレーニングもしていきましょう」

「犬のトレーニング!?」

　一瞬、藤紫郎はいけない妄想をしてしまった。瑠璃に服従する首輪をつけた自分の姿を思い浮かべる。

「いけません先輩！　俺おれ、心の準備が……首輪とリードでお散歩プレイが限界です！　鞭むちは……鞭だけはやめてください！　俺の中の開けちゃいけない扉が、開きっぱなしになりそうです！　ちんちんとか恥ずかしすぎる！」

「なんで貴方あなたと契約しちゃったのかしら……」

　瑠る璃りのじとっとした視線に藤とう紫し郎ろうは我に返った。咳せき払ばらいをしてから口を開く。

「えーっと。ゲフゴフン！　わかりました。犬のイメージはきっちり決めておきます」

「じゃあ、方針も決まったし夕飯にしましょう」

「先輩の手料理が食べられるんですか!?」

「手料理？　そんなにいいものじゃないわよ」

「もしかして俺おれが先輩に食べられちゃうなんてことは……」

「淫いん魔まならそうかもしれないけど、私は……お母さんとは違うんだから」

　瑠璃は不機嫌そうに口を尖とがらせた。藤紫郎は地雷を踏んでしまったらしい。そのままリビングから出て行ってしまう瑠璃を、藤紫郎は慌てて追いかけた。

「ごめんなさい先輩！　ちょっと悪乗りしすぎました！　料理なら俺、手伝います！」

「手伝うもなにもないんだけど、とりあえずダイニングキッチンまで行きましょう」

　瑠璃のあとについていく。広い洋館の中央広間を抜けてリビングの反対側の区画に藤紫郎はやってきた。

　カウンターに区切られた厨房とディナーテーブルがあるダイニングキッチンだ。内装は他の部屋に比べて新しかった。

「最近、改装してもらったのよ」

「瑠璃先輩って、料理もできるんですか？」

「できないわよ」

　瑠璃は大きな両開きの冷蔵庫の前に立つ。

「今夜はチャーハンと春巻きにしましょう」

　冷凍庫の引き出しを開けると、中には冷凍食品が並んでいた。藤紫郎は唖あ然ぜんとする。

「もしかして、先輩って毎晩……冷凍食品なんですか？」

「やっぱり……変かしら？」

「変ってことはないですけど！　最近の冷凍食品ってどんどん美お味いしくなってるし！」

「そうよね♪　富ふ士じ岡おか君も好きなのを選んでちょうだい」

　冷凍食品を冷凍庫から取りだして、瑠璃は上機嫌で呟つぶやいた。

　藤紫郎はそんな瑠璃に少しだけ、寂しさを感じる。

（――瑠璃先輩って、お母さんが苦手みたいだな。大淫魔っていうくらいだし、家庭料理とか無縁だったのかもしれない。今度、うちに来てくれないかな。俺が作るわけじゃないけど、うちの母さんの料理を食べてもらいたいな）

　そう思った瞬間、藤紫郎は自分の母親に外泊の許可をもらう電話をしなければならないことに気づくのだった。



　夕食の間、瑠る璃りはずっと楽しげにしていた。笑顔が絶えない。明るい瑠璃の表情に、藤とう紫し郎ろうも嬉うれしくなった。

「今日のチャーハンいつもより美お味いしいかも。普通にレンジで温めただけなのに」

　藤紫郎は冷凍ちゃんぽんとチャーハンのセットである。瑠璃は不思議そうにチャーハンを口に運んでから、ある結論に達した。

「一袋分、まとめて温めたのがよかったのかしら？」

　普段の瑠璃はチャーハンを半袋ずつしか食べないらしい。今日は藤紫郎と半分こだ。

　藤紫郎はちゃんぽんの麺めんをずずっとすすってから、一息ついて呟つぶやいた。

「瑠璃先輩って不思議だよな。紅茶は淹いれるのに夕飯が冷凍食品だなんて」

「そ、そう……なの？　べ、別にこれでいいのよ。洗い物だって少なくて済むし、チャーハンは美味しいし……料理ができる女の子の方が富ふ士じ岡おか君は好き？」

「そりゃあ、できないよりはできる方が魅力にプラス……いや、でも先輩は今のままがいいです魅力的ですから！」

「無理にフォローしなくてもいいから。私と富士岡君はあくまで契約してるだけだし、リビドーは必要だけど……好きになられても……こ、困るもの」

　瑠璃はチャーハンを一気にやっつけにかかった。

「瑠璃先輩、そんなに急いで食べなくても……」

「今日のチャーハンが不思議と美味しいんだからしょうがないでしょ？」

　瑠璃本人は気づいてないようだが、その理由が藤紫郎にはなんとなくわかる。

　瑠璃はずっとひとりぼっちだったのだ。この広いお屋敷で。

　誰だれかと会話しながらご飯を食べることも、あまりなかったのだと藤紫郎は思う。

　友達を作らないのも、瑠璃がそういったことに不器用なところに加えて、やはり悪魔のことが関係しているのは明白だ。

　瑠璃の方から他人と距離を置こうとしている。

「そうだ先輩。明日から……いや、その、胡桃くるみさんの件が落ち着いてからでいいんだけど、学校でお昼を一緒に食べませんか？」

「え？　い、一緒に？」

「俺おれ、クラスでまだ一緒に飯を食える友達とかいなくって」

　瑠璃は少し困ったような顔になりながらも、小さくコクリとうなずいた。

「そういうことなら、しょうがないわね」

「あ！　瑠璃先輩に聞きたかったんですけど」

「スリーサイズは秘密よ」

「秘密のある女の子は魅力的です！　俺に発情されたくなかったら、秘密を公開してください！」

「なんでそうなっちゃうのよ！　ちゃんとした質問以外は受け付けません」

「じゃあ、気を取り直して。生徒会長になった経緯を教えてください」

　真ま森もりが瑠る璃りを一方的にライバル視していることが、藤とう紫し郎ろうは気になっていた。

「選挙で選ばれて生徒会長になったんだけど……」

「立候補したんですか？」

「それが……クラスで推薦されちゃって」

　成績優秀かつ品行方正。ビジュアル面はいわずもがな。

「じゃあ、先輩もなりたくてなったっていうわけでもないのか」

「選ばれた以上は一生懸命やるわよ。そうしないと、真ま森もりさんにも悪いし」

「黒くろ川かわ先輩に悪い？　どうしてですか？」

「真森さんに決選投票で勝っちゃったから。中学の時は真森さんが生徒会長で、私はなんとなくお手伝いをしたりしてたんだけど……」

「なるほど。黒川先輩とは中学の時は仲が良かったって、そういうことだったんですね」

「私は今も友達だと思ってる……けど、私がこの領地を相続したことで、支配の力が発揮されちゃったの」

「支配の力？」

「領地を治める悪魔には、自然と人の支持が集まってしまうの。望む望まざるにかかわらずね……だから、私が生徒会長になったのも……」

　瑠璃は先ほどからずっと言いにくそうにしている。チャーハンを口に運ぶ手も止まってしまった。藤紫郎は察する。

「なるほど。そういうことだったんですね」

「本当は真森さんが生徒会長になるべきだったのかもしれないの」

「なんでまた？　そんな風に思うんなら、生徒会長を辞退できなかったんですか？」

　瑠璃は小さくうなずいた。

「辞退するつもりだったけど、私が辞退しても真森さんは『お情けの生徒会長なんてやりたくありません』って……」

「ああ……確かに、黒川先輩ならそういう感じで突っぱねそうですね」

　瑠璃の対人関係の不器用さに藤紫郎は腕組みしながら心の中で唸うなった。完かん璧ぺきに見える瑠璃だが、弱点もたくさんあるのだ。

　けれど、その方が人間らしいと藤紫郎は思う。瑠璃はぽつりと呟つぶやいた。

「もう一度言うけど、私が選ばれたのは、私が……この街を領地にしてるからなの」

「俺おれは先輩が生徒会長になったのは、先輩のまじめな生活態度や人間性がみんなに認められたからだと思います！」

「そう……かな？」

「そうです。先輩が人間として努力した結果が、今の生徒会長という立場です。だから自信をもって会長らしくしていてください。俺は……入学式のスピーチを見て、先輩に憧あこがれちゃったんだし」

　再び瑠る璃りのチャーハンを食べるスピードがあがった。

「春巻きが奇数だから、特別に一個多く食べてもいいわよ。あと、お風ふ呂ろは先に入ってね。寝る時の着替えは来客用のバスローブがあるから、それを使ってちょうだい」

　食べながらしゃべるという器用なことをしながら、瑠璃はまくしたてる。なんだか小動物チックで藤とう紫し郎ろうはそんな瑠璃に、ほんわかとした気持ちになってしまった。



　藤紫郎は生まれて初めてバスローブを装着した。なめらかな肌触りで着ているだけで気持ち良くなってしまう。

　瑠璃の寝室はまるで物語のお姫様の部屋のようで、ベッドに天てん蓋がいまでついていた。そんなクイーンサイズのベッドに、藤紫郎は自分の枕まくらを設置しようとする。

「じゃあ、お先に失礼しま……」

「富ふ士じ岡おか君はあっちよ」

　後から寝室に入ってきた瑠璃は可愛かわいいパジャマ姿で、そっと部屋の隅にあるソファーを指さす。そこには毛布が一枚用意されていた。

「先輩なんでネグリジェじゃないんですか!?　楽しみにしてたのに！」

「あ、あれは淫いん魔まの衣装だもの！」

「でも、パジャマ姿も可愛いです！」

「いいから寝てちょうだい！」

　藤紫郎はしぶしぶ枕を持ってソファーに向かった。瑠璃が部屋の照明を落とす。

　月明かりが窓から入り込んで、室内を幻想的に照らしていた。

「明るい夜みたいね。月の明かりって……ちょっと苦手」

　瑠璃はカーテンをサッとしめると、静かに藤紫郎に告げる。

「それじゃあお休みなさい」

「お休み先輩」

「ベッドに近づいたら、だ、ダメよ？」

「わ、わかってますってば」

　藤紫郎は枕を抱えてソファーにごろんと寝転んだ。

　部屋の中がしんと静まり返る。

　藤紫郎はぎゅっと目をつぶった。

　瑠璃の寝室。瑠璃が寝起きする場所。瑠璃の匂においで満たされた空間。

（――な、生なま殺ごろされる！）

　シルクのような肌触りの枕に藤紫郎は興奮した。

（――いけない。こんなところでそういうのはいけないぞ俺おれ！）

　闇やみの中で五分が経過した。藤紫郎は落ち着かない。

「先輩？　もう寝ちゃいましたか？」

「そんなに早くは眠れないわよ」

「あの……瑠る璃り先輩にもう一つだけ……」

「エッチな質問は禁止ね」

「しませんってば。先輩の……お母さんのことを聞かせてください」

「な、なななななんで？」

「あ！　話せないことならいいんです！」

「話せないこともないけど……前にも言った通り、私のお父さんは人間で、母親は大だい淫いん魔まで、私が生まれてからお父さんは行方不明なの」

「先輩は悪魔界にいたんですか？」

「ずっと人間界だったわ。この屋敷に住んでたの。小さい頃ころは身体からだが弱くて、勉強は家庭教師の先生に来てもらってたわ。お母さんはいつも家を空けていて、たまに帰ってきたりもしたけど……家事や私の面倒をみてくれたのは、ホームヘルパーの三み宅やけさんで……今は年齢的なこともあって引退しちゃったのよ」

「じゃあ、その三宅さんが母親代わり……みたいな？」

「良いい人だったけど……三宅さんも嶋しま木きさんも、悪魔のことは知らないの」

　藤とう紫し郎ろうの悶もん々もんとした気持ちが雲うん散さん霧む消しようした。

　瑠璃は悩みながら生きてきた。藤紫郎が考えていた通り、自分から孤独になることで、他の人間を巻き込まないようにしてきたのだ。

　藤紫郎はそんな瑠璃にとって、悪魔の秘密を打ち明けることができる初めての人間なのかもしれない。

「俺おれは瑠璃先輩とずっと一緒ですよ。なにせ悪魔の秘密の共有者なんだし」

　瑠璃は薄手の羽毛布団を頭からかぶると、ベッドの上でもぞもぞと蠢うごめいた。

「は、早く寝てちょうだい。明日は決戦なんだから」

「決戦ってまた大げさな……」

　藤紫郎は溜ため息いき混じりに呟つぶやくと、全身から力を抜いた。目を閉じる。

　すっきりしたところで、ようやく藤紫郎はまどろみ始めた。そのとき、身体に上からのしかかられたような重みを感じる。その重みには体温があった。

　藤紫郎が目を開くと、そこには瑠璃の顔が迫っていた。

「る、瑠璃先輩？」

「富ふ士じ岡おか君……ハァ……ハァ……」

　藤紫郎の腰の上にまたがるようにして、瑠璃は胸元をはだけさせた。パジャマの背中側が窮屈そうにもりあがっている。そして、瑠璃のお尻しりのあたりには蛇が鎌かま首くびをもたげるように、尻尾しつぽがゆらゆらと揺れていた。

　ガードの固い瑠璃の胸があらわになった。ブラに包まれた片手に丁度収まるサイズのそれが、藤紫郎の目前にたゆんぷるんと迫っている。

　瑠璃の瞳ひとみは紅あかく妖あやしい色を帯びている。瑠璃が藤紫郎の首もとに顔を埋うずめてきた。

「男の子の匂におい……ん……これが……富ふ士じ岡おか君なのね」

　藤とう紫し郎ろうは動けない。恐怖はなかった。ただ、瑠る璃りにこのまま捕食されることを、藤紫郎の本能が望んでいた。相手の本能までも淫いん魔まの力はコントロールするのだ。

　少年の首もとにちろちろと、くすぐったい感触が走る。瑠璃の舌先が藤紫郎の喉のどのあたりまで舐なめ上げた。

「だ、だめ……守ってあげるって……約束したのに……富士岡君……にげ……て」

　瑠璃の瞳ひとみが明滅する。瑠璃は何かと戦っていた。瑠璃が彼女の中の淫魔の本能にあらがうと、藤紫郎の身体からだに力が戻る。今なら抜け出すこともできそうだ。

「お、俺おれは……逃げない！」

　藤紫郎はぐいっと身体を起こすと、瑠璃の身体をぎゅっと抱きしめた。

「先輩ごめんなさい！　触れないと言ったけど……でもこれはプラトニックですから！」

　ただただ、ぎゅっと瑠璃を抱きしめる。ここで逃げたりつっぱねたりしては、瑠璃が孤独になってしまうから。そんな想おもいで藤紫郎は瑠璃を抱きしめた。

「富士岡君……ごめんね……ううん……ありがとう」

　瑠璃の背中に開きかけていた悪魔の羽が、ゆっくりとしぼんでいく。尻尾しつぽもいつの間にか消えていた。

「もう大丈夫。収まったから……」

「先輩！　瑠璃先輩！　ハスハス！　ハァハァ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「せ、せっかく見直してあげたのに！　ばかっ！」

　瑠る璃りの方から藤とう紫し郎ろうをどん！　と、突き飛ばす。藤紫郎はソファーにぶっ倒れて、そのまま意識を失う……フリをした。

　瑠璃がそれに気づいているのか藤紫郎にはわからないのだが、彼女がベッドに戻る気配を感じて、藤紫郎は心の中でホッと息を吐つくのだった。



　――翌日の放課後、藤紫郎は体育館裏にやってきた。

　藤紫郎の推測は正しかったようで、他の人と一緒にいると胡桃くるみはやってこない。

　放課後まで藤紫郎は可能な限り、瑠璃から離れなかった。

　そして、満を持して今、人ひと気けの無い場所で少年は一人になったのだ。

「お兄ちゃん！　生徒会長とあんなにべたべたして！　胡桃とっても寂しかったんだから！　昨日から全然お兄ちゃんのところに行けなくて、すごくつらかったんだから！」

　藤紫郎の背後に胡桃が突然、姿を現した。だが、藤紫郎は臆おくすることなく振り返る。

「来たな……小お野の寺でら胡桃さん！」

　藤紫郎はびしっと胡桃を指さした。さらに続ける。

「俺おれの名字を言ってみろ！」

「お兄ちゃんは富ふ士じ岡おかでしょ？」

「そういうお前は小野寺さんじゃないか？　名字が違う。つまり俺とお前は兄妹きようだいでもなんでもない、赤の他人だ！」

　胡桃はフンッ！　と鼻で笑った。

「お兄ちゃんと胡桃は魂の絆きずなでつながった兄妹だから、名字なんて関係ないし！」

「この強引さ……や、やるな」

　ストーカー気質を持ち合わせた変態同士の対決では、藤紫郎の勝ち目は薄かった。胡桃の思い込みの激しさは藤紫郎以上だ。胡桃はさらに続けた。

「それに異母兄妹の線だってあるんだよ♪」

「あるかッ！」

「じゃあこうしよう！　うちのお父さんとお母さんが離婚して、お兄ちゃんの家の両親も離婚して、お互いにカップルを交換して再婚すればいいと思うの！　ああ、なんだかすごく禁きん忌きな感じ」

　うっとりとした表情の胡桃の目の前で、藤紫郎はそっと首輪に指を触れた。

「ともかく、お前が悪魔と契約してることはわかってるんだ。その契約を破棄しろ」

「どうしてそのことを……でも胡桃はお兄ちゃんとちゅっちゅらぶらぶするためなら、悪魔にだって魂を売るんだから！　グラム69円の大安売りだよ！」

「破棄するつもりはないんだな？」

「もちろんないよ。そんなことよりお兄ちゃんは生徒会長と付き合ってもいいんだよ？　胡桃はそんなお兄ちゃんを誘惑して奪うことに興奮するタイプだから」

　胡桃くるみの目はどこか虚うつろだった。対たい峙じする藤とう紫し郎ろうと胡桃の真上から声が響く。

「富ふ士じ岡おか君！　胡桃さんの意識が悪魔に呑のみ込まれ始めてる！」

　瑠る璃りは体育館の屋根の上にスタンバイしていた。スタントマンよろしく飛び降りてくる。まるで重力から解放されたように、地面に接触する寸前のところで瑠璃の身体からだはふわりと一瞬、浮かび上がった。

　ゆったりと風に乗ったシャボン玉のように、瑠璃は軽々と着地する。悪魔の力を使いたがらない瑠璃だが、悪魔と戦うとなれば話は別だ。

「やっぱりその子、悪魔契約者で間違いないみたいね」

　鎌をかけたことで、胡桃は馬脚を現し瑠璃の疑いは確信に変わった。

「生徒会長……姫ひめ宮みや瑠璃……邪魔ばっかりして……もっと、もっとお兄ちゃんを悶もん々もんとさせて！　胡桃の恋を困難なものにして！　もう、お兄ちゃんとエッチしてもいいから！」

　胡桃は呼吸を荒らげている。言われた瑠璃の顔が赤くなった。

「ちょ、ちょっと……何を言ってるの？」

「お兄ちゃんとエッチする時は動画を撮らせて！　胡桃、宝物にするから！」

「あ、貴方あなたは富士岡君が好きなんじゃないの？」

「大好きだよ！　大好きなお兄ちゃんが他の女の子と……ゾクゾクしちゃう！」

　藤紫郎が叫んだ。

「瑠璃先輩！　胡桃のネジが何本か飛んじまってる！　俺おれから仕掛けます」

　さん付けも忘れて藤紫郎は頭の中に犬のイメージを膨らませた。

「待って富士岡君！　迂う闊かつに飛び込むのは危ないわ！」

　瑠璃は警戒していた。だが、藤紫郎は止まらない。慎重になりすぎても前には進めないのだ。瑠璃が踏み出せない一歩を、自分が踏み出す。と、藤紫郎は気勢を上げた。

「変身！」

　藤紫郎のシルエットが小さくなる。だが、チワワまで小型化はしなかった。

　柴しば犬いぬだ。黒い毛並みの柴犬に藤紫郎は変身していた。

　一気に加速して黒い弾丸となり、妄想に身もだえっぱなしな胡桃に襲いかかる。

　瞬間――胡桃のケータイストラップから小さなぬいぐるみが独りでにはずれて地面に落ちた。それはむくむくと巨大化し、あっという間に本来の大きさになる。

　人間よりも背の高いアルパカだった。本物ではなくそのボディーはぬいぐるみだが、実物大だ。巨大アルパカぬいぐるみは口を開いた。

「ひいいいいいい！　犬怖いです！　やめてくださいこないでください死にますから！」

　藤紫郎は巨大アルパカのおののく姿にびっくりして、思わず足を止めてしまった。アルパカは背後に胡桃をかばうように、藤紫郎の前に立ちはだかる。

　が、アルパカは逃げ腰だ。甲高い警戒音を白い毛むくじゃらは発していた。

　瑠璃がアルパカを見据える。

「貴方……本当に悪魔なの？　なんだか弱そうなんだけど」

「弱そうとは失礼な。人間界にいる間は、ぬいぐるみという仮の姿なので愛らしいかもしれませんが、私はこれでも立派な悪魔なんですよ？」

「富ふ士じ岡おか君。吠ほえて！」

　瑠る璃りの指示で藤とう紫し郎ろうは犬っぽい発声を心がけつつ、牙きばを剥むいた。

「う―――――っ！　わんわん！」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！」

　アルパカは悲鳴をあげると、かぱっと口を開いた。そこから液体が藤紫郎に向かって放たれる。

「避よけて富士岡君！」

　咄とつ嗟さに藤紫郎は回避した。唾だ液えきがべっちょりと、今し方藤紫郎が立っていた地面に着弾する。地面を溶かしたり燃えたりすることはないのだが、その臭においに藤紫郎の鼻は衝撃を受けた。

「く、臭くさッ！　なんだこれ！」

　アルパカ悪魔はドヤ顔だ。

「アルパカ最後の防衛手段。臭い唾液ですが何か？」

「瑠璃先輩！　たぶん……こいつ弱いですよ」

　藤紫郎がアルパカ悪魔を迂う回かいして、その背後の胡桃くるみを強襲した。アルパカは首をぐんにゃり曲げて、柴しば犬いぬの動きを先読みしながら唾液を飛ばそうとする。

「そうはさせないわよ！」

　瑠璃がアルパカ悪魔の首に抱きついた。瞬間、瑠璃に至福の時が訪れる。

「なにこの抱き心地。もっちりふわふわしてて……き、気持ちいい」

「毎日のシャンプー＆リンス＆トリートメントは欠かさないですからねぇ」

　アルパカが自慢する間に、柴犬は胡桃に飛びかかっていた。

「お、お兄ちゃんが犬になって胡桃を……禁きん忌きすぎるよ！　しかもお兄ちゃんの好きな生徒会長の前で！　野外だし、学校だし……いくつのタブーを犯せばお兄ちゃんの性欲は満足するの！　お兄ちゃんやめて！　ううん、やめないで！　胡桃を無む茶ちや苦く茶ちやにして！」

　胡桃は抵抗する素振りしか見せなかった。飛びかかった藤紫郎にあっさりと押し倒される。藤紫郎は鼻を胡桃に押しつけた。平べったい胡桃の胸元で前足をばたばたさせると、タイがほどけて着衣が乱れる。開いたシャツの隙すき間まに鼻先をつっこんだ。

　谷間のない胸の平原が広がっている。瑠璃とも違う肌の匂においを藤紫郎は吟ぎん味みした。

　牛乳のようなミルキーな匂いだ。小さな可愛かわいい純白のブラのカップに藤紫郎は鼻先をくっつけ、深呼吸した。

「ハスハス……ここ……なのか？　いやビミョーにズレてる感じがするぞ」

「や、やだぁ♪　お兄ちゃんそこじゃないよ。もっと中の方だよ？」

　胡桃の方からシャツを脱いでブラを露出させた。小さなふくらみかけの胸に藤紫郎の視線は釘くぎづけだ。だが、藤紫郎はそこから肝心な匂いを感じない。

「お兄ちゃん♪　胡桃くるみのおっぱいかわいいでしょ？　好きにしてもいいんだよ？」

　胡桃の方から藤とう紫し郎ろうの頭部をぎゅっと抱きしめ、胸に押しつけた。だが、それで藤紫郎は確信する。胡桃の弱点は胸ではないと。かすかに感じた悪魔の匂においに、藤紫郎は首くび相撲ずもうから脱出して胡桃の胸の上を通過し、うっとりとした表情の少女の顔に鼻先をもっていった。そして、鼻を顔の横にずっぷし突き入れる。そこには胡桃の小さな耳があった。

「ハスハス……ハッ!!　この柔らかい部分が怪しい！　瑠る璃り先輩！　見つけました！」

「富ふ士じ岡おか君！　そ、その弱点を貴方あなたの舌でな、舐なめるのよ！」

「いいんですか先輩!?　なら、遠慮無く行かせていただきますッ!!」

　藤紫郎の舌が胡桃の耳たぶを揺らした。

「ひゃん♪　ら、らめぇ……耳たぶらめぇ！　そこだけはやめてお兄ちゃん！　許して！　許してぇ♪」

　胡桃が痙けい攣れんを始める。女の子に酷ひどいことをしているような罪悪感が藤紫郎の心を蝕むしばんだ。だが、瑠璃の領地で他の悪魔が力をつければ、それに対抗しようと瑠璃の悪魔の力も高まってしまう。そうなると藤紫郎は瑠璃のご飯にされてしまうかもしれない。やらなければみんなが不幸になるのだ。自分が居なくなれば瑠璃はまた、ひとりぼっちになってしまう。

（――瑠璃先輩のため……それに胡桃も、悪魔に利用されているだけなんだ。こんな方法しかできないけど、俺おれが……救うんだ！）

　藤紫郎は一心不乱に舐めた。舐めて舐めて舐めまくった。

　身もだえして、もんどり打った胡桃の背中に契約書が浮かび上がる。これが藤紫郎が「鼻」と同時に獲得した「舌」の能力だった。相手の弱点を責めることで、隠された契約書を暴き出すのだ。

　アルパカ悪魔のモフりごこちに動きが止まっていた瑠璃だが、その強烈なモフモフ感の誘惑をなんとか断ち切り、首に回した腕を離す。

「あ、危ないところだったけど……負けられないのよ私は！」

　瑠璃は胡桃の背中側に回り込んだ。制服の上着をひっぺがす。

　胡桃の小さな背中には魔法陣が浮かび上がっていた。

「これで……終わりね」

　浮かんだ契約書のはしをつまんで、瑠璃は一度だけアルパカ悪魔を見据える。

「言い残すことはないかしら？」

「いやぁ特にありませんねぇ。なにせ胡桃さんは私では制御不能なくらいの変態さんだったもので、解放してもらって助かります」

「え？　彼女が変態なのは貴方の影響を受けたからじゃないの？」

「契約を破棄してみればわかりますよぉ」

　柴しば犬いぬモードの藤紫郎が吠ほえた。

「瑠璃先輩惑わされないで！　こんな変態な女の子、いるわけないですってば！」

「そ、そうよね……えいッ！」

　瑠る璃りはぺりぺりっと胡桃くるみの背中の契約書を剥はがす。すると、アルパカ悪魔が黒い炎に包まれた。

「それではみなさん、お達者でぇ」

　言い残してアルパカ悪魔は消し炭一つ残さず消滅する。瑠璃はほっと息を吐ついた。藤とう紫し郎ろうも瑠璃のそばでお座りして首をあげる。

「うまくいきましたね先輩」

「ええ。富ふ士じ岡おか君もお疲れ様。まずは一体ね」

「ええ！　これで終わりじゃないんですか？」

　少年の問いにうなずきながら、瑠璃は胡桃の着衣の乱れを直すと、その額に手を当てた。その間に藤紫郎は人間モードに戻る。

「先輩、これからどうするんですか？」

「こうやって相手の額に触れて記憶を消すんだけど……あれ？」

「どうしたんですか？」

「それが……き、消えないのよ」

「消えないって？」

「私が悪魔なことも、富士岡君のことも……なんて強い執着心なの!?」

　そうこうしているうちに胡桃は目を覚ました。

「あれ？　ここは……生徒会長に……お兄ちゃん？」

「や、やあ。大丈夫かい小お野の寺でらさん？」

　あくまで他人のふりをしようと、藤紫郎はわざとらしく名字で呼んでみた。

「もう！　お兄ちゃん名字で呼ぶの禁止だよ！　犬になってあんなにぺろぺろして、胡桃……恥ずかしすぎてお嫁さんに行けないよ！　責任とってお兄ちゃん！」

　悪魔との契約を解除したにもかかわらず、胡桃はほとんど変わっていない。

「先輩早く記憶を消して！」

「む、無理なのよ！　胡桃さんのリビドーが強すぎて、今の私じゃ手に負えないの！」

　藤紫郎の時もそうだったのだが、瑠璃が記憶を消すのが苦手なのか、悪魔に関かかわった人間が瑠璃の手に負えないのか、今までまともに成功したことがない。胡桃が微笑ほほえんだ。

「これからは、胡桃も仲間にいれてくれるよね？」

　よいしょっと呟つぶやきながら胡桃は立ち上がる。

「は？」

　唖あ然ぜんとする藤紫郎に胡桃は続けた。

「お兄ちゃんと生徒会長がいちゃいちゃするのを、胡桃はこっそりのぞき見してハァハァしたりするんだよ？」

「なんでそんなに屈折してるんだお前は！」

「やぁん♪　お兄ちゃんに怒られちゃった」

　怒られるのもコミュニケーションのうちといわんばかりで、胡桃は楽しげだ。

　瑠る璃りが眉まゆをつり上げる。

「だ、ダメよ！　もう契約も解除したんだし、貴方あなたは普通の生活に戻ってちょうだい」

「そうやって胡桃くるみを仲間外れにしていいのかなぁ？　お兄ちゃんと生徒会長のこと、みんなにバラしちゃってもいいんだよ？　オカルト研究会とか、信じちゃうかもね？　新聞部が取材に来ちゃうかもね？　大騒ぎになっちゃうかもしれないね？　お兄ちゃんが犬に変身できるところとか、動画で撮影して配信しちゃおっかなぁ」

　胡桃はじっと藤とう紫し郎ろうを見つめた。

「だからね……お兄ちゃんと生徒会長の……ううん、瑠璃お姉ちゃんの仲間に入れて♪　胡桃くるみもいっしょにいけないパーティーに参加させて！」

　藤紫郎と瑠璃はお互いに顔を見合わせると、がっくりと肩を落とす。

　記憶を消せない以上、胡桃の提案を呑のむ以外に、穏便に済ませる手段を二人は持ち合わせていなかった。



    

  
    
      


４．目立つ変態より目立たない方がよっぽど危険ですか？



　生徒会室には藤紫郎と瑠璃と……胡桃の姿があった。

　これまで瑠璃とふたりきりの秘密を共有していた藤紫郎だが、もう一人の共有者によって平穏はすっかり脅おびやかされてしまった。

　椅い子すに座っている藤紫郎の背後に回ると、胡桃が首もとに腕を回して抱きついてくる。

「お兄ちゃんといっしょにいられて胡桃、幸せ♪」

「こらくっつくなよ！」

「いいじゃん兄妹きようだいなんだから」

「誕生日はお前の方が先じゃないか！」

　実質、胡桃の方がお姉さんだということが、アルパカ悪魔を撃退したあとに判明したのだが、胡桃は変わらず藤紫郎をお兄ちゃん扱いしたままだ。

　瑠璃が生徒会長の席で溜ため息いきをつく。

「よかったわね富ふ士じ岡おか君。妹さんができて」

「よ、よくないですから瑠璃先輩！」

　焦る藤紫郎とは逆に、胡桃は余裕たっぷりで瑠璃に視線を向けた。

「瑠璃お姉ちゃんってば胡桃に焼やき餅もちぷっくりさせてるの？」

「さ、させてないわよ」

「ふっふん♪　強がりは身体からだに毒だよぉ？」

「強がってないから！」

　少しだけ瑠る璃りの語気が荒くなった。藤とう紫し郎ろうは胡桃くるみの腕を丁寧に外して立ち上がる。

「じゃあ今日もそろそろ悪魔を探しに行きましょう瑠璃先輩！」

　そう口にした瞬間、トントンっと生徒会室の扉がノックされた。瑠璃が焦り気味に返事をする。

「ど、どどどどうぞ！」

「失礼します。生徒会長」

　眼鏡をスチャッと指で押し上げながら、風紀委員長の真ま森もりが生徒会室にやってきた。

「まも……黒くろ川かわさん！　い、いらっしゃい！　そうだお茶にしましょう！」

「おかまいなく。それにしても……また一人増えたんですか？」

　不意に胡桃が真森の前に立つと、じっと真森を見据えてぽつりと呟つぶやいた。

「おっぱいお化け」

「なっ……なんですかいきなり？」

　不機嫌そうな真森に胡桃は追い打ちをかける。

「むっついエロ眼鏡先輩、生徒会になんの用事なの？」

　胡桃と真森の視線がぶつかりあい火花を散らした。

「あら、こんなところに洗濯板があるなんて不思議……ごめんなさい、胸だったみたいですね。あまりに貧相だったもので間違えてしまいました」

　真森はフンッと鼻で笑った。今度は胡桃が涙目だ。

「負け犬雌豚風紀委員長がいじめるよ瑠璃お姉ちゃん！」

　胡桃が今度は藤紫郎ではなく、瑠璃に泣きついて真森にあっかんべーをする。瑠璃はきょとんとした表情のまま硬直してしまった。

「え、ちょ、ちょっと……あの黒川さんも落ち着いてちょうだい」

　真森が拳こぶしをぎゅっと握りしめてから、びしっと瑠璃と胡桃を指さす。

「自分の口からは言えない事を下級生に代弁させて、満足ですか生徒会長？」

「お、おもってないわよ！」

　胡桃が勝手に引っかき回しているのだが、瑠璃も真森もすっかりそれにのせられてしまっている。瑠璃に泣きついていた胡桃が藤紫郎の元に戻ってきた。

「ふふふ♪　つぶし合え♪　お兄ちゃんみてみて。女って汚い生き物だよね？　胡桃はあんな風にはならないから。ずっとずっとお兄ちゃんの可愛かわいい妹だから安心してね」

　藤紫郎はぽつりと呟いた。

「お前が一番汚い生き物だっての」

「やぁん♪　もっともっといいいいいっっぱい罵ののしってお兄ちゃん！　胡桃をさげすんで！　汚して！　ぐちゃぐちゃにして！」

　藤とう紫し郎ろうは頭を抱えつつ、瑠る璃りと真ま森もりの視線がぶつかる中間地点に歩み出た。瑠璃を背にかばうようにして真森の前に立つ。

「黒くろ川かわ先輩が生徒会室に来るなんて、何か事件でも起こったんですか？」

「最近、生徒会の仕事が滞っているという報告がありました」

　思い当たる節ふしは藤紫郎にもあった。藤紫郎と二人で悪魔探しをしながら、これまで通り成績も落とさずに、さらに生徒会の仕事もしなければならない瑠璃だが……胡桃くるみが加わったことで、さらに胡桃の監視という項目まで増えてしまったのだ。藤紫郎は弁明した。

「それはほら、あの……生徒会長だって人間だし、調子が悪い時もあるってことで……」

　真森が首を小さく左右に振った。

「協力員が足を引っ張っているんじゃないんですか？」

　ある意味、その通りなので藤紫郎は反論できない。

　瑠璃は席からスッと立ち上がった。

「ふ、二人のせいじゃなくて、私の力不足です。ごめんなさい」

「辞任してください」

「は……はぃ」

　瑠璃はしゅんとうつむいてしまった。さらりと重要なことを決断したように思えて、藤紫郎は振り返ると声を張る。

「瑠璃先輩！　生徒会長やめちゃっていいんですか！」

「……ハッ！」

　うっかり辞表を提出しかねない瑠璃に、藤紫郎は不安になった。校内での悪魔探しに生徒会長という肩書きは、結構便利なのだ。真森がふふっと笑う。

「冗談です生徒会長。今日こうしてやってきたのは、生徒会長がきちんと仕事をしているか監査してほしいとの要請を風紀委員が受けたためです。これは風紀委員会に提出された生徒会長への嘆願書です。五十名ほどですが署名が集まっています」

　真森は藤紫郎の脇わきを素通りして、瑠璃に書類を手渡した。手書きの署名でそれぞれ筆跡が違うと確認できるものだった。瑠璃は眉まゆを八の字にして困り顔だ。

　真森は続けた。

「全生徒数からみれば大したものではありませんが、無視できる数でもないと思います」

　藤紫郎も瑠璃の後ろに回り込んで署名のリストを確認した。そして口を開く。

「瑠璃先輩。これもきっと、瑠璃先輩なら今以上にもっと良いい生徒会長になれるっていう、期待の表れですってば」

「そ、そうなのかしら富ふ士じ岡おか君？」

　少し不安げな瑠璃に藤紫郎は力強くうなずいた。そんな藤紫郎の意見を押しのけるように、真森が厳しい眼まな差ざしで瑠璃を見据える。

「不信任案には届きませんが、あまり放課後に校内を徘はい徊かいするような真ま似ねはしない方がいいと思います。生徒会長の仕事に差し支えますよ？　それでは失礼します」

　言うだけ言って真ま森もりは生徒会室から出て行ってしまった。その背中に胡桃くるみがあっかんべーをしまくる。藤とう紫し郎ろうは苦笑いだ。

「ところで、小お野の寺でらさんは黒くろ川かわ先輩と面識があるのか？」

「小野寺さんなんて呼ばないで！　胡桃って呼んでよお兄ちゃん！　さもないと、お兄ちゃんの下げ駄た箱ばこに胡桃の恥ずかしい写真をこっそり忍ばせるよ？」

「すいません勘弁してください。胡桃さ……胡桃」

「お兄ちゃんは素直で良いい子だなぁ」

　胡桃は満足げに笑った。

「なんだか本当の兄妹きようだいみたいに仲良しなのね？」

　瑠る璃りが寂しげに呟つぶやく。

「仲良く見えるっておかしいだろ先輩！」

「本当の兄妹だよ！　みたいには余計だよ！」

　二人同時にツッコミをするのだが、内容は正反対だった。藤紫郎がぽつりと呟く。

「で、胡桃は黒川先輩と親しいのか？」

「知らないよ。ほぼ初対面♪」

「お前、怖いモノなしだな」

　胡桃の恐ろしさは悪魔との契約が破棄されたあとも変わらない。藤紫郎は自分の席に戻って背伸びをした。

「それにしても、瑠璃先輩に抗議じゃないけど、仕事をしっかりやってほしいなんて嘆願が出てるなんて……筆跡もバラバラだったし偽造じゃなさそうだな……」

「偽造って、真森さんの事を疑っているの？」

「俺おれだってそんな風には考えたくないですけど……」

　瑠璃は呼吸を整えると小さくうなずいた。

「ともかく、このリストの全員と会ってみるわ。一人一人から、きちんと生徒会の……ううん、私への要望を聞いてみようと思うの」

「本気ですか瑠璃先輩？　五十人と話をするなんて、結構時間がかかりますよ」

「真森さんがこうしてまとめて報告してくれたんだし。無視なんてできないわよ」

　瑠璃は真森を信じている。いや、信じたいのだと藤紫郎は感じた。だが、それによって問題が一つ浮かび上がってしまう。

「じゃあ、放課後の悪魔探しはどうするんですか？　もしかして、実はやっぱりもう他の悪魔はいなくなっていて、ひとまず平和が訪れてた……とか？」

　藤紫郎の言葉に瑠璃はハッとしながら、首を左右にさせた。

　胡桃が藤紫郎の腕に抱きつくようにして、その身体からだに密着しながら瑠璃に提案する。

「だったら胡桃とお兄ちゃんの最強ペアにお任せだよ！　お兄ちゃんがいれば、悪魔と契約してる女の子を探せるし♪」

「え、でも……悪魔の事は私の……」

「瑠る璃りお姉ちゃん！　胡桃くるみは悪魔に取とり憑つかれてお姉ちゃんに迷惑いっぱいかけちゃったから……こうやってお姉ちゃんに協力して、少しでも罪滅ぼしがしたいの」

　真剣な眼まな差ざしで胡桃は瑠璃に訴えた。

「胡桃さん……そ、そんな……迷惑だなんて思ってないわよ！　この街が悪魔に狙ねらわれているのも、私がいるからで……」

　胡桃の提案ということもあって危険な気配はするのだが、五十人の意見書のことも気にかかっている瑠璃に悪魔探しまでさせるのは、負担が大きすぎる……という結論に、少年は達する。

「瑠璃先輩はまず、五十人との対話を優先してください。その間に俺おれと胡桃で悪魔と、その契約者を探してみます。俺を……信じてください」

　藤とう紫し郎ろうは力強く瑠璃に進言した。さらに胡桃が追い打ちをかける。

「俺だけじゃなくて、俺たちって言ってほしかったなお兄ちゃん？　胡桃もがんばるから安心してね！　仲間だもんね？」

　瑠璃は顔を真っ赤にさせるとコクリとうなずいた。

「うん……あ、ありがとう富ふ士じ岡おか君、胡桃さん。もし契約者とおぼしき人物を見つけても、無理はしないでね」

　生徒会長の了承を得たところで、胡桃が藤紫郎の腕を引っ張って生徒会室の入り口付近まで移動する。

「それじゃあさっそく、契約者を探しに行こうお兄ちゃん♪　ほらほら行くよ！」

「お、おう。じゃあ行ってきます瑠璃先輩！」

「本当に二人とも気をつけてね。何かあったらすぐに連絡してちょうだいね。あと、それから……」

　胡桃がにっこり微笑ほほえんだ。

「大丈夫大丈夫！　瑠璃お姉ちゃんは心配性だなぁ」

「おい！　引っ張りすぎだぞお前ッ！　見た目よりパワフルなやつめ」

　藤紫郎を廊下に引っ張りだして、胡桃は生徒会室のドアを閉めるとぽつりと呟つぶやいた。

「生徒会長ってばちょろい♪　胡桃がお兄ちゃんとふたりきりになるのを容認するなんて、まだまだお兄ちゃんの彼女としては未熟だね。もっと彼女らしくしてくれないと、胡桃は興奮できないよ？」

（――こいつ、俺の人生におけるラスボスなんじゃないか？）

　藤紫郎は心の中で独りごちつつも、瑠璃のために悪魔契約者を探そうと気持ちを切り替えるのだった。



　藤紫郎と胡桃は放課後の校舎の廊下を歩いていた。

「一人で大丈夫かな瑠璃先輩？」

「少なくともお兄ちゃんよりはしっかりしてると思うよ！　ちょろいけど！」

　悪魔よりもよっぽど小悪魔チックに胡桃くるみは微笑ほほえんだ。

　ふと、藤とう紫し郎ろうは視線を胡桃に向けて、改めて思う。

（――こいつとふたりきりって、結構やばいんじゃないか……俺おれが？）

　瑠る璃りを心配する前に、我が身に迫る危険を少年は失しつ念ねんしていた。

「お兄ちゃんと二人だね！　放課後デートだね！」

「デートじゃなくて契約者探しだろ」

　胡桃には瑠璃や藤紫郎の記憶がしっかり残っている。そのことを再度心の中で確認した藤紫郎は、声を漏もらした。

「あ、そうだ！　胡桃は悪魔とどうやって出会ったんだ？」

「夜寝てる時に枕まくら元もとに立たれたんだよ♪　そういうお兄ちゃんは瑠璃お姉ちゃんとどうやって知り合ったのかな？」

「俺は悪魔召喚マニュアルを見つけたんだ」

「ふーん……男と女じゃ悪魔とのファーストコンタクトの仕方が違うのかな？」

「瑠璃先輩は悪魔だけど、人間とのハーフでこのあたりの領主らしいから、ちょっと特別なんだろうな」

　胡桃はふあぁとあくび混じりに背伸びをした。

「じゃあ、胡桃のケースが普通ってことだね」

「そういうこった。お前が契約した時の事を知れば、他の悪魔契約者を見つけるヒントになるかもってな」

「えっとね、枕元にあの巨大アルパカが立ってて、お兄ちゃんと一緒にいたいって願いを叶かなえてくれたの」

「瞬間移動してたよな？」

「うん！　学校の怪談の噂うわさを聞いて、それがいいかなって思ったの。お兄ちゃんが一人の時に飛んでいけるっていう力だったんだけど、これからはずっと一緒にいられるし必要ないもんね」

「なるほどな……ところであのアルパカなんだが、いきなり湧わいて出たよな？」

「ずっとケータイのストラップになってたんだよ」

　そういって胡桃はケータイを見せた。アルパカがぶら下がっている。

「そ、そいつは悪魔界に送り返したんじゃ……」

「これは本物のどうぶつストラップだよ。やだなぁお兄ちゃんってば早とちりなんだから。だからもっと早とちって早まって胡桃と間違いを起こして♪」

「起こすか！　それじゃあ、誰だれが契約者かわからんってことか」

「叶えたい願いがある人っていうのは、共通かもしれないね」

　藤紫郎の考えを整せい頓とんしていくのに、胡桃はとても協力的だ。

「お前って、もしかして結構良いい奴やつなのか？」

「お兄ちゃんのためなら一肌脱ぐし、一緒にお風ふ呂ろに入ったり背中を流したりしてるうちに、石けんですべって胡桃くるみのお手々がお兄ちゃんスティッ……」

　藤とう紫し郎ろうは危険を察知して吠ほえた。胡桃の言葉をかき消す。

「そこまでっ！　前言撤回。女の子がそういうことを言うの、俺おれは良くないと思うな」

「じゃあ胡桃はお兄ちゃんの弟になる！」

　藤紫郎は胡桃に勝てる気がしなかった。

　長い廊下を歩ききり、昇降口までやってくる。特に目的地はなかったのだが、ここは生徒なら一日二回は通る場所だ。

　今は部活動の時間なので、人通りは皆無である。

「んで、ダメもとで聞いてみるんだが、胡桃に心当たりはないか？」

「胡桃は自分で考えるのはできないの。いつもお兄ちゃんのことで頭がいっぱいだから」

「そうか残念だな……いろいろと」

　藤紫郎が肩を落とすと、胡桃は踵かかとを上げて背伸びをするようにしながら右手を挙げた。

「でもでも！　条件を入力してくれたら、それに近い生徒をピックアップできるよ！」

「条件？」

「うん！　悪魔っぽい人とか、そういう曖あい昧まいなのは困るけど……たとえば去年の生徒会選挙の立候補者……とか、具体的な条件だったら調べるよ♪　どんな手を使ってでも。胡桃は粘り強い粘着ストーカーだもんね」

　ぽつりと呟つぶやく胡桃の顔には、ほの暗い邪悪さがにじみ出ていた。

「自分で言った!?　自覚あるのか」

「あれ？　お兄ちゃん知らなかったの？」

「いや知ってた。知ってます」

「ならいいじゃん？」

　善悪の判断基準が胡桃にはないらしい。

「まあそのなんだ……犯罪スレスレ行為と犯罪は近いようで別だからな。人に迷惑をかけちゃいかんぞ」

「わかってるよ！　ばれないようにうまくやるから！」

　藤紫郎は指で自分の眉み間けんのあたりを押さえる。胡桃は情報凶器だ。藤紫郎が命じれば、見ず知らずの女子のパンツの色やブラのサイズなんかも調べてきそうな勢いである。

　自分が手た綱づなをしっかり握らなければ……と、少年は心して提案した。

「じゃあダメ元で……教会とか神社で、よく願掛けしているうちの学校の女子生徒……なんて探せるか？」

「任せてお兄ちゃん！　さっそくみんなに聞いてみるね」

「みんな……って？」

「粘着ストーカー捜査網だよ。胡桃って結構お友達が多いんだから。みんなの弱みを握ることで、誰だれとでも仲良くなれるし♪」

（――それは脅迫だろうに）

　胡桃くるみはさっそくケータイでメールを出した。

「明日には情報が集まると思うから、今日はデートの続きしよ？」

　胡桃の情報網を頼りにしつつも、その日の放課後を藤とう紫し郎ろうは胡桃と過ごした。

　だが、瑠る璃りがいないため活動中の文化部に聞き込みもしづらく、人ひと気けの無いところで足を止めると胡桃が興奮しはじめるため、藤紫郎はずっと歩き続けて最終下校時刻になる頃ころには、すっかり足が棒のようになっていた。



　翌日の放課後――。

　生徒会室に向かおうとした藤紫郎の元に、胡桃が嬉き々きとしてやってきた。六組の教室にはまだ下校していない生徒も多く、先日の顔面騎乗事件もあって、胡桃と藤紫郎にクラス中の視線が集まった。

「お兄ちゃん♪　胡桃はお兄ちゃんにご奉仕するから、ご褒ほう美びちょうだい！　お兄ちゃんのご褒美楽しみだな嬉うれしいな♪」

「小お野の寺でらさん自じ重ちようしやがれ」

「やぁん♪　名字で呼ぶの禁止だよ」

　この場に居づらい空気が充満した。藤紫郎は逃げ出すように席を立つと、教室から走り去る。その後ろを胡桃が追走した。

「待ってよお兄ちゃん！　ちゃんと願掛けしてる女の子を見つけたんだから！　しかも胡桃と同じように、ぬいぐるみストラップをケータイにクリスマスツリーみたいにゴテゴテつけすぎて、逆に目立っちゃってる感じの子がいるの！」

　廊下で藤紫郎はぴたりと立ち止まった。その背中に胡桃がドンッ！　とぶつかる。藤紫郎はタックルを受けて転びそうになりながらも、ふんばって踏みとどまり振り返った。

「ほ、本当か？」

「本当だよ。この子！」

　胡桃がケータイの画面を藤紫郎に見せつける。

「大おお柳やぎ静しず流るちゃん。クラスは一年三組だね。空手部からオファーも来まくりな格闘少女だけど、帰宅部なんだって」

「か、空手部？」

「そーだよ。家は大柳流古武術道場で、その跡取り娘なんだって。身長はへたしたらお兄ちゃんより高いかも。おっぱいはＤカップだね。あんまりおしゃべりな感じじゃなくて、ちっちゃいモノが好きで、毎朝のロードワーク中に神社で願掛けしてるみたいで、夜もロードワークしてて、好きな食べ物はバナナで……」

「細かいプロフィールはそのくらいにしておいてくれ」

　藤紫郎の足が自然と、一年三組の教室に向かっていた。放課後なのでもう帰ってしまっているかもしれないのだが、他に探す当てもない。

「お兄ちゃん？　静流ちゃんをどうするつもりなの？　襲うの？　押し倒すの？」

「なんでそうなる？」

「お兄ちゃんが犯罪に手を染める前に、胡桃くるみがお兄ちゃんの性欲の炎に焼かれる生いけ贄にえになるって言ってるんだよ！　いつでもはけ口にしていいんだからね！　あぁん……お兄ちゃんの処理係なんて……禁きん忌きすぎるよぉ」

（――悪魔と契約してた時より、酷ひどくなってないかこいつ？）

　胡桃に対してはより高度なスルー技術が必要だと藤とう紫し郎ろうは思った。とりあえず勝手に動きすぎるのもよくないので、藤紫郎は瑠る璃り宛あてにメールする。

　すぐに返事が返ってきた。

【あまり無茶はしないでね。行動は慎重すぎるくらいがちょうどいいと思うから】

　忙しいのか、瑠璃の返事は素っ気ない。

（――つまり、俺おれのがんばりにかかってるってわけか。瑠璃先輩が生徒会の仕事をしている間に、俺が悪魔契約者を見つけて報告して、瑠璃先輩は契約書をひっぺがすだけでいいっていう状況にすれば、瑠璃先輩の負担は減るし、悪魔から瑠璃先輩の領地も守れるし、瑠璃先輩はきっと俺のことを褒めてくれるだろうし……ご褒ほう美びがあるかもしれない！）

　藤紫郎と胡桃は二人並んで赤面しながらぼんやりと虚こ空くうを見上げていた。行き交う生徒たちの奇異なものを見るような視線も気にしない。

「よし、やるぞ胡桃」

「うん！　がんばろうねお兄ちゃん！」

　三組の教室のドアは開きっぱなしだった。中には生徒が何人か残っている。

　そこに……静しず流るもまだ残っていた。静流はケータイをいじっている。そのストラップは……特盛りで大量だ。小さなテディーベアや猫やウサギにチワワもあった。

　藤紫郎と胡桃は廊下側から三組の教室のドア付近に張り付いて、静流を注視していた。そんな二人の姿は怪しすぎる。

「お兄ちゃん……間違い無いよ」

「断言するのは早いが、あの中に悪魔がいる可能性は……」

　藤紫郎が言いかけたところで、静流はケータイを閉じると立ち上がった。すぐに藤紫郎と胡桃は顔を引っ込め隠れる。

「まさか、気づかれたのか!?」

　藤紫郎たちが目を離した隙すきに、静流は鞄かばんを手に廊下に出た。

「お兄ちゃんあっち！　昇降口とは逆方向だよ」

「よし……尾行しよう」

「うん！　お兄ちゃんといっしょにストーキングできるなんて、胡桃……幸せ♪」

　二人が廊下を歩き始めると、静流が立ち止まって振り向いた。一瞬、静流と藤紫郎の視線がぴたりと合う。

「……僕になにか用？　あれ……君は……この前、図書室でエア読書してた人？」

　静流の口調は落ち着いていた。いきなり話しかけられた藤紫郎はパニックに陥おちいる。

（――やばい!?　いきなりストーキング失敗した上に、なんか顔もまじまじ見られて覚えられたかもしれないし、どどどどどどうしよう！）

　胡桃くるみが藤とう紫し郎ろうのほっぺたをぎゅっとつまむ。

「もう！　お兄ちゃんってば、また女の子のお尻しりばっかりおっかけて！　胡桃の前でエッチな視線で女の子を見るのやめてよね！」

　ほっぺたをつままれたまま、藤紫郎は胡桃に合わせた。

「痛い痛い！　いや、び、美人だからつい見とれちゃって……」

　静しず流るの頬ほおがほんのり赤らんだ。その視線は藤紫郎ではなく胡桃に注そそがれている。

「……仲良し兄妹きようだいさん？」

　おっとりとした口調で静流が首を傾かしげる。藤紫郎は慌てた口ぶりでうなずいた。

「そ、そうですはい！　痛っ！」

　おもいっきりうなずいたので、ぶちっとほっぺたを胡桃に引きちぎられるような格かつ好こうになってしまった。胡桃は藤紫郎の頬にダメージを与えて満足げだ。

「お兄ちゃん、今の自爆だからね♪　あの、えっと……うちのお兄ちゃんが性欲をみなぎらせたぎらぎらした視線で見つめちゃってごめんなさい！」

「……謝らなくてもいいよ。気にしてないから」

　口ではそう言いながら、静流はさらに顔を真っ赤にさせつつ、くるりときびすを返す。

「……それじゃあ、僕はこれで」

　駆け足気味に静流は廊下の向こうへと行ってしまった。胡桃が小声でぼそっと呟つぶやく。

「もう、お兄ちゃんってばストーカーまるっきり素人しろうとじゃない」

「すいません」

「これですっかりお兄ちゃんは警戒されちゃったね」

「いや、まだだ！　俺おれには変身能力があるからな」

　胡桃がえっへんとフラットな胸を張った。

「じゃあ、週末にしよっかお兄ちゃん♪」

「週末って？」

「ターゲットの行動も調べ済みだよ！　胡桃はプロのストーカーだから安心でしょ？」

「プロだから安心っていう言葉はおかしいだろうに」

「大おお柳やぎ静流はロードワークが日課なの。神社もそのコース上にあるんだよ。だからね……お兄ちゃん耳をかして」

「なんで耳を貸さねばならんのだ」

「いいから！　でないとこの先の作戦を教えられないよ」

　胡桃は背伸びまでして内緒話の姿勢をつくっていた。

　しぶしぶ藤紫郎は膝ひざを折って腰を落とす。耳元に胡桃の口が近づいた。胡桃の鼻息が藤紫郎にはくすぐったい。だが、我慢する。

「それで？　作戦ってなんだ？」

　胡桃くるみはゆっくり口を開くと、舌を出してその先端で藤とう紫し郎ろうの耳たぶをつんつんぺろぺろと舐なめ上げた。瞬間、藤紫郎の全身に鳥肌が立つ。

「う、うわあああああああああああああああああああああああああああ！」

「お兄ちゃんの耳たぶぺろぺろちゅぱちゅぱかぷかぷしたいよぉ」

「ふざけてる場合か！」

「……ハッ！　胡桃ってば悪い子だから、美お味いしそうな果実があるとつい、つまみ食いしたくなっちゃうの。こんな悪い子にお仕置きしてお兄ちゃん！」

「するかっ！」

「でも、ほっとした。お兄ちゃんも耳が弱いんだね。胡桃とはやっぱり兄妹きようだいなんだね？」

「いやいやいや、むしろ強いやつがいるのかって話だ。作戦がないなら帰る」

「あぁんお兄ちゃんのいけず。瑠る璃りお姉ちゃんにはぎとぎと豚骨スープくらいしつこくつきまとうのに、胡桃にはあっさり塩味なんだから♪」

「ラーメンスープでたとえるな！」

「あのね、ロードワークなんだけど、土日もやってるみたいなの。だから、そのコースに先回りして……あとはお兄ちゃんが欲望の赴くままに、食い破りさらけ出しなぶりつくす!!　そして胡桃は乱れるお兄ちゃんを動画撮影！　みんな幸せ！　ウインウインの関係だね？」

　Ｖサインする胡桃に藤紫郎は溜ため息いきすら出なかった。だが、ロードワーク中に犬の散歩と見せかけて大おお柳やぎ静しず流るに近づくという方法は、藤紫郎にも魅力的に思えるのだった。



　土曜日の朝五時――。

　人通りのない住宅街で藤紫郎と胡桃はふたりきりだった。だが、藤紫郎の首輪にはリードがつけられ、その姿は人間ではなくチワワに変身している。

　早朝のヒンヤリとした空気は心地よいのだが、隣に立つのが瑠璃ではないことが残念でならない。

　瑠璃の屋敷の敷地内の森を、二人っきりでお散歩できたらどんなに幸せだろう……と、藤紫郎は思った。

（――やばい、俺おれ、犬の幸せを追い求め始めてる）

　胡桃が藤紫郎の前に回り込んでしゃがみ込む。

　薄い水色の布地が藤紫郎の目に飛び込んできた。

「ほらお兄ちゃん！　そろそろ行くよ？」

「お、おう！」

　藤紫郎はひょこひょこと足を回転させるように歩き出した。

　新興住宅街を抜けて元町方面に向かう。その間に藤紫郎は、胡桃から聞かされた大柳静流という女の子の情報を頭の中で反はん芻すうした。

　一年三組所属。八月二七日生まれ。乙女座Ｏ型。身長は１７２センチと長身で、スリーサイズは不明ながら、バストはＤカップ以上。趣味は可愛かわいい小物の収集。道場の跡取りということもあって、古武術や護身術に長たけるのだが、本人は争いを好む性格ではなく、クラスメートの評価は「無口でおとなしい印象」なのだとか。

　そして、朝のロードワークと神社のお参りは欠かさないらしい。

（――武道家の家系に生まれてしまったものの、可愛い小物集めが趣味の女の子……背が高いのがコンプレックス……ってところか）

　藤とう紫し郎ろうと胡桃くるみは朝あさ靄もやのかかった緑地公園までやってきた。

　早朝ということでまだ散歩をする人の姿もなく、藤紫郎たちが一番乗りだ。

　広場をぐるりと囲むマラソンコースに、静しず流るは現れる……らしい。

「お兄ちゃん。作戦の段取りは覚えてるよね？」

「任せろ。俺おれの愛くるしさが天を衝つくぜ。今回は偵察だな。さりげなく悪魔の匂においがするか、チェックしてやるぜ」

　瑠る璃りがいなければ契約解除はできないので、今回のミッションは静流が悪魔契約者かどうかを判別するのが目的だ。それをするに十じゆう分ぶんな力を少年は持っていた。

　人間モードでは冴さえない男子高校生だが、今の藤紫郎は美しい毛並みと宝石のような瞳ひとみを誇る、ロングコートチワワなのだ。

　一人と一匹が公園の南側の入り口を張っていると……マラソンコースの向こうに人影が浮かび上がった。

　長い髪をポニーテールにまとめ上げ、一流スポーツブランドのジャージに身を包み、リズミカルに肩や胸を上下させながら呼吸を乱さず……大おお柳やぎ静流は独り、静かにランニングをしていた。ジャージの胸元は開いており、おっぱいが上下左右にぷるんぷるんと、別の生き物のように躍動していた。

　のだが、その足がぴたりと止まった。

「しまった！　お兄ちゃん気づかれたかも！」

「いや待て胡桃。様子が変だ」

　朝の散歩者を装う藤紫郎たちには気づかずに、静流はマラソンコース脇わきの茂みにしゃがみ込んだ。手を伸ばしている。その目め尻じりがとろんと落ちていた。

　次の瞬間――。

「フシャアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアア！」

　茂みから猫の威い嚇かくするうなり声が響いた。びゅん！　と音を立てて、真っ黒い子猫が茂みを飛び出すと芝生広場を横断して逃げ去る。

　静流はしゃがむ姿勢から前のめりになり、芝生に両手と両りよう膝ひざをつくと、がっくりとその場にうなだれた。

「……どうして逃げちゃうの？　神様、まだ僕のお祈りは足りないのかな……」

　悲しげに静流がぽつりと呟つぶやいた。チャンスとばかりに藤紫郎は胡桃に指示する。

「今だ胡桃！　リードを離せ！」

「え？　もう仕掛けるの？」

「静しず流るが絶望ポーズをしている今がチャンスなんだ！」

　胡桃くるみはうなずくと、パッとリードを手放した。

　細くて軽いリードを地面に引きずりながら、藤とう紫し郎ろうは静流の元へと駆けていく。静流が立ち上がろうとした瞬間、その視界にロングコートチワワは飛び込んできた。

「……か、可愛かわいい。ちっちゃくて可愛い。神様ありがとう」

　藤紫郎はちんちんのポーズをすると、前足でハイタッチをするように静流の首もとに襲いかかる。ハスハスと鼻を動かして悪魔の匂においを探ったのだが、首周りは不発だった。

（――じゃれてるふりして匂いを嗅かごうとするなんて、俺おれはなんて卑ひ怯きような奴やつなんだ。だが、それでもやらなきゃならんことがある。すべては瑠る璃り先輩のために！）

　前まえ屈かがみ気味の胸元が藤紫郎の射程圏内だった。

（――全身をおっぱいで挟まれたらどんな気持ちに……ち、違うんだ！　嬉うれし恥ずかしいやらし好奇心からではないんだ！　首筋でなければ……彼女の弱点はここかもしれないんだ！）

　藤紫郎は正面から静流の胸と胸の谷間に、勢いよく顔面を突き入れた。そのままもぞもぞと中に入り込む。

「……あ……ああ……ちっちゃな犬に……胸が……」



    

  
    
      



    

  
    
      　静流は抵抗せずにされるがままだ。藤紫郎は張りと弾力をもちながらも、もっちりと柔らかいその感触に埋うもれていた。汗ばんだ胸のふくらみとふくらみの間を吟ぎん味みする。

（――なんて圧迫感なんだ。ま、負けるな俺おれ。さらに奥か？　いやむしろ先端か？　うーむ、なんだかうまく匂においが感じられん。嗅かぐ位置がズレてるのとも違うような気が……と、ともかくもっと匂いを……匂いをか……ぐわああ！）

　藤とう紫し郎ろうは後方にぎゅんっと引っ張られた。リードを掴つかんだ胡桃くるみが一本釣りする。

「だ、大丈夫ですか！　すいませんうちのバカおにいちゃ……チワワがとんでもないセクハラをしちゃって！」

　静しず流るがゆっくりと顔をあげる。その表情はのぼせたようにぽやっとしていた。

「……僕は大丈夫」

　少し残念そうな表情で静流は立ち上がる。そして改めて、チワワを羽は交がい締じめにしている胡桃に静流は視線を落とした。胡桃はチワワに「ばかばか！　おっぱい星人！」と、悔しそうに抗議している。一方のチワワも何か言いたげだ。

（――作戦通り悪魔の匂いをチェックしてたってのに、何で妨害してくるんだ！）

　小さな女の子の腕の中で、小さなわんこがじたばたもがく姿に、静流の顔はみるみる赤らんだ。

「……か、可愛かわいい」

　藤紫郎は胡桃の腕を逃れると、静流の胸に向かってジャンプした。

「あ！　おに……バカチワワ！」

「わおん！」

　静流が藤紫郎を迎え入れるように抱き上げる。

「……チワワ……ちっちゃくて……か、かわかわすぎる」

　両りよう脇わきを手で抱かれるような格かつ好こうだ。藤紫郎は尻尾しつぽをフリフリ、舌を出してハァハァしながら、愛らしく首を傾かしげてみせた。

　静流の視線がチワワの顔から……そのお腹なかの辺りに向かう。

「……ちっちゃくて……ハァハァ」

　瞬間、藤紫郎の背筋に電撃が走った。

（――そういえば犬になってから気にしてなかったけど、俺……全裸じゃないか!?）

　こうして抱き上げられると、恥ずかしい部分もさらけ出し放題、見られ放題なのだ。

　胡桃が心配そうに静流に確認した。

「あ、あの、セクハラ犬だけど悪い子じゃないから……その、か……返して！」

　静流はハッと目を丸くさせた。

「……君、確か学校で会ったよね？」

「え、えっと……」

「……エッチなお兄さんは、今はいない？」

「それはそのあのね！　ともかくうちの子を返して！」

　胡桃の申し出に静流は小さく首を左右させた。

「……もうちょっとだけ……この子、男の子だよね。男の子って可愛かわいいな。永遠に成長しなければいいのに」

　静しず流るの顔が藤とう紫し郎ろうの胸毛のあたりにぴたりと寄せられた。

（――なんか危ないこと言ってる!?）

　混乱して藤紫郎はじたばたした。だが、静流はがっちりと藤紫郎を掴つかまえており逃げ出せない。

（――やばいやばいやばいやばいこの人、目がやばい！）

　藤紫郎は首を後ろの方に向けて胡桃くるみに助けを求めたのだが、胡桃も静流の説得は不可能と、腕でバッテンをつくっていた。

（――諦あきらめるの早すぎるだろ！）

　よっぽどの事がない限り、藤紫郎は解放してもらえない。

　何もできずに時間だけが過ぎていく。負担が少なく長時間変身できるとはいえ、チワワモードの維持にも限界があった。

（――このまま変身が解けたらマジでやばいっ！）

　藤紫郎は全身を身もだえるようにローリングさせながら、後ろ足で静流の胸の辺りを蹴けりまくる。チワワの蹴り足の肉球に、おおぶりな果実の弾力が跳ね返ってきた。

（――ずっとふにふにしていたい……って、思ってる場合じゃない！）

　同時に前足も激しくじたばたさせた。藤紫郎は静流の腕の中で大暴れする。うまく藤紫郎を抑え込もうと抱き方を変える静流だが、藤紫郎の蹴り足が胸の……ちょっぴり敏感な部分に連続ヒットした。

「……あん♪」

　静流の口から吐息が漏もれる。瞬間、藤紫郎を抱きしめる手から力が抜けた。その一瞬の隙すきを突いて、藤紫郎は脱出に成功する。

（――そろそろ変身が維持できなくなりそうだ！）

　着地するやいなや、藤紫郎は先ほど猫が隠れていた茂みにダッシュする。

「……あ！　待って！」

　へなりとしていた静流がすぐさま藤紫郎を追ってきた。藤紫郎が転げるように茂みに飛び込んだ瞬間、変身は解除された。

　首のリードが藤紫郎の足下に絡まり、脚にぐるぐる巻きになる。藤紫郎は胎児のような格かつ好こうで芝生に倒れ伏した。

　そこに、茂みをかいくぐって静流が姿を現す。藤紫郎は愛あい想そ笑わらいを浮かべた。首と脚が赤い紐で縛られた一人ＳＭ状態だ。

「お、おはようございます」

「ひっ……きゃあああああああああああああああああああああああああああああ！」

　甲高い悲鳴が朝の静かな公園に木霊こだまするのだった。



　藤とう紫し郎ろうの顔面にはアザができていた。静しず流るのグーパンチをくらったのだ。

　生徒会室に瑠る璃りと胡桃くるみ、そして藤紫郎の三人が揃そろった。瑠璃は開口一番、藤紫郎を心配する。

「その顔どうしたの？」

「名誉の負傷です瑠る璃り先輩」

　胡桃がにっこり微笑ほほえんだ。

「お兄ちゃんが一人ＳＭプレイを披ひ露ろうして、標的の女の子に殴られただけだよ。名誉とかじゃないし。だいたいお兄ちゃんはおっぱいに踊らされすぎなんだから」

「ち、違う！　おっぱいもそうなんですけど、首筋や耳裏からも匂においが感じられなかったんです！」

　瑠璃が腕組みしながら確認した。

「まったく感じなかったの？」

「ほんのりとした汗の匂いはしたけど、感じないんです。胡桃の時は最初、ハズレの部分をハスハスしたけど、その時は……違う！　って思えたんです。ここじゃないけど、ここに近いっていうか……悪魔の気配はしてるけど、ズレてるっていうか」

　瑠璃はこくりとうなずいた。

「となると……もしかしたら、静流さんが契約した悪魔の力が関係してるかもしれないわね。たとえば、悪魔の気配を消す力があるとか」

「なるほど……じゃあ、ど、どうするんですか瑠璃先輩？」

「全身をぺろぺろするしかないわ」

「ぜ、全身を……」

　瑠璃と藤紫郎が顔を見合わせて真っ赤になった。

「こ、こら富ふ士じ岡おか君！　エッチなこと考えない！」

「そんな殺せつ生しような！　分けて考えられるほど俺おれは大人じゃないし、割り切れませんよ！」

　女の子の柔やわ肌はだを舌でなぞるだけの簡単なお仕事だが、思春期まっただ中の少年にとっては性的な意識を排除することなど不可能に近い。胡桃がぽんっと手を打った。

「じゃあお兄ちゃん！　目隠ししよっか！」

「余計に想像力が刺激されるだろうが！」

「なら、胡桃の身体からだで練習しようね？　いっぱいいっぱいぺろぺろしたら、きっと刺激にも慣れるし賢者モードで本番に臨めるよ！」

「ああなるほどじゃあ早速……ってなるか！」

　瑠璃が首を傾かしげた。

「賢者モードって何かしら？　富士岡君、犬変身以外に力に目覚めたりしたの？」

「先輩！　賢者モードというのは……その！　あのですね！」

　藤紫郎の顔に赤みがさしただけで、瑠璃は察して「も、もういいから！」と、賢者モードへの追及を取りやめた。

　生徒会室に沈黙が訪れる。瑠る璃りは小さく咳せき払ばらいをしてから、話を本筋に戻した。

「コホン！　ところで、静しず流るさんの動機はなにかしら？」

　藤とう紫し郎ろうが首を傾かしげる。

「動機ですか？」

「胡桃くるみさんは……富ふ士じ岡おか君をお兄ちゃんにしたいからよね？」

　胡桃が元気よく返事をする。

「そうだよ！　今はお兄ちゃんと一緒にいられるようになって、大満足なんだから♪」

　静流が何を求めて悪魔と契約したのかは藤紫郎には見当もつかない。

「瑠璃先輩。この学校に悪魔が何体侵入しているか、わからないんですか？」

「いることは感じるけど、正確な数までは断定できないの」

　静流のチワワを見る目の危なさから、彼女が何かしらのフェチか変態の可能性は高い。だが、悪魔とは無関係という可能性も藤紫郎は考慮する。

（――契約してるかしてないかは、五分五分ってとこだな）

　瑠璃が席から立ち上がった。

「今度は私も一緒に行くわ」

　胡桃が口を尖とがらせる。

「胡桃もぺりぺりって契約書剥はがしてみたいなぁ」

　瑠璃は小さく首を左右に振ってから答えた。

「普通の人間は契約書に触れることはできないの。それに……これは私の戦いだから、私が決着をつけないといけないのよ。生徒会長として、学校の平穏を守るためにもね」

　藤紫郎はふと思い出した。

「そういえば、瑠璃先輩は五十人の生徒と対談したんですか？」

「何人かとは会って話すことができたわ。けど、みんな……なんていうか……変なのよ」

「変って……曖あい昧まいですね」

「雲みたいにふわふわとしていて……悪魔の影響が出ているのかもしれないわ。契約している人間だけではなくて、学校全体に不穏な空気が広がっているのよ」

「それって、大おお柳やぎ静流と契約した悪魔の影響なんですか？」

　藤紫郎の質問に瑠璃は首を左右させた。

「そこまではわからないし、間違っているかもしれないけれど、確かめるためにも今夜、仕掛けてみましょう」

　チワワになった藤紫郎では静流にあっさり捕獲されるため、ぺろぺろは不可能という事実を踏まえて、瑠璃は作戦を立て始めた。



　すっかり日も暮れた夜の元町。人通りも皆無な路地を、藤紫郎たちは襲撃ポイントに設定した。

　今回の藤紫郎はまだ変身していない。ぎりぎりまで路地裏で待機した。強引な手段だが、現状の戦力で藤とう紫し郎ろうができることは限られている。

（――俺おれはあくまで囮おとり……）

　物陰に隠れた藤紫郎の前を、ポニーテールを揺らして静しず流るが駆け抜けていった。今日も胡桃くるみの集めた情報通り、日課のロードワーク中のようだ。

　街外れの人ひと気けの無い路地ということもあって、藤紫郎は後ろから襲うことへの罪悪感もひとしおだが、そっと首輪に触れてイメージした。

　ラブラドールレトリバー。初の大型犬である。漆しつ黒こくの四肢を躍動させて、藤紫郎は後ろから静流の背中に襲いかかった。

　静流は背中側からマウントされた瞬間、後頭部を振り子のように振るう。

　頭突きが藤紫郎の顔面に炸さく裂れつした。

「ぎゃん！」

　藤紫郎は一発で静流の背後から引きはがされた。

「……痴漢？」

　振り返った静流はきょとんとした顔だった。襲われたのにもかかわらず、とても落ち着いていた。襲ってきたのが大型犬とみるや、静流は身構える。

「……大きな犬は……僕はそんなに好きじゃないな」

　対たい峙じしてしまって藤紫郎も後には引けない。

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん！」

　正面から藤紫郎は静流に飛びかかった。

　相手がいかに古武術、古武道に精通しているとはいえ、それらはすべて対人用の戦闘技術である。動物が相手では勝手も違うだろう。

　そんな藤紫郎の甘い考えは、一瞬で吹き飛ばされた。直線的な動きの藤紫郎めがけて、静流はカウンター気味に回し蹴げりを放つ。弧を描く軌道の蹴りに藤紫郎の身体からだは、あっさりと吹き飛ばされた。

「ぬおおおおおおおおおおおおおおお！」

　思わず人間っぽく藤紫郎が悲鳴をあげた。さらに、藤紫郎のリビドーが一気に低下する。爆発しそうになったのではなく、早くもリビドー切れ目前だ。

　倒れた藤紫郎をじっと見据える静流。その目の前で、街灯に照らされた大型犬の身体が黒い炎のゆらめきに包まれた。それは形を変えて人の姿になる。

「……エッチな一人ＳＭお兄さんって……犬に変身できるんだ」

　先日、チワワが消えて藤紫郎が茂みの中にいたことから静流は確信したように呟つぶやいた。

　倒れた藤紫郎の頭の方に歩みよると、そっと首を起こして膝ひざ枕まくらをする。

「……ごめんなさい。いきなり背後から出てきたからびっくりして」

　意外にも、静流は藤紫郎にとどめを刺さなかった。

「や、やるならひとおもいにやってくれ！」

「……この前もごめんなさい」

「な、なんで謝るんだ」

「……アザになってる」

　藤とう紫し郎ろうの自じ業ごう自じ得とくなのに、静しず流るの方が罪悪感にさいなまれている感じだった。

　膝ひざ枕まくらされた藤紫郎の視界を覆うように、巨乳が揺れている。絶景スポットだ。

「い、いやあの時は俺おれが偶然、ＳＭっぽい格かつ好こうで倒れていたのが悪いのであって……」

「……あのチワワも君なの？」

「それはその……あの」

　変身を見られている以上、言い訳が立たない。藤紫郎はうなずいた。

「……チワワになって」

「へ？」

「……チワワ可愛かわいい♪」

「も、目的はなんだ!?」

「……愛めでたいだけ」

「愛でたいって……」

「……僕は大きいから、小さな動物がみんな怖がるみたいで、逃げちゃうんだ」

　女の子としては長身だが、それだけで小動物が逃げる理由にはならない……と、藤紫郎は思った。だが、静流が背の高さにコンプレックスを持っているなら、そういう考えになることも十じゆう分ぶんにあり得る。

「……君はチワワになっても、人間の心をもってるの？」

「お、おう。一応は」

　時々、幸せな犬の生活を想像してしまうようにはなったものの、基本的には人間の意識をしっかりと藤紫郎は持ち続けている。

「……なら逃げないよね？」

「は、はい」

「……早く、早く」

　静流の視線が藤紫郎にリクエストした。

　彼女を見上げる絶景のローアングルで、藤紫郎のリビドーもいくらか回復している。大型犬の消耗の激しさを考えれば、チワワモードはかなりの省エネならぬ省リビドーだ。

「へ、変身」

　藤紫郎は首輪に触れてチワワに変身した。瞬間、静流は藤紫郎をひざの上に仰あお向むけにねっころがらせる。藤紫郎の背中を太ももの間で挟み込むようにして、ばんざいさせた。

「……肉球かわかわ……ちっちゃくて可愛すぎる」

　藤紫郎は肉球をもてあそばれた。

　瑠る璃りも胡桃くるみも助けに来ない。二人は静流が契約した悪魔が出てこないか警戒していた。

　藤紫郎がぽつりと訊きく。

「と、ところで静流さんは、どんな悪魔と契約したんですか？」

「……悪魔？　なにそれ」

「か、隠しても無駄だぞ！　悪魔は人間と契約して、その願いを叶かなえるんだ」

「……君も願いを叶えてもらったの？　犬になりたかったの？」

「俺おれの場合はちょっと事情が違うんだが……」

「……いいなぁ。悪魔と契約して、ちっちゃくなりたい。ちっちゃくて可愛かわいい、胡桃くるみちゃんみたいな女の子らしい女の子になりたいな。僕は背も高くて、口より早く手が勝手に動いちゃって、女の子らしくないから」

「そ、そんなことない！　むしろその胸に聞いてみろ！　無む茶ちや苦く茶ちや女の子じゃないか！」

「……僕が？」

「お、おう」

「……そっか。僕は自分が女の子っぽくないって、自分で決めてたんだね」

（――いや、その巨乳はどう考えても女の子です本当にありがとうございましたって意味なんだが！　なんか勝手に勘違いしてる!?）

　藤とう紫し郎ろうの胸毛のあたりをサワサワしながら、静しず流るはうんとうなずいた。

　そんな静流の背後に、影のように瑠る璃りが立つ。

「どうやら、悪魔契約者じゃなかったみたいね」

　静流が振り返りながら首を傾かしげる。

「……え？　……生徒……会長？」

　瑠璃と一緒に胡桃も姿を現した。二人はしゃがんだままの静流の前に回り込む。

「なーんだ。ハズレかぁ」

「……胡桃さん……今日もちっちゃくて可愛い……ハァハァ」

　静流と胡桃の視線がぴたりと合った。

「な、なんか怖い！　瑠璃お姉ちゃんお願いします！」

「そうね。悪魔と無関係だとわかったし……大おお柳やぎ静流さん？」

「……なんですか？」

「ちょっとだけ、目を閉じていてちょうだい」

「……わかりました」

　素直な静流に事はすんなりと運びそうだ。瑠璃が静流の額に手のひらをあてる。

　そして、冷や汗を浮かべた。

「ちょ、ちょっと！　やだ……どうしよう」

　犬モードの藤紫郎の耳がピンッ！　と立った。

「どうしたんですか瑠璃先輩？」

「悪魔のことは知らないけど、静流さんの執着心が……富ふ士じ岡おか君と胡桃さんとの思い出をがっちり握り込んで離さないのよ」

「……二人とも可愛いから。エッチなお兄さんは怖いけど、チワワになってくれるなら好きです」

　藤とう紫し郎ろうは半分口を開けて硬直した。

「つまり、どうなるんですか瑠る璃り先輩？」

「富ふ士じ岡おか君が悪魔の力で変身してるっていうことに、静しず流るさんが強い執着心を持ってるから消せないの。変身と悪魔っていう単語が一体化しちゃってて……お手上げ」

「それってつまり、胡桃くるみと同じパターン!?」

「わ、私だってがんばってるのよ！　普通の印象だったら消せてるのに……」

　瑠璃は涙目で訴える。そんな瑠璃に静流はぽつりと呟つぶやいた。

「……もしかして生徒会長は悪魔？　神様はなかなか願いを叶かなえてくれないから、契約してください。僕は小さな可愛かわいい女の子になりたいんです。そして同じくらいの小さな男の子と仲良くしたいんです」

「無理だから！　ああもう！　また一つ執着心が増えたじゃない！」

　瑠璃に対しては、願いを叶えてくれる神様的な崇拝が静流に芽生えてしまった。

　諦あきらめて瑠璃が静流の額から手を離す。瞬間、藤紫郎の変身が解けてしまった。リビドー切れだ。

　藤紫郎は静流に膝ひざ枕まくらをされる格かつ好こうになっていた。

「……おしまい？」

「今日は閉店だな」

　藤紫郎が立ち上がると、静流の視線がゆっくり胡桃に向かう。

「……胡桃さんも小さくて可愛い……抱っこしてもいい？」

「なんでそうなるの！　ダメだよ胡桃にはお兄ちゃんという大切な人がいるんだから！」

「……そんなこと言わずに」

「――――ッ!?」

　胡桃は声にならない悲鳴をあげた。一瞬で静流は胡桃を抱き込むと幸せそうに目を細める。蛇に睨にらまれた蛙かえるのように、胡桃は動くことができなかったのだ。

　静流が巨乳で胡桃の顔を押しつぶす作業を、藤紫郎はひとまず見守ることにした。

　自分の力が立て続けに人間に通じなくて、瑠璃はがっくりと肩を落とす。すっかり自信喪失気味だ。

「先輩……ど、どんまい」

「べ、別に悪魔の力がきかなくても落ち込んでないわよ。悪魔の力は弱いままの方がいいんだし……」

　眉まゆを八の字にさせる瑠璃に藤紫郎は尋ねた。

「静流さんじゃないとすれば、他に悪魔契約者がいるってことですよね先輩？」

「そういうことになるわね。今回は誤認捜査だったし、間違って自分たちで悪魔の秘密を広める形になっちゃったし……今後はもっと慎重にやらないと」

　自分の鼻がしっかりしていれば……静流が無関係だと判別できていれば……瑠璃の足を引っ張ってしまったことに、藤紫郎は自分の未熟さを呪のろうのだった。



    

  
    
      


５．それぞれが欲望の赴くままに助け合いますか？



　生徒会の定例会議のあった翌日の水曜日の放課後――。

　生徒会長と協力員が集まった。本日の議題は、学校にいまだに潜伏している悪魔への対処についてだ。

　生徒会室のコの字形に並べられた机を挟んで、静しず流ると胡桃くるみが対たい峙じした。静流が両腕を上げる。

「……僕と抱っこしよう」

「お兄ちゃん助けて！　変態がくる！」

「……僕は変態じゃないよ」

　静流の目は笑っていない。なんともいえないすごみがあった。

　こうして、静流が胡桃を追い回していると、藤とう紫し郎ろうにはもれなく平和が訪れる。

「二人とも仲が良いいなぁ……ハッハッハ」

「お兄ちゃんの裏切り者！　胡桃はとっても悲しいよ！」

　抗議する胡桃の足が止まった。瞬間、静流が颯さつ爽そうと机に手をついて飛び越え、反対側に着地するやいなや、胡桃を背後からそっと抱きしめ、抱き寄せる。

「……悲しいなら、僕がそばにいるから」

「いやああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

　特別女の子が苦手というわけではなさそうな胡桃だが、悲鳴を上げて静流を振り払おうとした。だが、静流との体格差に加えて、組技や寝技もある大おお柳やぎ流古武術の前に、胡桃は逃げることができない。

「……ハァハァ……ミルキーな良い匂におい」

「お兄ちゃん！　胡桃犯されちゃう！　変態巨女に犯されちゃう！」

　藤紫郎はゆっくりと視線を瑠る璃りに向け直した。

「それで瑠璃先輩、今後の方針なんですけど……」

「胡桃さんを助けなくていいの富ふ士じ岡おか君!?」

「胡桃はああ見えて強い子だから、大丈夫です。心配無用ですよ」

「そ、そうなの……」

「助けて瑠璃お姉ちゃん！」

「……いえ、結構です。おかまいなく。このままで」

　静流にそう返されて、瑠璃が困ったように藤紫郎に視線で意見を求めた。

「俺おれもこのままでいいと思います」

「そ、そう……じゃあ民主主義の原則に従って、多数決の結果、このままミーティングをしたいと思います」

　胡桃が声にならない悲鳴をあげた。その批難の視線は瑠璃ではなく、藤紫郎に向けられている。

「お兄ちゃん……あとで……たっぷりお礼しちゃうからね」

「……胡桃くるみさんの体温、気持ち良いいな」

「くっつくな巨女ッ！　背中にでかいのあてるな！　自慢か！」

「……えいえい」

　静しず流るが胡桃の背中に胸を押しつけている。藤とう紫し郎ろうは想像した。制服越しではなく、二人の（中身に問題はあるけれど）美少女が、お互いの肌と肌を合わせてくんずほぐれつする姿を。

　胸の先の小さなつぼみを、お互いにぴとりとキスさせて上下させたり、円を描くような動きをしてみたり。

　藤紫郎がぽやーっとしていると、不意に瑠る璃りが立ち上がって藤紫郎の席のところまでやってきて、ぷにっとほっぺたをつまんだ。

「何かよからぬ想像をしてるみたいだけど、しっかりしてちょうだい」

「ハッ!?　べ、別に想像なんてしてません！　ちょっと考え事をしていたんです」

「それって契約者に関することかしら？」

「えーと……すいません！　いやらうらやましいことを想像していました。でも大丈夫です！　瑠璃先輩でけしから可愛かわいい想像なんて、今のところあんまりしてませんから！」

「富ふ士じ岡おか君の……エッチ」



    

  
    
      



    

  
    
      　怒るというより瑠る璃りは困っている。藤とう紫し郎ろうが瑠璃と契約できたのも、犬に変身できるのも、この想像力由来のリビドーあってのことなのだ。だから瑠璃としては、藤紫郎に「妄想しちゃだめ！」とは言えなかった。

「す、すいません！　むしろ先輩のことをもっともっと想おもいます。朝も昼も、夜は特に重点的に」

　横から拘束されっぱなしの胡桃くるみが叫んだ。

「お兄ちゃんはもっと胡桃でいやらしい妄想を現実のモノにすべきだよ！」

「……お言葉に甘えて」

　静しず流るが胡桃の耳元にフッと吐息を吹きかけた。

「――ッ!?」

　不意打ちに胡桃は全身をびくつかせると、ガクッと首から力が抜けて動かなくなる。失神したらしい。静流は身体からだから力の抜け落ちた胡桃を、大きなぬいぐるみのように抱きながら席についた。

　静流がとても満足そうにしているため、藤紫郎も瑠璃も見なかったことにしてミーティングを続ける。

「え、えーと、前にも話したけど、悪魔の気配があって……それが強まっているのよ」

「強まることってよくあるんですか？」

「うーん、うまく説明できないんだけどね……ある場所に悪魔が集まっていると、色んな色がまざったようになるの。絵の具を思い出してちょうだい」

「あ――。白と赤を混ぜるとピンクになるって感じですか？」

「それね。私の力に干渉してくる力があって、その色が段々濃くなってるの……って言っても、ピンとこないかもしれないけど」

「ピンとこなくったって、先輩の言うことは全部信じます」

　藤紫郎は自然と笑みを浮かべていた。瑠璃は少し恥ずかしそうに頬ほおを赤らめる。

「お人ひと好よしなんだから……あ、ご、ごめんね。悪く言うつもりなんてなかったのに……私のバカ」

　自分の中の悪魔の力を嫌ってはいても、自分を卑ひ下げするようなことはなかった瑠璃がぽつりと呟つぶやいた。

「先輩、どうしたんですか？」

「ど、どうって？　別にどうもなにも……」

　告げながら瑠璃は自分の席に戻る。

「変ですよ先輩。何かあったんですか？」

　瑠璃の視線が一度、胡桃を抱っこしている静流に向けられた。静流はぐったりした胡桃をおんぶすると、ぽつりと呟く。

「……僕らのことはお気になさらずに。ごゆっくり」

　胡桃を背負ったまま、静流はゆったりとした足取りで生徒会室から出ていった。

（――静しず流るさんが空気読んだっ!?　胡桃くるみやチワワモードな俺おれに関することでなければ、割とまともな人なのか!?）

　このあと、失神している胡桃が静流に何をどうされたのか……想像力豊かな藤とう紫し郎ろうだが、あえて妄想スイッチをオフにした。

　こうして生徒会室に、藤紫郎は瑠る璃りとふたりきりである。

「し、静流さんって、空気を読む人なのね？」

「俺も驚きました」

　悪魔と相性が良いい＝変態率高し。なのだが、静流は悪魔と契約していないのに変態っぽいというか、小さくて可愛かわいいモノを偏愛している。

　が、それはそれとして、藤紫郎には確認しなければならないことがあった。

「先輩……何があったのか話してください」

　瑠璃は少し悩んでいたのだが、藤紫郎の真剣な眼まな差ざしにうなずいた。

「五十人全員と話すのはまだできていないんだけど……」

　風紀委員長の真ま森もりからもらったリストを基に、瑠璃は生徒会長として自分に何が足りないか、直接生徒から話を聞くということを、悪魔探しと並行して行っていた。

　独りでたくさんのものを背負う瑠璃の、重荷をほんの少しでも引き受けてあげたいと藤紫郎は純粋に願う。

「どんな意見があったんですか？」

「それが……前にも少しだけ話したけど……なかったのよ」

「ないならいいんじゃないですか？　瑠璃先輩に直すところなんてありませんって」

「でも、何かあるから署名が集まったと思うし……」

　凛り々りしい瑠璃の面影はどこかに消えて、不安げな普通の女の子がそこにいた。

「うーん、確かに不気味な感じがしますね」

「それに、昨日の生徒会の定例会議も、ちょっと変な感じで……私の気のせいならいいんだけど」

「変な感じって？」

「みんなどことなく、ぼーっとしちゃってるのよ」

「少し早めの五月病ですか？」

　四月半ばで発症するには早すぎな気はする。五月病がスケジュールを前倒しするほど勤勉というのもいかがなものか……と、藤紫郎は思った。

「瑠璃先輩は同時にいくつもやろうとしていて、うまくいってないと思います」

「そ、そうかしら？」

「だから一つずつ解決していきましょう。まずは俺とデートして恋人になるとこから！」

「それは後回しでいいでしょ？」

「そんな殺せつ生しような……い、いや、いいですとも！　それってむしろ脈有りってことですよね瑠璃先輩？」

「え？　あっ……しまった。あくまでぷ、プラトニックよ！」

　瑠る璃りがむむっと柳りゆう眉びを上げながら続ける。

「富ふ士じ岡おか君。まじめに相談してるんだけど」

「生徒会長への要望はこの際すっぱり忘れましょう。先輩が生徒会長としてきちんとお仕事できるように、まずは校内の悪魔を見つけることが先決だと、俺おれは思うわけです」

「でも、間違ったら大変よ？」

「静しず流るさんの件は俺と胡桃くるみのミスだし、それに俺としては静流さんの加入は大歓迎です」

「確かに彼女って、美人だしむ、胸もあるし……」

「いやいや、そうじゃなくて！　胡桃の面倒を見てくれてるじゃないですか！」

「あ、なるほどね」

　藤とう紫し郎ろうが胡桃を苦手としているのは明白だ。静流がそんな胡桃をうまくブロックしてくれていた。藤紫郎にとってはありがたい存在なのである。

「だから瑠璃先輩が責任を感じることはないし、静流さんも胡桃と友達になれて喜んでいるし、みんな幸せですから。というわけで、悪魔探しを再開しましょう。今度は先輩も一緒ですよ？」

「わ、わかったわ。ありがとう富士岡君……励ましてくれて」

「とんでもないです。じゃあ、さっそく文化系の部活動を見に行きましょう。俺もチワワになって、先輩の懐に潜みますから」

「ええそうね……じゃあさっそく胸の中に……って、その手には乗らないわよ。富士岡君はトートバッグの中だからね」

　ようやく瑠璃が元気を取り戻したようで、藤紫郎は嬉うれしかったのだが……。

　さっそく一人と一匹（ｉｎ　トートバッグ）の状態で、瑠璃が生徒会室を後にして部室棟に向かうと、異変は藤紫郎にもわかる形でつきつけられた。

　新聞部の部室の前に張り紙がされている。

　生徒会長が男子生徒Ａ君を校内で連れ回しており、二人が男子トイレから出てきたという噂うわさもある……といった内容だ。他にも瑠璃に対する根も葉もない噂が並べられている。

「どうしたんですか瑠璃先輩？」

　トートバッグから頭を出した藤紫郎は、怪文書の一文を頭の中で読み上げてから、ハッとした。

「男子生徒Ａ君って……もしかして俺？」

　不安げに藤紫郎が視線をあげると、瑠璃は涙目になっていた。

「酷ひどい悪戯いたずらだな。でもまさか新聞部が？」

　新聞部の部室前で棒立ちの瑠璃に、背後から声がかけられた。

「こんなところで何してるの？」

　それは新聞部の部長の御み影かげ千ち鶴づるだった。藤紫郎が慌てて頭をバッグの中に引っ込める。

「こ、こんにちは。御影先輩」

　千ち鶴づるの視線はどことなくおぼろげというか、魂が抜けたように目が死んでいる。無気力っぽい。面倒くさそうに彼女は口を開いた。

「あんまりうちの部室に近づかないでちょうだい。変な噂うわさを立てられたくないから」

「え!?　そ、そんな……変な噂だなんて」

　瑠る璃りは怪文書をちらりと見た。

「それ、本当なんでしょ？　まあ本人に聞いたって否定するしかない内容だけど。あんまり部室棟をうろつかないでね。他の文化部にも迷惑がかかるから」

　最初に藤とう紫し郎ろうが訪れた時には、とてもフレンドリーだった千鶴が見る影もない。

「す、すいません。失礼します」

　瑠璃は泣き出しそうになっていた。ぺこりと頭をさげて足早に部室の前から去る。

「瑠璃先輩……これって……」

「私がしっかりしてないから、御み影かげ先輩に愛あい想そを尽かされたのよ」

「違いますって極端すぎますから！　こんな風に人間をいきなり変えるなんて、悪魔の仕し業わざ以外のなにものでもないでしょうに！」

「悪魔の……仕業？」

「みんなその悪魔に騙だまされてるんです。だから先輩……泣かないで」

　チワワの藤紫郎はトートバッグから頭を出して、瑠璃を見つめた。

「で、でも……いったい誰だれが……」

「まずはあの怪文書をどうにかしましょう。俺おれに任せてください！」

「富ふ士じ岡おか君一人に任せられないわ。私も一緒に……」

　本当は瑠璃のそばにいてあげたいのだが、これから藤紫郎が会いに行こうと思った相手と、瑠璃の相性はあまりにも良くなかった。

「今日は先輩は先に帰ってください。本当は先輩を独りにしたくないんだけど、俺がいないからって寂しさで枕まくらを涙で濡ぬらしたりしないでくださいね？」

「ば、バカ……へ、変なこと言わないでよ」

　藤紫郎の軽口に瑠璃が涙目になりながらも、ほっぺたをぷくっと膨らませた。



　瑠璃を校門前まで送った藤紫郎は、その足で校舎の昇降口にＵターンした。それから下校時刻まで待つ。藤紫郎のお目当ての人物は、藤紫郎の読み通り昇降口に姿を現した。

「黒くろ山や羊ぎ先輩。ちょっとご相談があるんですけど、時間いいですか？」

「黒くろ川かわ真ま森もりです。わざと間違えてるんですか？」

「もちろん！　って、冗談です。そんなに怖い顔しないでください。校務の邪魔にならないよう、こうして待っていた俺の心遣いをもっと黒川先輩は評価すべきです」

　胸を張る藤紫郎に真森は深く大きな溜ため息いきをついた。

「ちょうどわたしも話したいことがあったので……少し一緒に歩きませんか？」

　真森が藤紫郎の脇わきを通り過ぎる。

「あ！　ちょっと待ってくださいってば！」

　藤とう紫し郎ろうは回れ右してその背中に追いついた。



　真ま森もりが向かったのは藤紫郎の自宅とは反対側の、元町方面へと続く道だった。

「いったいどこに行くんですか？」

「静かなところです。わたしの話は、できれば他の人にはきかれたくありませんから」

（――もしかして、瑠る璃り先輩と仲直りしたいから、その仲裁を買って出てほしい……とか、そういうお願いだったら大歓迎だな）

　希望的な展開をお気楽に考えながら、藤紫郎は真森に連れられて……やってきたのは小さな児童公園だった。

「さあ、この中なら誰だれにも見られないし、聞かれません」

　公園の中心にある小さなドーム状の遊具の前にやってくる。遊具には穴があいていて中に入ることができた。

「秘密のお話をするにはうってつけなんです」

「ちょ、ちょっと……中に入るんですか？　マジで？」

「嫌ならお話はここまでです」

「わ、わかりました」

　半ば連れ込まれるような格かつ好こうで、コンクリートのドームに藤紫郎は入る。窓のような小さな穴から、西日が入り込んでいた。藤紫郎がまず口を開く。

「じゃあ先に俺おれの方からなんですけど、黒くろ川かわ先輩……瑠璃先輩と仲直りできませんか？　誰が貼はって回ってるのかわからないけど、瑠璃先輩を貶おとしめるような怪文書が出回ってて、それを風紀委員長の黒川先輩がびしっと犯人をみつけて、厳重注意して、瑠璃先輩と仲直りのきっかけに……って、く、黒川先輩？」

　話の途中で真森が藤紫郎に……ぎゅっと抱きついてきた。

「やっとふたりきりになれましたね」

「え？　ええええ!?」

「富ふ士じ岡おかくん……」

　熱っぽい瞳ひとみで真森が藤紫郎を見つめる。抱きついた腕が藤紫郎の首に回った。ゆっくりと、真森の顔が藤紫郎に近づいてくる。

　藤紫郎の全身が急に熱っぽくなった。心臓が高鳴る。周囲を壁に囲まれた密室に近い状態で、公園には人の気配もなくふたりきりだ。

　大ぶりな胸をおしげもなく真森は藤紫郎の胸元に押しつけてくる。その柔らかさと弾力のハーモニーが、藤紫郎の心も体も束縛して離さない。

「あなたもわたしのものにします。そうすれば瑠璃はもっともっと苦しむから……」

「冗談ですよね黒川先輩？」

「冗談でこんなことしません。怪文書もわたしがやらせました。こうやって、瑠璃の大切なものを一つずつ奪う……じゃない、瑠る璃りから取り返すんです。今、瑠璃が持っているものは、本来なら全部わたしのものになるはずだったんです。瑠璃だって、もとはと言えばわたしの……ううん。もういいんです。あなたをわたしのものにします」

　右手をそっと離すと、真ま森もりは手のひらを上に向けた。そこに桃の種のような、少し大きめな種子が浮かび上がる。藤とう紫し郎ろうの身体からだから力が抜けていった。

「なんですか……それ？」

「見たとおり種ですよ。相手に植え付けて心を支配するんです」

「もしかして、それで新聞部の御み影かげ先輩を……」

「彼女だけじゃないです。主要な部活の部長や生徒会、各委員会の生徒にも植えてあります。そろそろ芽が出てきたころです」

　悪魔の気配が日に日に強まっていく。瑠璃が感じていた気配の正体は、この種の発芽によるものなのだ。

　悪魔契約者は黒くろ川かわ真森だった。少女の顔が醜く歪ゆがむ。

「あなたにも植えてあげます。瑠璃を嫌いになる種です」

　藤紫郎の顔に苦く悶もんの表情が浮かぶ。

「そんなの……間違ってる。悪魔の力で得た人気なんて、黒川先輩の魅力じゃないでしょ？　そんなものに頼って瑠璃先輩に勝っても、実力で勝ったことにはならない！」

　藤紫郎の言葉に真森はギクリと肩をびくつかせた。

「ち、違います。悪魔の力もわたしの力です。わたしは選ばれた人間なんです」

「相手の心を操る力なんて、使えば使うほど誰だれも信用できなくなる！　もっともっと孤独になるだけですよ!?　瑠璃先輩は黒川先輩と、仲直りしたがってるのに……」

「う、うるさいです。種の命令を変えます。あなたには……瑠璃を嫌いになるんじゃなくて……わたしのことを好きになって、めろめろになる種を植えてあげます。こうすればもう、わたしに口答えなんてできません」

　ほんの一瞬だけだが、巨乳美少女の眼鏡っ娘この下僕になることを藤紫郎は想像してしまった。だが、藤紫郎は首を左右させる。瑠璃の事を思い浮かべた。

「そんな種なんかに俺おれの気持ちは負けない！」

「なら試してみることです」

　藤紫郎の額に種の先端が触れた。それはゆっくりと音もなく、藤紫郎の額にすうっと溶けるように入ってくる。

「どうですか？　中に入っていく感じがわかりますか？　あなたには特別に、たっぷり時間をかけて種を植え付けてあげます」

「うわああああああああああああああああああああああああああああ！」

　藤紫郎は悲鳴を上げた。コンクリートのドーム内に声が響く。だが、夕方を過ぎると人通りのなくなる公園に助けは来ない。

　藤紫郎の頭の中に種が半分ほど埋うまった。

「ん……あれ？　抵抗されるなんて初めてです。ここまで呑のみ込んだのなら、早く全部……き、きつくて入らないです」

「負けるかああああああああああああああああああああああああああ！」

　情けない悲鳴をあげたかと思えば、すぐさま藤とう紫し郎ろうは精神的な抵抗をしてみせた。

「仕方ないです。これならどうですか？」

　ふにょん。

　真ま森もりがさらに胸を押しつける。その柔らかさに藤紫郎の気持ちが緩むと……。

「またちょっと押し込めました。このまま奥まで突き入れてあげます。力を抜いてください。そして……あなたはわたしのものになるんです」

　ふにょん。ふにょんぽよん。ぐりんぐりん。

　押しつけるだけでなく、ローリングするような動きも加わった。

（――瑠る璃り先輩……ごめん……約束したのに俺おれ……）

　このままでは、自分が瑠璃の敵になってしまう。犬に変身して脱出しようにも、藤紫郎はリビドーをうまくコントロールできない。

　鼻先には真森の少し汗ばんだような匂においが感じられた。密着するだけで藤紫郎は興奮してしまう。想像の余地のない肉体的な刺激が強すぎて、藤紫郎のリビドーはわき上がり続けるのだが、それは垂れ流しのように拡散してしまっていた。その時である。

「お兄ちゃんみーつけた」

　小さな入り口をツインテール少女がのぞき込んだ。

「あ！　お兄ちゃんってば不倫だ！　いけないんだよ！　こんな雌豚おっぱい眼鏡に誘惑されるなんて！」

　胡桃くるみがぎりっと真森をねめつけた瞬間、藤紫郎の身体からだを支配していた、けだるい熱が引いていく。額にほぼ埋うまりかけていた種子も雲うん散さん霧む消しようした。

「こ、ここ、これは誤解です」

　大慌てで真森が藤紫郎の身体を突き放す。藤紫郎は狭いドームの内壁に背中を打ち付けられた。

「風紀委員長が風紀を乱すなんてお笑いぐさだね♪」

「何を言ってるんですか？　というか、なんでこんな人ひと気けのない場所に……」

「お兄ちゃんと胡桃は運命の赤い糸で結ばれてるんだよ？　そんなこともしらないのオバサン？」

「お、おばさん……一学年違いでその表現はおかしいです」

　二人がにらみ合い、視線が火花を散らす。と、そんな胡桃の背後に長身の影が立った。

「……みつけた。胡桃さん」

「ひいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい！　なんでこの場所がわかったの!?　夕方以降は誰だれもいないことで有名な公園なのに？」

「……ロードワークで通るし、この付近だと隠れるのにうってつけな場所だから」

　胡桃くるみが静しず流るに後ろから抱きしめられる。藤とう紫し郎ろうは大慌てでドームの外に出た。

「あ、ありがとう胡桃。それに静流さんも。今のはマジで危なかった」

「……？」

　静流は不思議そうに首を傾かしげた。胡桃が静流に抱かれたまま叫ぶ。

「お兄ちゃん助けて！　さっきから静流が……すごくこっそりとだけど腰のあたりで艶なまめかしい動きをしてて、怖いよお兄ちゃん！　この人、物静かで一見普通だけど、中身は胡桃以上の逸材だよ！」

「……そんなことしてないよ」

「腰をくいくい動かさないで！」

「……してないよ。全然、してないから」

　二人がじゃれている間に、鬼の形ぎよう相そうでドームの中から真ま森もりが姿を現した。

「どうやら邪魔者は富ふ士じ岡おかくんだけじゃないみたいですね」

　藤紫郎はすぐにも変身できるように身構えた。まだ真森が契約している悪魔が出てこないか警戒する。

　が、真森は藤紫郎たちに背を向けた。

「富士岡くん……わたしにつくならあなたには相応のポストを与えます」

「洗脳が失敗したら、今度は懐かい柔じゆうですか？」

　これは藤紫郎の推測だが、先ほどの種の力は強力とはいえ、いくつか制約があるようだ。相手と一対一の状況でなければ、発動できないのかもしれない。胡桃が持っていた瞬間移動能力も、藤紫郎が他の女の子と一緒にいると発動できなかった。

　その能力の弱点さえわかれば、真森から種を植え付けられる心配もないだろう。

　それに種が芽を出すまでのタイムラグもあった。仮に種を植えられても、心を支配するまでに数日はかかる……と、藤紫郎は推測した。背を向けたまま、真森は肩をすくめた。

「瑠る璃りについたこと、後悔しますよ」

「俺おれは……瑠璃先輩の味方だ」

　フンッと鼻を鳴らすと、真森はそのまま公園の反対側の出入り口から早足で去っていった。一瞬だが、藤紫郎は追撃も考えた。ものの、何か罠わながあるかもしれないと思うと、藤紫郎の足は動かない。

　真森の気配が完全に遠のいたところで、藤紫郎は大きく息を吐ついた。

　真森が悪魔契約者で、その能力が判明しただけでも十じゆう分ぶんと少年は自分に言い聞かせる。

「じゃあ、俺、帰るんで」

　静流に背後から抱っこされた胡桃が吠ほえた。

「お兄ちゃんの人でなし！　助けて！　腰が密着してきて……ひいいい！」

　偶然とはいえ、胡桃のおかげで藤紫郎が命拾いしたのは確かだった。藤紫郎は呼吸を整えると、先ほどの真森の密着した感触を思い出す。

　密着されている時とは違い、想像力で感触を反はん芻すうすることで、気を練るようにリビドーを藤とう紫し郎ろうはまとめ上げた。

「変身ッ！」

　一瞬で藤紫郎の身体からだは黒いゆらめきに包まれ、小さくなる。

　愛くるしいチワワに変身した瞬間、静しず流るの腕からフッと力が抜けた。もがくようにして胡桃くるみは静流の拘束から脱する。

「胡桃、気をつけて帰れよ」

「お、お兄ちゃんを追い回したいのに……不覚すぎる。これじゃあ胡桃はストーカー失格だよぉ！」

　静流という高い壁は藤紫郎には防壁であり、胡桃にとっては絶壁だ。

「……チワワだ。わぁい♪　僕と一緒に遊ぼう」

　静流が藤紫郎を追いかけ始める。藤紫郎は逃げた。公園を駆け抜ける。静流に抱っこされれば、今度は藤紫郎が餌え食じきになりかねない。

　こうして日が暮れるまで静流から逃亡を続けた藤紫郎だったが、翌日……少年の予想を超える事態が発生することを、このときはまだ想像すらしていなかった。



　翌日――。

　瑠る璃りに対して、部活の部長会や各委員会の委員長から、不信任案が提出された。すでに教師たちの間にも真ま森もりの種は植えられていたらしい。男女問わず、真森の見せかけの人気が高まっていた。

　瑠璃は生徒会長を解任されたのだ。生徒会とは別に選挙管理委員会が招集された。

　生徒会室を拠点にしていた瑠璃と藤紫郎だが、解任された瑠璃は入室禁止である。

　昼休み、藤紫郎と瑠璃は屋上テラスにいた。校内の雰囲気は藤紫郎が一人でいる分には普通なのに、瑠璃と一緒に歩いていると、そこかしこでヒソヒソうわさを立てられたり、白い目で見られたかと思えば、瑠璃がそちらに視線を向けると、生徒たちは視線をそらして無視をする。学校全体で協力して、瑠璃をいじめていた。

　だからこそ藤紫郎の方から瑠璃に会いに行って、瑠璃と一緒にすごそうとしたのだ。

「私と一緒だと、富ふ士じ岡おか君も悪い噂うわさが立つわよ？」

　藤紫郎とベンチで並んで座り、冷凍食品のみで構成されたお弁当を開いて瑠璃は呟つぶやいた。半日足らずで完全に瑠璃はまいってしまっている。

「俺おれは瑠璃先輩と一緒なら、地獄の底に落ちても幸せだし。それに、みんながあんな反応をするのも、悪魔の力なんだから気にしてないですって」

「そ、そうね……悪魔が悪いんだよね……富士岡君が私を好きになったのも……悪魔の力なんだし」

「何度でも言います。悪魔の力なんて関係なく、俺は瑠璃先輩が好きなんです！」

　瑠璃は黙り込んでしまった。何か地雷を踏んでしまったかと、藤紫郎は慌ててしまう。

「あ、えっと、でもきついですよね。いきなりみんながあんな風になるなんて」

「そんなことないわよ……富ふ士じ岡おか君が一緒にいてくれるんだもの」

「へ？」

「独りだったらきっと、私は何もできなくなってたと思うの。ごめんね富士岡君。あの、ごめんっていうのは、ネガティブな意味じゃなくて、うまく言えないんだけど……すぐに富士岡君のことを、私は……きちんと距離をおかなきゃって思うのに……」

「瑠る璃り先輩？　俺おれは先輩の隣の居心地って最高ですよ」

「今だって、私と一緒にいたら不幸になる……みたいなこと言っちゃったのに？　あ、ご、ごめんね。そういう自分が嫌なのに、素直に富士岡君に頼れないなんて……本当にごめんね。私、もう自分でどうしていいのかわからなくて」

　瑠璃は力なく微笑ほほえんだ。ほぼ全校生徒から嫌われるという状況は、藤とう紫し郎ろうの想像以上に瑠璃を傷つけている。藤紫郎は瑠璃のことをぎゅうっと抱きしめてあげたくなった。

　抱きしめて「大丈夫だよ。俺がついてるから」と言ってあげたかった。

「せ、せせせ、せんぱ……」

「ふ、富士岡君？」

　藤紫郎は瑠璃の身体からだを抱き寄せようと腕を広げたまま……硬直する。

　屋上にお弁当を持って、胡桃くるみと静しず流るが姿を現したのだ。

「お兄ちゃん発見！」

「……こんにちは。今日こそチワワと戯たわむれられると聞いてきました」

　胡桃が瑠璃との間に割り込むようにしてベンチに座った。そして静流はというと、瑠璃の隣に落ち着いて瑠璃をじっと見つめる。

　二人の接点は薄い。瑠璃は胡桃ほどロリでもなく、静流のストライクゾーンからははずれているはずである。

「……瑠璃さん。僕にも悪魔の力を……この世の小学生や小動物に、愛される力をください。愛する力はもう十じゆう分ぶんにあります」

　瑠璃は泣き顔から一瞬ぽかーんとして……真ま顔がおになると慌てて返した。

「そ、それは無理よ！」

「……無理なんですか？」

「え、えっとね……今は富士岡君と契約してるから。富士岡君がチワワになれなくなってもいいの？」

「……困ります」

　静流は吐息混じりに肩を落とした。藤紫郎は苦笑いだ。

「で、なんでここに？」

「胡桃たちも仲間でしょ？　こんな時こそ一致団結だよ」

「……そうです。僕は瑠璃さんが生徒会長の方がいいです。今の学校の雰囲気は、よくありません」

　小さいモノに対しては変態な静流だが、それ以外はいたって普通の反応をみせた。

　校内には選挙ポスターが貼はられている。立候補しているのは真ま森もりだけだった。

　胡桃くるみがパックのジュースをチューッとしてから瑠る璃りに尋ねる。

「それで、瑠璃お姉ちゃんは立候補しないの？」

「この状況だと、四票は集まりそうだけど……悪魔の力で操られている以上、どれだけ私ががんばっても……」

　藤とう紫し郎ろうもうなずく。

「確かに勝算は低い……か」

「真森さんにそこまで恨まれてたなんて……やっぱりあの時、生徒会長の座を譲るべきだったのかな？」

「んなことないですって！　悪魔の力を借りて人じん心しん掌しよう握あくするような器じゃ、そもそも黒くろ川かわ先輩に生徒会長なんて務まらないと思います。それにしたって悪いのは、黒川先輩の心の隙すき間まに入り込んで、黒川先輩に悪いことをさせてる悪魔ですってば」

　胡桃が首を傾かしげた。

「じゃあ、どうするのお兄ちゃん？　さっき調べてみたけど、あの雌豚には選挙当日まで二四時間、運動部の生徒を中心に自宅に居る時まで警護がつくみたいだよ」

「なん……だと。そりゃ厄介だな。けど、まず瑠璃先輩は立候補だ。この戦いに勝ったあとにも、先輩には生徒会長でいてほしいし……。悪魔の力が消えればみんな目も醒さめるだろ。黒川先輩だって、きっと瑠璃先輩の仲直りしたいっていう気持ちに耳を傾けてくれるはずだ」

　瑠璃が目を丸くさせた。

「勝てるの……かな？」

「うまくいくようにがんばりましょう瑠璃先輩」

　胡桃が口元を緩ませた。

「あの雌豚眼鏡をお兄ちゃんがぺろぺろするのは……妬やける！　胡桃も協力するよ！」

「……僕にも、できることがあったら何でも言って」

　協力を申し出る二人に瑠璃の瞳ひとみが再び潤んだ。

「で、でも胡桃さん……いいの？」

「あの雌豚を潰つぶすのに、胡桃は大賛成だから問題なしだよ瑠璃お姉ちゃん。それに、お兄ちゃんの本妻は瑠璃お姉ちゃんの方が、胡桃は興奮するし！」

　瑠璃の感涙が引っ込んで、少し困ったように眉まゆが八の字になった。

「真森さんも悪魔の被害者だから、あんまり過激なことはしたくないんだけど……」

　瑠璃の視線が今度は静しず流るに向けられる。

「静流さんも……力を貸してくれるの？」

「……瑠璃さんは僕にチワワという天使をくれたから」

　即座に藤紫郎が反応した。

「待て待て！　俺おれは誰だれのモノにもなってないぞ！」

「……君がずっとチワワのままならいいのに」

　二人の動機は友情というよりも、欲望や願望が剥むき出しだ。とはいえ、もとはと言えば下心から瑠る璃りに協力している藤とう紫し郎ろうが、それをつっこめるわけもない。

「もちろん俺おれも力になります。さっそく作戦を考えましょう！」

「あ、ありが……とう」

　瑠璃は顔を真っ赤にさせていた。その表情にようやく、かすかにだが明るさが戻ってくる。それが藤紫郎には嬉うれしかった。他人を頼らず巻き込まないようにしてきた瑠璃が、素直に藤紫郎たちの申し出を受け入れてくれたのだ。

　その信頼に応こたえようと、少年は心の中で気合いを入れ直した。



　週明けの月曜日。

　瑠璃が不信任案を受けて辞任し、臨時選挙となったのだが、立候補者は瑠璃と真ま森もりの二人だけだった。臨時ということで選挙期間は非常に短い。だが、短期間であっても差は明白だった。真森が演説をすれば聴衆が集まり、瑠璃には誰一人見向きもしない。悪魔の力が働いているとはいえ、まざまざとその差を藤紫郎たちは見せつけられた格かつ好こうだ。

　本日の午後の授業は選挙に変更となり、体育館に全校生徒が集められた。

　ステージの中央には原稿台があった。入学式の時に、瑠璃が新入生に向けてスピーチした時も使われたものだ。

　校章があしらわれた立派なもので、スピーチをする人間の下半身をすっぽり覆い隠すようになっている。小柄な人間ならその下に隠れることもできるだろう。

　そんな台を前にして、たった今、瑠璃がスピーチを終えた。

「……以上です」

　しん……と、満員の体育館の中が静まり返る。

　瑠璃の演説には拍手すら起こらなかった。演説を終えると瑠璃はトートバッグに原稿をしまおうとして……らしくもなく床にばらまいてしまった。

　しゃがんでそれをかき集める。瑠璃の姿は原稿台にすっぽり隠れる格好だ。

　次に演説を控えた真森が、舞台へと続く階段のそばで口元を緩ませ呟つぶやいた。

「よっぽどこたえてるみたいですね。とても気分がいいです」

　普段なら、こういったミスを瑠璃がすることはないし、たとえミスをしても愛あい嬌きようで済まされるのだが、体育館に集まった有権者たちは瑠璃のことなど最初から眼中にないようだった。

　すでに真森が植え付けた種が、全校生徒の全身に根を張り真森の操り人形状態だ。発芽した人間の影響は周囲にも拡散し、種は勝手に増えていく。真森の強い欲求――リビドーによって、悪魔の力は進化していた。

　真森は眼鏡をくいっと上げる。

「わたしの勝ちです」

　瑠る璃りは足早に舞台袖そでに引っ込んでしまった。そんな情けない瑠璃の姿に、真ま森もりは笑いをこらえるのに必死である。

　満を持して体育館のステージに真森が上がった。全校生徒から惜しみない拍手が注そそがれる。演説の内容など無関係に、真森の支持率は藤とう紫し郎ろうたちを除けば１００％だ。

　真森が軽く一礼する。

　流石さすがにこの晴れ舞台にまで、警備の生徒たちはついてこない。

　それが藤紫郎の狙ねらいだった。

　藤紫郎は真森が一人になる瞬間まで、ひたすら耐え続けたのだ。

　チワワの姿で。

　藤紫郎は原稿台の下でお座りをしていた。瑠璃がトートバッグに入れてステージまで運び、原稿をわざと落としてこっそり仕込んでおいたのである。

　このまま吠ほえれば真森は犬怖い状態になり、選挙どころではなくなるだろう。

（――けど、それじゃあ弱い。それだけじゃダメなんだ。現場が一時混乱しても、仕切り直しになるだけ。ここで決める。この場で悪魔を……討つ！）

　チワワモードの藤紫郎は口を開いた。

「変身！」

　原稿をセットして、藤紫郎の存在にも気づかず第一声を口にしようとした真森は、足下からした声に視線を落とした。

　そこに……黒い大きな犬がお座りしている。

　ラブラドールレトリバー。

「わんわんわん！」

　藤紫郎が吠えたとたん、体育館内の生徒たちがざわざわとし始めた。

「きゃあああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　悲鳴をあげて真森がひっくり返る。ちょうど、原稿台の真裏だった。

「い、犬！　犬ううううううううううううううううううううう！」

　全身を小刻みにわななかせて、一瞬で涙目になる真森に藤紫郎はのしかかった。そして「鼻」で匂においを探る。服の上から二つのたわわに実った谷間に鼻を突っ込んだ。

「……ハスハス……もっと下か」

「い、犬がしゃべ……しゃべべべべ……」

　藤紫郎の黒く湿った鼻が、もぞもぞと真森のシャツのお腹なか側から中へと入り込む。

「は、入ってこないでくださ……あぁん♪」

　鼻の先端が、おへそのあたりを通過した時、真森の口から怯おびえるだけではない、少しだけ熱っぽい吐息が漏もれた。藤紫郎はおへそに鼻をつっこみくんくんする。

（――女の子の恥ずかしい穴につっこむなんて……こ、興奮する……耐えろ俺おれ。リビドーを制御するんだ）

　一瞬、爆散しそうになったリビドーを藤紫郎はぎゅっと抑え込んだ。ステージ脇わきにちらりと視線を向ける。

　瑠る璃りがステージに駆けつけられるよう待機していた。その瞳ひとみは祈るような眼まな差ざしだ。

　胡桃くるみもモップを片手に、藤とう紫し郎ろうの任務完遂を待つ。その顔は上気していた。

　静しず流るはぼんやりと見ている。チワワでない藤紫郎に興味はないのだろうか。

　藤紫郎が契約書を真ま森もりの背中に浮かび上がらせ、胡桃が藤紫郎を追い払うフリをし、瑠璃が真森を助ける……ように見せかけて契約書を剥はがす。悪魔が出て来たら静流が攻撃するという算段だ。

　連係を成功させるため、藤紫郎は心を鬼にして真森のおへそに舌を伸ばす。

　ぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろぺろ！

　ぺろぺろ音が体育館内に響き渡った。生徒たちがふたたび、しん……と静まり返り、固かた唾ずを呑のんで、一見無人に見えるステージに視線を集める。

「あんっ……そこ……や……来ちゃう……来ちゃいますぅ！」

　真森の艶なまめかしい声がステージ上を駆け抜け広がった。彼女のヘアピンについていたウサギのマスコットが口を開く。

「しっかりするんだ真森！　そんなことじゃライバルは倒せないぞ！」

「で、でも、うーたん！　変なの！　身体からだの奥が変なの！」

　ウサギのヘアピンが独りでにはずれると、それはウサギのマスコットキャラに姿を変えた。まるで魔法少女の付属品だ。

「リビドーを制御するんだ。負けちゃいけないよ。そうしないとボクとの契約が消えてしまう。契約が消えれば、せっかく植え付けた種もなかったことになるんだよ？　またキミはひとりぼっちさ。それでいいのかい？」

「い、いやぁ！　ひとりはいやぁ！」

「なら戦うんだ。僕も力を貸すから」

　藤紫郎は首をすっとあげて真森を見据えた。

　真森は犬と目があった瞬間、再び悲鳴をあげる。

「犬はいやあああああああああああああああああああああああああああああああああ！」

「おちつくんだ真森。ああ、キミはもっと理性的な人間だと思っていたのに」

「熱いよ！　背中が熱くて……はぁん♪　ぺろぺろ……ら、らめぇれす」

　犬への恐怖とペロペロの感触が入り交じって、真森は涙目になっていた。

　その乱れっぷりに藤紫郎も爆発寸前だ。

（――悪いのは……こいつだ！）

　藤紫郎は真森への拘束を解くと、ウサギ悪魔に噛かみつこうとした。だが、悪魔はぴょんと避よける。

「今だ真森。立ち上がって！」

　ウサギの言葉に真森は足をばたつかせた。その無作為な蹴けり足があがった瞬間、藤紫郎はちらりと見えたパンツの縞しま々しまを目に焼き付けてしまう。そして真森のだだっ子のような蹴けりに藤とう紫し郎ろうは顔面をぐにゃっと踏まれてしまった。

　真ま森もりは立ち上がる。着衣は乱れ胸元もシャツのボタンがいくつかはずれてしまっていた。その表情には恐怖と怒りが入り交じっている。

「よくも……よくもやってくれましたね。こうなったら……」

　真森は右手に種を浮かべた。そしてそれを藤紫郎ではなく、自分の額にあてる。ウサギ悪魔が声を上げた。

「ようやく決心してくれたんだね！」

「ここで負けるわけにはいかないんです」

　真森は自分の額に種を植え込んだ。藤紫郎は思わず人間の言葉で呟つぶやく。

「おい、なにやってんだ……黒くろ川かわ先輩」

「その声、やっぱり富ふ士じ岡おかくんですね。瑠る璃りについたことを後悔させてあげます。この種は……犬が怖くなくなる種です」

　付け加えるようにウサギ悪魔が呟いた。

「正確には人間を超える力の種さ。代償としてここに集まった生徒たちの生命力をもらうことになるけどね」

　真森が額に種を吸収しきった瞬間、その身体からだが黒い炎に包まれた。そして、次々と体育館に集まった生徒たちがその場に倒れていく。

　ステージ脇わきでスタンバイしていた胡桃くるみが息を呑のんだ。

「う、うわぁ……なんかすごいことになってるんだけど」

　隣で静しず流るがぽつりと呟く。

「……あのウサギさんは男の子かな？　女の子かな？」

　瑠璃が二人をじっと見つめた。

「二人は安全な場所に隠れてて。真森さん自身が魔力を発生させてる。しかも……すごく強い力なの」

　瑠璃は二人に告げるとステージに向き直った。

　ステージ上には、ラブラドールモードの藤紫郎と、黒い炎の中から現れた真森が対たい峙じしている。

　真森の姿は変わっていた。ウサギをモチーフにした魔法少女チックなコスチュームだ。もはや弱点などない……とでも言いたげに、弱点のおへそのあたりもコスチュームはがっちりとガードしていた。藤紫郎が鼻を突きこむ隙すき間まもない。

　手には変身ステッキのようなハンマーっぽいものを持っている。見た目はオモチャのようで、殺傷力は皆無に見えた。

　藤紫郎が威い嚇かくするように吠ほえる。

「う――――――！　わんわんわんわんわんわんわんわん！」

　真森は眉まゆ一つ動かさなかった。

「怖くないです。さっきはあんな恥ずかしいところを……お仕置きが必要ですね」

　真ま森もりの肩にウサギ悪魔がぴょんとのっかった。

「さあ真森。一気に蹴け散ちらすんだ。早く片をつけないと、死人が出るよ」

　藤とう紫し郎ろうが吠ほえる。

「ふざけんな！　お前が黒くろ川かわ先輩をそそのかしたから、みんなの命が危機に瀕ひんしてるんだろうが！」

　思わず藤紫郎は飛びかかっていた。狙ねらいは真森ではなくその肩に乗った小動物だ。だが、藤紫郎が飛び込むと真森は瞬間移動でもしたように、素早く背後に回り込む。

「へ？　き、消えた」

「遅すぎです。相手になりません。お仕置きします」

　ステージの下から黒い影が叫びながら、藤紫郎と真森の間に飛び込んできた。

「危ない！　富ふ士じ岡おか君！」

　瑠る璃りの制服の背中側から、悪魔の羽がシャツをつきやぶって広がっていた。その羽で藤紫郎をかばうようにする。真森が振るったハンマーステッキが、瑠璃の羽にヒットした。瞬間、瑠璃と藤紫郎はライナー性の打球のように、ステージの奥に叩たたきつけられる。真森が虚うつろな瞳ひとみで笑った。

「自分から飛び込んでくるなんて、手間が省けました」

　衝撃で瑠璃の制服は乱れ、シャツがはだけて胸元が開き気味になる。そして、彼女の美しい翼の片側が、ガラス細工が砕けたようにぼろっと崩れ落ちてしまった。藤紫郎の目の前で瑠璃は羽を失ったのだ。

　制服がずたぼろになっても、白い素肌を隠す余裕すらない。尻尾しつぽは力なく垂れ下がり、瑠璃は痛みに耐える。

「瑠璃……先輩……瑠璃先輩！　だ、大丈夫じゃないですよね！　俺おれが……俺がつっこんだせいで」

　瑠璃は呼吸を荒らげながら、よろよろとなんとか立ち上がった。

「よかった。富士岡君が無事で。守ってあげるって約束、果たせて……」

「俺なんかのために瑠璃先輩が傷つくなんて、良くないですよ。畜生……」

「ここは私に任せて……逃げて……富士岡君。これから淫いん魔まの力を一段階あげるわ。そうすれば、たぶん勝てる。けど、力を上げればもう……学校にはいられなくなるわね」

「ど、どうして……ですか？」

「男の子がみんなごちそうに見えちゃうのよ。富士岡君のことも、きっと人間として見られなくなっちゃうから……短い間だったけど、一緒にいてくれて……ありがとう」

　藤紫郎が悔やむ間も与えずに、ウサギ悪魔が真森に命令した。

「ほら真森。キミの大嫌いな瑠璃を殺すんだ」

「殺……す？　い、痛めつければ十じゆう分ぶんです」

「痛めつけるだけでいいのかい？　彼女が存在する限り、またキミはすべてを失うことになるかもしれないんだよ？　キミは言ってたじゃないか？　瑠璃は悪魔の力で人気者になったに違いないって。ずるいって。対等の立場になれば負けないって。でも、ここでボクを失えば、キミは対等ではいられなくなる……負けるんだよ？」

「でも……だって……」

「もしかして、まだ彼女に未練があるとでもいうのかい？　もうこんなチャンスは二度とやってこないんだよ。それに瑠る璃りは悪魔なんだ。殺してしまいなよ。人間に害をなして、キミの好みの男の子もきっと横取りされてしまうんだから。ほら……早く！」

　真ま森もりは戸惑っていた。藤とう紫し郎ろうは思う。瑠璃のことを心底憎んで、嫌っているなら真森は悩んだりしないはずだ。

「瑠璃先輩。黒くろ川かわ先輩を救いましょう。最後まで諦あきらめないでください。俺おれがお手伝いします。だから瑠璃先輩は……今のままでいてください」

　前もって打ち合わせができているわけでもないのだが、藤紫郎はリビドーを集中して真森に飛びかかった。まるで殴ってくださいといわんばかりの、直線的な動きだ。瑠璃が泣きそうな声をあげた。

「富ふ士じ岡おか君！　危ない!!」

「わざと危ないところを狙ねらったんです。強力でも……フルスイングなら軌道は読める！」

　真森が反射的に迎撃のハンマーステッキを振るう。その威力は淫いん魔まモードの瑠璃を軽々吹き飛ばし、その翼の半分を打ち砕いたのだが、藤紫郎はスイングの方向を読み切っていた。間一髪のところで頭を下げてハンマーをかわすと、真森のお腹なかのあたりに鼻を突っ込む。ウサギ悪魔が笑った。

「残念だったね。そのコスチュームにも魔力が込められているんだ。服の上からペロペロは無意味だよ？」

「いいかウサギ野郎。コスチュームってのは、脱がすためにある！　ストッキングは破るために……あるんだあああああああああああああああああ！」

　瞬間、藤紫郎のリビドーは「鼻」でもなく「舌」でもない場所に集約した。

　牙きばを剥むく。藤紫郎はコスチュームの薄いタイツっぽい布地に牙を食い込ませた。そして牙は「牙」の能力に目覚める。

　びりりりりりりり！

　おへその部分の布地が「牙」によって、裂けるチーズよろしく綺き麗れいに分断された。可愛かわいいおへそが露呈した瞬間、藤紫郎は一心不乱にぺろぺろを開始した。

「や……ん……あああああああん♪」

　その感触に真森はハンマーステッキを投げ捨て、その場に膝ひざをついてしまった。ウサギ悪魔が悲鳴をあげる。

「ま、真森。耐えるんだ」

「無理だよ、うーたん……熱いよ……背中が……あぁん♪」

　コスチュームが空気に溶けて消えていく。真森のリビドーは藤紫郎のペロペロによって拡散した。

「い、いまでぺろ！　瑠る璃りせんぱぺろぺろ！」

　藤とう紫し郎ろうの声に、瑠璃はうなずいた。真ま森もりの背後に回り込む。契約書が浮かび上がった。

　ウサギ悪魔が瑠璃に飛びかかろうとする。

「そ、そうはさせないよ！」

　瞬間、空中でウサギ悪魔はキャッチされた。いつのまにステージ上にやってきたのか、静しず流るがウサギを抱き上げる。ウサギ悪魔は真森を見限った。

「やあ。キミの願いを何でも叶かなえてあげるよ。だからボクと契約しない？」

「……どうしよっかな」

「なんだっていいんだよ。キミの願いをボクにだけそっと教えてほしいな」

　静流はウサギ悪魔の耳にそっと呟つぶやいた。ウサギ悪魔は愕がく然ぜんとする。

「そ、そんな願いは……いくらなんでも無理だよ……怖い……人間が怖いよ……」

　静流の手の中でウサギ悪魔は突然、戦意喪失してプルプルと震え始めた。

　その間、藤紫郎はぺろぺろし続け、真森はわき上がる感触に身震いしていた。

「あ、あぁん♪　ぺろぺろしゅごいれすぅ」

　虚うつろな瞳ひとみから、とろんと目め尻じりがとろけたようになる。

「い、今……契約を破棄するから！　もうちょっとだけ我慢してて真森さん！」

「もっともっとぺろぺろ！　犬のざらざらした舌が、き、きもちいいよぉ」



    

  
    
      



    

  
    
      　真ま森もりの背中に魔法陣がはっきりと浮かび上がった。瑠璃は手負いの状態で、うまく魔力を制御できないのだが、集中して契約書のはしをつかむ。

　ステージ下から胡桃くるみの声が響いた。

「瑠る璃りお姉ちゃん早くして！　みんなが息してないよ！」

　真ま森もりから力を吸い取られ、全校生徒は本当に死にかけていた。瑠璃は静しず流るに抱っこされたウサギ悪魔を睨にらみ付ける。

「これで……終わりね！」

「や、やめろおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお！」

　断だん末まつ魔まの悲鳴があがり、ウサギ悪魔の身体からだが黒いゆらめきに包まれる。真森はぐったりと意識を失った。悪魔とともに真森の身を包んでいた魔法少女コスチュームも消えてしまった。制服はコスチュームの代償になったのか、真森は生まれたままの姿だ。そんな真森の頭を膝ひざ枕まくらしながら瑠璃は呟つぶやく。

「真森さん……ううん、真森……ちゃん。ごめんね」

　落ち込む瑠璃の隣で、藤とう紫し郎ろうがお座りした。

「瑠璃先輩。黒くろ川かわ先輩はどうなっちゃうんですか？」

「全部忘れてもらいましょう」

　瑠璃がそっと真森の額に手をあてた。そして……いつものごとく落胆する。

「あの、やっぱり記憶……消せないとか？」

「もともと真森ちゃんは私にこだわってたし、それに……ぺ、ペロペロが……すごく印象にのこっちゃったみたいで……」



    

  
    
      



    

  
    
      「そうですか。つうか、全裸ですよね黒くろ川かわ先輩？」

「……ハッ！　ちょ、ちょっと何見てるのよ富ふ士じ岡おか君！　あっち向いてて！　胡桃くるみさん静しず流るさん！　体操服かジャージ持ってきて！　早く！　みんなの目が覚めたら、たたた大変なことになっちゃうから！」

　瑠る璃りの絶叫が体育館に木霊こだました。



    

  
    
      
エピローグ



　そして世界は元に戻った。

　選挙は黒川真ま森もりが辞退したことで瑠璃が再選を果たした。各部活の部長や委員会の会長たちも、自分たちがなぜ瑠璃に不信任案を出したのか、良く覚えていないらしい。

　といっても、何もかもが前と同じというわけではない。瑠璃に友人が増えたのだ。

　一人は妹キャラで、もう一人は不思議ちゃん。そして、和解が成立した眼鏡巨乳のまじめッ娘こだ。

　真森はすべてを覚えていた。悪魔にそそのかされたとはいえ、半分以上は自分の意志だと真森は瑠璃につげにやってきて、なぜかそのまま生徒会室に居座ってしまった。

　生徒会室で胡桃と真森がにらみ合っていた。

「なんで風紀委員長がここにいるの？　バカなの死ぬの？」

「風紀委員は辞任したんです。他に行くところもないし……」

「なら帰ればいいじゃん！」

「そういうあなたこそ、事務作業もできないのになんで生徒会室にいるんですか？」

「それは愛される妹だからに決まってるでしょ！　どっかの憎まれ巨乳豚眼鏡ビッチのペロペロ大好き女とは違うんだよ？」

「あ、あれは……ち、違うんです！　ぺろぺろがくせになったりなんてしてません！」

　真ま森もりの顔が真っ赤になった。瑠る璃りが立ち上がって二人の間に入る。

「ま、まぁまぁ二人とも落ち着いて」

「お兄ちゃんを押し倒して既成事実すら作れないヘタレのお姉ちゃんは黙ってて！」

「仲裁に入ってもらう必要はありませんから。それに、な、仲直りしてあげてもいいと思ったから、わたしの方からこうして訪ねてきたんです。ありがたく思ってください」

「あ、あはははは」

　瑠璃は困ったように眉まゆを八の字にさせた。そんな状況で、静しず流るはなぜか習字のセットを持ち込み、生徒会室で書道を始めている。

「……ふぅ」

　半紙に整った綺き麗れいな文字を書き上げた。瑠璃が首を傾かしげた。

「わ、わぁ静流さんってとっても字が綺麗……だけど、なんで『男の子』なのかしら？」

「……小さくて可愛かわいいから。男の子＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨＞∨（越えられない壁）＞∨＞∨＞∨チワワ胡桃くるみさん＞∨＞∨＞∨女の子……かな。みんな可愛いけど、順番をつけるならこうなるよ」

　瑠璃はそれ以上、何も聞かなかった。

「それにしても、富ふ士じ岡おか君……遅いわね」

　メールをすればすっ飛んでくる少年が、今日は中々姿を現さない。

「まさか、どこかで他の悪魔を見つけて罠わなにかかったりしてないわよね」

　瑠璃が心配したところで、少年はようやく生徒会室にやってきた。

　腕一杯に花束を抱えて。

「瑠璃先輩！　もう我慢できません！　やっぱり付き合ってください！」

「ふ、富士岡君！　は、恥ずかしいわよ。それに……その……あの……」

　胡桃、真森、静流……三人の視線が瑠璃に注そそがれた。

「そういうことは、もっとＴＰＯをわきまえてちょうだい！　最初の時と変わってなさすぎよ！」

「俺おれは変わりませんよ！　先輩が好きです！」

「胡桃はお兄ちゃんが大好きだよ！　性的な意味も含めて！」

「……チワワがいいな。もしくは小学四年生くらいの君を抱きしめたい」

「あ、あんな恥ずかしいことをわたしにしておいて、せ、責任……問題です」

　藤とう紫し郎ろうは三人に囲まれた。

「た、助けて瑠璃先輩！」

「し、知らないわよ！　自じ業ごう自じ得とくでしょ！」

　瑠璃は顔を真っ赤にして声をあげた。

　藤紫郎の犬生活は、まだ始まったばかりである。



    

  
    
      
あとがき



　最近、犬の可愛かわいさに目覚めました。ご無ぶ沙さ汰たしております。淺あさ沼ぬまです。

　ＭＦ文庫Ｊさんで、またお仕事をさせていただくことができました。

　さてさて、今回は新担当のＫさん（新人）とともに、企画段階からあれやこれや意見交換しつつ、ちょいエロでコメディで行きましょう！　ということで、ちょっぴりエッチなラブコメとなっております。いかがでしたでしょうか？

　メインヒロインの瑠る璃りは、自分の特殊な出生や、持っている力に悩みながら人間として生きることを望んでいるわけですが、外敵と戦うためにはどうしても人間の協力が必要なわけです。

　選ばれたのが主人公の藤とう紫し郎ろう君なのですが、彼は淫いん魔まな瑠璃と相性が良いだけあって、普通の男の子よりも想像力が豊かでした。良くも悪くも！

　藤紫郎は瑠璃に片思い。瑠璃はというと、好意を嬉うれしく思うところもあるけれど、藤紫郎の「好きだ！」という言葉をなかなか信じられないわけです。

　淫魔には相手に好きになってもらうフェロモンのような力が備わっていて、藤紫郎が瑠璃を好きなのは、その力の影響なんじゃないか？　と、瑠璃はそこから抜け出せないでいます。

　容姿端たん麗れい成績優秀。なのに自分に自信がもてない。瑠璃はそんな女の子です。

　藤紫郎も恋愛初心者なので、不器用な二人がこの先どうなっていくのか、描いて行ければと思っております。

　ではではスペシャルサンクス！

　まずは担当Ｋさま。今年の夏は何もしなかったね！　仕事ばっかりだったね！

　素敵なイラストを描かいていただいた蜜みつ桃ももまむさま。真ま森もりの契約悪魔がウサギになったのも、実は送っていただいたラフのウサギヘアピンが可愛かったから♪　ありがとうございます。

　そして、初めまして＆今回も本を手にしてくださったみなさまに幸アレ！



２０１１年８月



淺沼広こう太た





　追伸、集英社スーパーダッシュ文庫でも新作準備してます。そしてファミ通文庫での新企画も！　そちらもお付き合いいただければ幸いです☆



    

  
    
      　著者

　淺沼広太（あさぬま・こうた）

　　１９７９年５月24日生まれ。浦安市在住。「魔王、始めました」シリーズでデビュー。「王エディション！」シリーズ（以上スーパーダッシュ文庫）「ディーは人型魔装具です。」シリーズ（ＭＦ文庫Ｊ）「七秒後の酒多さんと、俺。」シリーズ（ファミ通文庫）など、著書多数。



　イラスト

　蜜桃まむ（みつもも・まむ）



　　２月22日生まれ。EDEN'S NOTES所属の原画家、イラストレーター。代表作「D.C.～ダ・カーポ～」シリーズなど。



    

  
    
      俺は彼女の犬になる！
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